




はじめに

「看護実践カブロッサム開花プロジェタトJ (平成21年度文部科学省大学改革推進事業「看護

師の人材養成システムの確立J採択)は、病院看護部と保健学科看護学専攻を基盤に、多職種多部

門が組織横断的な交流を深め、協働して学生時からの看護実践能力の質を保証し、臨床現場で継続

的に看護実践能力の質を向上させる体系的教育プログラムを構築すること、生涯に亘り医療を支え

る専門職を育成し、地域や社会にその看護ケアを提供することで広く社会貢献することを目指して

活動を開始しました。

取組み3か年が経過した平成23年度末には、看護師の人材養成システムの確立推進委員会によ

り本事業取組み全体の中間評価が行われ、採択された 12大学全てで「大変興味深い取組が進展し

ており、学問的検討を加えながら開発した臨床研修の体制や方法による教育が行われ、それによる

効果がみられている」と評価されました。

チーム医療の推進や医療の高度化等、日々変化している医療環境の下、看護に携わる専門職には、

役割拡大も含めた「より質の高い安心と安全な看護ケアを提供する人材」としての自律した成長と

誰もが多種多様なキャリアパスを選択・実現できる魅力ある職種として、看護職を志す若年層遠の

道標となる役割が求められています。

平成24年度本プロジェクトでは、過去3か年合かけて開発・学問的検討を加え、可視化された

数値データでその効果を実証した教育プログラムを普及させるため、静脈注射教育プログラムの一

部やシミュレーション・トレーニングを、地域で活躍する看護職や看護学生にも公開し、地域の看

護実践能力向上に貢献できるよう活動拡大に注力してきました。

また、看護基礎教育課程と臨床現場の橋渡しとなっている人事交流や教育指導者養成では、取組

み事業を継続実施することで連携が深まり、より繋がりをもった臨地実習指導体制が整いつつあり

ます。本取組みを通して育成された教育指導者が、身近な相談役として臨地実習や看護研究の場で

情報共有の調整を行ってくれたり、 1年問看護学生の教育を実践的に体験した経験から感じた、言

語化の難しい若年者の感性や学びの態度を、噛み砕いて実習指導者に伝達してくれることで、指導

者役割を担う臨床看護職員のメンター的存在として活躍してくれていることも大きな成果となっ

ていますロ教育指導者育成では、より一層、看護職を支える教育体制の充実が急務となっている臨

床現場において、看護職員が疲弊することなく、看護実践者としても、看護職員育成を支援するメ

ンターとしても、複数の役割をいきいきと楽しみながら担えるキャリア構築プロセスの先駆的取組

みが機能し始めていると感じていますロ

安全・安心な医療の提供とともに、 「豊かな人間性と高度な専門的知識・技術を持ち、適確に判

断し実践できる看護師の育成、専門職としての自己研鎖、看護・教育・研究を通した地域への貢献」

を使命とする九州大学病院看護部として、場所や看護領域を選ばないどこででも通用する教育プロ

グラム構築と、自律した看護職を育成するキャリア構築支援を行い、社会全体の看護の発展に繋が

るよう取組み事業を詳細に情報発信し、本事業成果の社会還元を図っていきたいと考えています。

この報告書は、平成24年度 1年間の取組み事業内容、成果を同じく看護職に携わる方々の参考

資料として活用されることを切に願い、まとめたものです。

平成 25年 3月

九州大学病院

看護部長事業推進責任者

中畑高子
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1 ロジzタト概要





プログラム名称
平成21年度文部科学省大学改革推進事業採択
看護師の人材養成システムの確立

事業名称 看護実践力ブロッサム開花フ。ロジェクト

事業推進責任者 九州大学病院看護部長中畑高子

プロジェクト概要

取組みの概要

九州大学病院

看檀簡

.宵担当
【宵成本留】
宥膚キャリアセンター
プロジェクト事務周

匡寝安全管理師
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【実習担当指導者】

実習指導者育成プログラム受簡や福岡県宥霞実習

指導者情習会参加による実習担当指導者育成

【教育担当指導者】

教育担当者研修受鴫による教育担当指導者育成

【教育指導者】

千葉大学者霞学教育指導者研修参加
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【看檀実践能力定着・向上プログラム】
①静脈注射教育プログラム
②医療機器操作強化プログラム
③新入者霞師育成プログラム

• eラーニング教材開発
-シミュレーション研修
・シミュレーション・トレーニング

看
護
職
員

情帽畠盤研究

開発センター

【基本的看霞実践能力育成プログラム】
④実習指導者育成プログラム
⑤実習指噂要項開発プログラム

看
護
学
生

看護実践力ブロッサム開花プロジェクトでは、九州大学病院看護部と九州大学医学部保健学科看護学

専攻が連携し、教育プログラムや教育体制を開発・整備することで、看護学生の看護実践能力の質を保

証し、看護職員の看護実践能力の質の持続的向上を図り、生涯を通じて看護職として活躍できるよう、

キャリアパス構築を支援する。

また、看護部職員と保健学科教員を相互に研修させる人事交流や教育連携体制を整備することにより、

それぞれが教育的に補完しあい それぞれの所属場所における実践的で教育的な関わりのできる人材の

養成を目指す。交流後、看護職員は科学的根拠に基づいた看護教育知識を自らの看護実践と融合させ、

後輩看護職員や臨地実習に参加する看護学生の指導にあたることが可能となる。教員は直近の看護実践

現状を確認することで、看護基礎教育課程での教育内容の最新化・精選や自らの看護研究や学生指導に

研修内容を活用することで、研究内容の最新化、学生の将来キャリアの支援が可能となる。

本取組みにより、看護職員の臨床看護実践の質向上を図るとともに、教育指導力・看護研究能力向上

を目指し、総合的な看護実践能力をもっ看護者としてのキャリア構築を組織的に支援することで、チー

ム医療を担う一員として高度な知識・技術を安心・安全な看護・医療を提供することで社会へ還元する

1 

ことを目指している。



I プロジェクト概要

2.取組み事業
~ 

取組みによる成果:チーム医療の一端を担う高度な技術・知識を持つ看護職員を養成

取組みによる刻果:社会の期待に刻応した安J~\ ・安全な質の高い看護・医療の提供

..  

-看護職の効果的・継続的な看護実践能力の持続的質向上を図る看護実践能力定着・向上プログラム

・臨地実習における看護実践能力の質向上を図る基本的看護実践能力育成プログラム

|2.教育指導者賛成113.人事交淵
・看護部と保健学科の連携体制のもと、研修や人事交流で教育原理や教育技法を実践的に学び、臨床にお

ける看護学生の実習指導や看護職員の教育指導を効果的に実施する指導者を養成する。

|4.キャリアパス構築|

・看護職員が自らの「目標とする看護職像」を志向し、目標実現に向けて自発的に学び、その履歴を管理

するナビゲーションシステムを提供し、キャリアパス構築を支援する。
・生涯を通じて看護臓が活躍できるキャリアパスを明示する。
-ナビゲーションシステムを活用し、組織と個人が双方向の情報共有を行うことで、個人のキャリア構築
を組織的に支援する。
・育児休業中の看護職員に刻する復帰支援サポート体制を整備、提供する。

平成 23年度、本取組み事業は、文部科学省大学改革推進事業「看護師の人材養成システムの確立」

採択大学病院として、 「順調に進捗しており、現行の努力を継続することによって当初目的を達成する

ことが可能J (平成 24年 3月 5日文部科学省報道発表: I ~看護師の人材養成システムの確立』の中

間評価について」より抜粋)と取組み 3か年目の中間評価を受け、平成 24年度以降の事業継続が決定

した。平成 24年度は、中間評価結果を踏まえ、より効果的な取組み事業を推進させ、社会還元を図る。

平成21年度

運営実行委員会及びワーキ、

.副画面~i'I商~".
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-~)it主桂陸軍当言語司・

f.Ii置2・
ー吾言語亘二保健明ヰ(1年) 1計画立案
(年1-2人) I~ 
教員→病院(適宜)等 目 ， 

-=宮司J~且硯~~!ù1きa・ ナピゲーションシステム開発

看護職に対する人材育成、能力評価、l情報収集 WG設置システム検討 刈

人狩活用等を含めたキャリアパスを |ーーーー， ェ
摘築・提示・管理・支媛
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3. 各取組み事業概要

1 . 教育プログラム開発

STEP4 実技試験による安全・安Jl'_，¥な実践力確認、
評価者による客観的他者評価

STEP3 :筆記試験による知識修得状況確認・客観的評価

静脈注射講義(患者看護、去最剤知識、解剖生理、感染管理、安全管理、

法的責任等)による静脈注射に聞した専門知識修得、再確認

実技演習参加者数

講義受講者数

成平

21 

度年

65 

335 

プロジェクト概要

成平 成平 £言ロ十』

22 23 

度年 度年 名

125 212 402 

393 315 1.043 

平成21年度から開始した静脈注射教育プログラムによる静脈注射認定(通称:IVナース)看護師育

成は、平成21年 10月から取組みを開始し、累計 10回の【講義】 【演習】を提供している。 3か年累計

で【講義】 1，043名、 【演習]402名が参加し、各専門分野講師による静脈注射に関する講義受講によ

り知識修得、九州大学病院看護手順に基づいた手技・手順の確認を行っている。本取組みでは、毎年度

年間 IVナース育成目標数を設定し、達成に向け、計画的にプログラム受講を推進させている。
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I プロジェクト概要

平成21年度 平成22年度 平成23年度

A IVナース育成予定看護職員数 852 826 1012 

B 目標IVナース認定者数(B=AXC) 255 495 810 

。目標IVナース認定率 30% 60% 80% 

前年度までの取得者数 一 210 501 

IVナース認定者数 新規取得者数 210 351 320 

D 累計認定者数 210 561 821 

E IVナース認定率(E=D-i-A) 24.6% 67.9% 81.1 % 

年度末退職IVナース認定者数 一 60 93 

年度末IVナース認定者数 一 501 728 

取組み初年度である平成 21年度は、年度途中からの開始で、あったこともあり、目標達成が果たせな

かったが、平成22年度、 23年度は年度末までに目標達成を果たしている。また、各年度とも IVナース

として育成された看護職員が退職し、院外へと活動の場を移行しているため、年度初めには年度末の退

職した IVナース数を除いた院内に在籍している看護職員数をもとに IVナース育成目標を設定し、計画

的に育成している。

育成された IVナースは、チーム医療を提供する一員として、院内で IVナースと認められた看護師に

よる静脈注射を実施ガイドラインに沿って静脈注射を実施し、医師やサービスの受け手である患者より

好評価を得ている。

0医師146名からの評価
-法律や院内基準に則って、教育を受け、合格した看
護師が実施しているので、業務を任せても安心感が
ある。
・処置のために患者を待たせる時聞が減るので医師・
患者にとっても大変良いことだと思う。

95 
「一一一¥

90 

85 

80 

75 

70 
合格者の平均点

.模試受験
(n=223) 

.模試未受験
(nゴ70)

p=O.Ol 

0患者113名からの評価
-技術が向上するし、看護師たちのモチベーションも
あがると思う。実際にあって良い制度だと思う。技
術を習得するにはきちんとした制度が必要。
-教育プログラムで認定を受けた看護師が行うことは
安心感がもてる。

第8回日本e-Learning大賞

奨励賞

九州大学病院 .tl量キャリアセンタ-
t坦翼民カプ0 ヲサム闘11.プロジιタト.

膏プロジ sタトの ".注射忽定?ース育成

プログラムに必付る e '-;.ング・I.~・・0

f鈎tllU e-t..c.mmlt ̂川rds20117.-"ム
実11+"生らびに岡本-'-，，，舗11.t・のlo8・岡本
eLearnir唱え曹に結いて .L~ る事量の鎗来
世#であると喝のられaι/，ニよ tこその.f~

.え蝿曹のf~.'"が ιa す

.f-il23'1-IIs2IB 

静脈注射教育プログラムでは、学習環境整備の一環として取り組んでいる eラーニング教材開発のノ

ウハウを活用し、 【筆記試験】対策模擬試験問題を作成し、九州大学Web学習システム上で提供した。

試験問題精度を項目応答理論を用いて向上させ、模擬試験問題と【筆記試験】合否に正の相関関係 (χ

2検定結果)があることを学術的に分析し、有効な学習ツールで、あることを実証した。また、この取組

みにより、 『第8回日本e-Learning大賞』奨励賞を受賞した。
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I プロジェクト概要

②インシデントからみた医療機器操作強化プログラム

取組み3か年成果

〈ADDIEモデル〉

|A: Analyze (分析)I 
①インシヂントレポート分析

②全看護職員を対象とした調査(第1固)
ME操作頻度、自信、 MEに対する学習意欲
知識確認テスト

|D : Des i gn (設計)I 

【方略の3本柱】
I 教育研修プログラム開発
E 学習環境整備

m ME機器使用環境の検討

平成22年度 平成23年度
ート

①年度毎のインシデントレポート分析継続

l②プログラムによる必ヒl

比較の基礎資料データ l

【問題点】

• MEに関する教育はOJTに依存
.3年目以よの看櫨職員のインシデント報告が多い
.当院の輸液ポンプ等に聞するインシデントの結果

は「過量投与』が最も多い

医療機器操作強化附設置
プログラム開発検肘

プログラム
霞計・開発

I 敏育研修プログラム開発
第 1段階

スーパ一指導者育成
第2臆階
ファシリテーター宵成

第3段階

各部署指継者育成
節4履蘭

部署肉研修(平成24年3月-12月)

|E : Eval uate (酔価)|・平成25年度実施予定

医療機器操作強化プログラムでは、当院における身体侵襲の大きい特定の医療機器(輸液ポンプ、シ

リンジポンプ)に関するインシデントレポート報告内容を収集・分析し、問題点を把握した。その分析

結果を踏まえた上で、医療機器操作強化 WGを立ち上げ、身体侵襲の大きい特定の医療機器に関する操

作・管理能力を向上させる教育研修プログラム開発をインストラクショナルデザインの 1つである

ADDIEモデルを基盤に展開させている。本プログラムでは、最終ゴールとして開発された教育研修プロ

グラムを全看護職員が受講し、安全かっ正確に輸液ポンプ・シリンジポンプを操作・管理する看護実践

能力の均てん化を目指している。平成 23年度末までに【Implement(実施)】の第3段階である各部署

指導者育成までが完了した。

F 「山〉

5 



プロジェクト概要

E歪王m益重亙ZEヨ・③確実な看護実践能力定着のための新人看護師育成プログラム
( 取組み3か年成果 ) 

【新人看護職員教育目標】

0日常生活援助の基本的知識、技術、態度を修得し、安全・確実な看護ケアが実践できる。

Oチームメンバーの一員として部署における役割と責任を果たすととができる。

0社会人、組織人として責任のある行動がとれる。

【分散研修 (OJT)】

0配属部署の特殊性と業務内容を理解し、日常の看護業務が実践できる。

Oチームメンバーとしての役劃を認識し、行動できる。

社会人、 九州大学病院看護

部職員として組織と役割、

組織の一員であるととを理

解し、チーム医療の実践に

適応する。

仕事の悩みや不安を話し

合い、情報を共有しスト

レスに対応できる能力

(ストレスマネジメン卜)

を養い、聡場における対

人関係作りや対処法の糸

口をつかむ。

ー一平成21年度新卒入職者12か月後 ー一平成23年度新卒入職者12か月後

環境整備技術

活動、休息援助の技術

与薬の技術

入職12か月後の看護技術修得度比較(平成21年度 23年度)

【集合研修 (0仔ーJT)】

0看護実践に必要な基本的知識や技術、 態度を修得する。

0安全管理の基本的知識、

技術を学び、 実際の看護

ケア，~活かす。

0提供している看護ケア

を振り返るとともに医療

事故の問題点と解決策を

考える。

ー可ーーーーーー.2年目以降
広士三京1¥ ([病棟間相E鵬】
多重課題・時間切迫の状況

下で優先順位を考え、安全

なケアを実践する能力を高

める。

8.与薬の技術

配属部署、シミュレーヲー

演習では修得が困難な看護

技術を病棟間相互研修を通

じて経験し、技術修得の補

完を行う。

4.活動、休息援助の技術

5.清潔・衣生活援助技術

入職2年目看護師看護技術修得度比較(20年度・22年度)

本プロジェクトを開始した平成 21年度以降、 「参加者や各部署の教育担当副看護師長による研修時

期・内容評価をもとに集合研修時期を月 1回に分散して開催J I技術演習の研修では4"""'5人の少人数

のグループp~こ 1 人の指導者を配置J I eラーニング教材を活用した自己学習環境整備・事前課題活用」

「シミュレーション・トレーニングによる専属インストラクター指導の下での看護技術の自己研鎖JIポ

ートフォリオによる学習プロセスの可視化、副看護師長との学習状況共有」など新人看護師育成プログ

ラムとして改編を加えながら提供することにより、入職から 12か月が経過した新卒看護職員の看護技

術修得状況は、全領域において年々拡大傾向にある。 23年度は、集合研修に「急変時の看護」を新規に

実施することで、課題であった当院の新卒看護職員の看護技術修得度が低い「呼吸・循環を整える技術」

「救命救急の技術」領域の強化に繋がった。

平成23年度開始した 2年目看護職員対象「部署間研修」では、研修参加後(入職 24か月後)

修得度の「救命救急の技術J I死亡時の看護」領域の技術修得が拡大する効果が得られた。

の技術

また、本プロジェクト開始以前に入職し、 2年目を迎えた新卒看護職員と本プロジェクト開始後、新

人教育研修プログラム、部署間研修を受講した 2年目新卒看護職員の同時期の看護技術修得度を比較す

ると、全領域において看護技術修得が拡大しており、当院において入職からの時聞が経過しても修得度

の低い「呼吸・循環を整える技術J I救命救急の技術」領域の技術修得改善に繋がっている。

6 



九州大学病院における
eラ一二ング学習システム

・平成22年度よりeラ一二こノグ教材筒発 ・システ
ム導入

・現在157のコンテンツ作成
〆 動画 (97)
〆テス ト形式 (11) 
〆テキス ト形式 (49)

そのうち新人看護騒員向け却修

畝 ..寛怠"，a ，.~ム・‘7C!9J.""
岨 舗 ・

100 

90 

80 
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I プロジェクト概要

圃圃平成22年度視聴人数 圃圃平成23年度視聴人数 ---平成22年度視聴回数 ......平成23年度視聴回数

4月 5月 6月 7月 B月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

新人看護職員 eラーニング利用状況
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300 視
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200 位

150 号

100 

50 

自分の時間を活用して自主的に看護技術修得や看護ケアに関する学習ができるよう学習環境として、

eラーニング教材の開発、専属インストラクターによるシミュレーション・トレーニングを整備した口

eラーニング教材は平成 23年度末までに合計 157コンテンツを作成・提供している。教材の 28.7%

は新人看護職員向けの研修を教材化したものであり、平成 23年度新卒看護職員 (97名)は、延べ 1，703 

回 (1人平均 17.6回)視聴している。

【トレーニング可能なプログラム】
①静脈注射②採血

①皮下注射②筋肉注射③中心静脈注射挿入部ケア

①体位変換②寝衣交換③全身清拭

④部分浴⑤洗髪

Dコース :①導原②原道留置カテーテル挿入③漉腸
④摘便⑤直腸内与薬⑥人工虹門のケア

Eコース .①酸素吸入②口・鼻腔・気管内吸引
③経管栄養(経鼻胃カテーテル・胃覆)

Fコース .患者急変対応(各項目1時間)
①フィジカルアセスメント呼吸
②フィジカルアセスメント循環
③心電図・十二誘導心電図
④IAED.心肺蘇生

⑤総合(フィジカルアセスメント~報告)
※基本的Iこ1回1コースのトレーニングが可能

母島 !~:_~~.;.日立伊花角川卜 (コース肉項目の削除・追加は予約時相談応)

.Aコース ・Bコース ・cコース ・Dコース ・Eコース ・Fコース ・Gコース

。 50 100 150 200 250 

平成22年度

平成23年度

シミュレーション・トレーニングでは、参加の多いフィジカル・アセスメントコースを患者急変時コー

スとして改編し提供を開始し、平成 22年度:延べ 163人、平成 23年度:延べ 238人が参加した。各年

度とも「フィジカル・アセスメント」コースの参加が最も多く、ニーズの高いコースとなっている。

| 平成 23年度からは、研修参加による自己の成長の客
研修名 | 

使亙13"1 ... . "・1I観的評価と、その過程を通した自己教育力向上を目的
1 1 1 1 に、新卒看護職員に対して「研修履歴の保存J 1研修

目標管理J 11年後の目標管理」をポートフォリオとし

て作成、履歴を保存していくこととした。ポートフォ

リオ導入について、積極的な研修参加や自己学習へ有

仰 のポイント1

1

-とてもそう思う ・そう思う ・あまり思わない ・思わない

研修前目標設定が積極的

研修参加に繋がるか

ポートフオリオの自己学習への

有用性
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E歪王m益重亙ZEヨ・④実習指導者育成プログラム
( 取組み3か年成果 ) 

eee@⑪-

プロジェクト概要

嘩

計

一唱

ゐ

合

一
例
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E
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4

・・・

平成

23年度

28名

平成

22年度

28名

平成

21年度

44名'¥， 
看護学生

J 
保健学部門看護学専攻・教育学部教員と連携し、臨床における

実習指導者役割を担う看護職員を対象に、実習指導者研修会を

開催し、実習指導者育成を行った。研修では教員による教育原

理や教育技法を理論的に学習し、効果的な実習指導に必要な知

識を習得するとともに、実習指導者体験者の体験談やグループ

ワークを通して自己の看護管の再構築、実習指導者像の形成を

目指す。研修は年度ごとに運営評価を行い、結果をもとに研修内容を精査、改編し、研修参加前後の

実習指導に関する認識、知識、臨床実習に対する教師効力尺度を比較することで研修効果を測定して

いる。取組み開始から 3か年で合計 100名の実習指導者を育成した。

霊
教
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医学部
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的
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グループワークによる「まとめ」発表研修会最終回

EZ韮m益重亙ZEヨ・⑤実習指導要項開発プログラム
( 取組み3か年成果 ) 

講義川本利恵子教授実習指導者経験談

90% 100% 80% 70% 60% 40% 50% 10% 20% 30% 0% 

具体的な実習内容の明確化

看護技術体験の積極的な促進

実習指導の不安の軽減

役割の明確化による負担の軽減

|突出指導要項|

2011 

スタッフの協力の機会の増加

九州大学病院石必滞

-未記入

臨地実習現場における実習指導ガイドラインとなる「平成 23年度版実習指導要項」を平成 23年9月

に完成、 10月より運用開始した。実習指導要項活用により「具体的な実習内容の明確化」や「看護技術

体験の積極的な促進」などが変化したと指導者自身が評価しているロまた、学生も臨地実習環境を高く

評価している。

8 
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I プロジェクト概要

( 中間評価後の課題 ) 

中間評価では、プログラム実施課題が明確であり、プログラムの到達目標や取組みによる変化・成果

が数値データ等で可視化されており、分かりやすく報告されていると評価された。特に医療機器操作強

化プログラムについては「インシデントをもとに院内で生じやすいエラーに焦点を当てた教育プログラ

ム開発によって、最も多かった薬剤投与のエラーによる、患者の生命の危険を回避できる」と、プログ

ラム開発効果が高く評価された。また eラーニング教材を活用した学習教材開発では、日本eラーニン

グ大賞奨励賞を受賞しているなど、客観的評価を得ていることもプログラムの成果として高く評価され

た。

基本的看護実践能力育成プログラムは、 1年間の系統的な実習指導者育成研修は効果が期待できるも

のと評価されている。

効呆的な教育プログラム開発が進捗していると評価されている一方で、今後の課題として、開発した

プログラムやその情報を社会や地域に還元し、広く看護実践能力向上に役立つプログラムとして共有す

ることが求められている。

【看護実践能力定着・向上プログラム】
1.安全に実施する静脈注射教育プログラム

静脈注射教育プログラムに基づき教育された2年目以上の看置職員の80%以上がIVナースとして寵定され、
安心・安全に実施する静脈注射の買を担保する。
2.インシデントからみた医療機器操作強化プログラム

身体侵聾の大きい特定の医療機器(輸漉ポンプ、シリンジポンプ、レスピレータ一等)を安全かつ正確に操
作できる人材を育成する。
3.確実な看撞実麗能力定着のための新入者撞師育成プログラム

厚生労働省「新人看置職員の臨床実践能カ』に基づいた新人看謹職員の 1:年後の看護技術の到達度評価を行
い、プログラム開発以前の新卒採用者と比較して全看護技術項目において到達鹿が向ょする。

クリニカルスキルトレーニングセンターを活用する看謹職員が50%以よ増加するロ
【基本的看護実践能力育成プログラム】
4.実習指導者育成プログラム
病院内外で開催される実習指導者を対象とした研修を通して、教育原理や教育技法を学び、効果的に実習指

導ができる実習指導者を聾成し、各病棟2名以よ臨置する。
5.臨床による実習指導要項開発プログラム
看謹部、保健学科署謹学専攻、各病棟の実習指導者で構成する「実習指導者会揖」において、実習指導のガ

イドラインとなる実習指導要項を開発するとともに、実習指導者相互の研舗により実習指導者としての資質
が向上する。

安全で安心な看種・医療を提供できる確実な看霞実麗能力を担保された看麗職員が養成され、チーム医療の一

端を担う専門職として社会に貢献する。

9 



I プロジェクト概要

2.教育指導者養成

教育指導者養成 I 

下線部分は、
育成

平成 平成 平成 3か年

21年度 22年度 23年度 合計

教育指導者総数 44 57 53 154名

教育指導者 。 2 3名

教育担当指導者 。 28 23 51名

実習担当指導者(再掲)I 44 I 28 I 28 I 1 00名

( 中間評価後の課題 ) 

中間評価では、 「養成された教育指導者が実習運営に貢献しており、病院と大学を繋ぐ貴重な役割を

果たし、基礎教育と臨床現場のかい離を埋めることに繋がっている」と評価されている。育成された教

育指導者役割を担う看護職員の活動による効果は表出しつつある一方、養成された指導者の評価指標・

評価の明確化が求められている。また、本取組みの目的である「教育指導者養成」を発展させ、育成さ

れた指導者が指導者役割を担っていく上で表出する指導者としての強みや弱みをいかにして支援して

いくのか、そのブラッシュアップや支援を行う体制を充実させ、キャリアパス構築の視点からみた教育

指導者のポジション、評価を系統的に検討することが求められている。

1 .教育指導者

・看護部から保健学科看護学専攻への 1年間の研修に5か年で合計6名以上参加させる。
・千葉大学「教育-研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修」に年間 1名を参加応募する 0
.福岡県主催の実習指導者講習会に年間2-3名を推薦する。
2.教育担当指導者

・保健学科教員と看護部教育部門が連携して「教育担当者研修」を立案・実施する

(新規目標)教育担当指導者を平成24年度-25年度の2か年で 10名育成する。
3.実習担当指導者

・保健学科・教育学部教員と協同で実習指導者研修会を定期開催する。

(新規目標)実習担当指導者を平成24年度-25年度の2か年で40名育成する。

優れた教育学的知識をもった教育指導者を臨床現場に増やし、教育指導者として後輩や学生指導の実践活動

を通してメンターとしてのキャリア像を身近に示す。臨床現場での実践と教育指導者としての人材育成・実

践活動が並行して行える育成体制を系統立てて構築する。

10 



I プロジェクト概要

3. 人事交流

( 看護部 1 

0リンパ浮腫外
0専門分野での
アップ

11 

ト 保健学科 I 

へのフィードパック
方法の改



I プロジヱクト概要

中間評価では、看護部から保健学部門への看護職員の人事交流期聞が 1年間と長期であること、交流

対象を修士修了者と要件付けている点などが評価されている。しかし、教員の病棟でのプラッシュアッ

プ研修が少ない点などから、臨床現場(病棟)への研修や内容の充実を図ることなどより一層の人事交

流の充実が求められている。また、本GPにより先進的な取組みを推進させるためにも、看護職員、看

護学教員が赴くそれぞれの人事交流先での処遇整備を図るなど、一層踏み込んだ人事交流の内容、環境

の整備推進が求められている。また、それぞれの交流者の人事交流経験が看護に携わる個人としてのキ

ャリアとしても可視化・評価できる経歴とできるような処遇整備も求められている。

1 看護部から保健学科看護学専攻への人事交流

・5か年で6人以上を研修参加させる。保健学科で講義をする看護職員が30%増加する。

(新規目標)看瞳職員の保健学科での講輯や潰習などを行う人事支流を平成24年度-25年度の2か年で
30名程度参画させる。

2.保健学科看護学専攻から看誼部への人事実涜
・保健学科教員の定期的な臨床でのブラッシュアップ研修を計画・実施し、看護基礎教育に活用する。

(新規目標)自大学看種学教員に留まらず、他大学の教員も含め、フラッシュアップ研修に平成24年度
-25年度の2か年で16名程度参加させる.
・特定の資格を持つ教員によるリンパ浮圃外来での看護ケア提供を実施し、看護基礎教育に活用する。

看謹部職員と保健学科看置学教員を一定期間人事交流させ、それぞれが自分の役割やスキルの重要さに気づ

き、教育者としての資質をレベルアップさせる.人事交流での学びを教育現場、臨床現場での教育にフィー

ドパックすることで、教育の質向上に貢献する。
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I プロジェクト概要

4. キャリアパス構築

( 取組み3か年成果 ) 

( ~11i1ill主_)(ヲリニカルラダー) C亙亙互〉

-・理.t量lIJカ
尚土のための
研修

..11.門健カ
陶土のための研修

.繍膏カ・摘嶋カ
陶土のための研修

・入問問偏カ
陶土のための研修

...実E主力
向上のための
研修

...問研修

-シミ2レーション研修

・フ君ローアップ研樟

..鹿実鴎研修

・入・崎研修

貨の高い
ジェネラリスト

スヘシャ
リスト

開トム 1.抗管
において
チーダークyブが

看t量の立織で
~~置できる

1IC1高度で砲突な司IUJU書館カを待つ宥11.員

宥11実践の績でリーダーシyプが発郷できる

.!lJ碕実な宥忠実録鍵カを待つ宥lI.員
3吋隼自 白官官の看11実践が自立してできる

人.lI.員

1押 2匁目 教育・術調事を受けながら日常の看鰻実uができる

看鰻学生

.(白書壇竃也金】

U定ー..I!密
教育III'l

・{平鹿大学}
ー鍾・煙者碕修

・('f.大宇}
ー留学殿膏
描淘者研修

・踊際問碕修

自
己

・(8柑脳会) 議
尊門看飯師 -
g定.118・8
・綱同楓糧樋耳障曹 三
樋潟省鳳習会 暦
・(福岡..厳也会} 究
レベル別研修

.(綱同..11也会}
レベル別研修

e<福同県看銀凶金}

レベル別研修

職員基本情報登録
研修申込み、参加履歴
管理
看護技術習得度チェック
クリ二力ルラダー
自己評価
個人目標管理
アンケー卜回答

.職員の条件検索、職員管理

・年間研修計画登録
・研修申込管理、参加状況管理
・看護技術習得度
結果管理

・クリ二力ルラダー管理
目標管理
キャリアモデル管理
.アンケ一卜集計

年間研修スケジ、ユール

・所属部署の看護技術習得度
チェック結果
クリ二カルラダー他者評価
・看護部、部署目標共有

・キャリアモデルデータ閲覧
アンケート集計結果

キャリアパス構築の取組みとしては、当院で導入しているクリニカルラダーシステムと院内外の研

修・成長度・役割を組み合わせたキャリアパスを明示した。またキャリアパスナピゲーションシステム

を開発し、研修履歴、看護技術、クリニカルラダー、目標管理、キャリア計画など、個人のポートブオ

リオを一元管理でき、個人と管理部門、管理者が情報共有することで、個人情報保護を確保しつつ、双

方向性のあるシステムを導入・活用を開始した。育児休業復帰支援プログラムでは、育児休業取得者の

スムーズな職場復帰に必要とされる教育ニーズを把握した上でプログラムを検討・整備した。

( 中間評価後の課題 ) 

中間評価では、キャリアパスナピゲーションシステムで個人の看護実践力、キャリアを数値やグラフ

化して保存し、その可視化できるデータをもとにキャリア支援が行えるよう明確にしている点や、シス

テムに構築されたポートフォリオを可視化できるキャリア証明として地域医療で活躍する際に持ち出

せる工夫がなされていることが評価された。構築されたシステムを有効活用し、看護職を目指す看護学

生から臨床看護職員まで継続性のあるキャリア形成にいかに貢献できるか、また独自性のある強みをだ

せるような取組みとしての努力が求められている。

---_. キャリアパス構築支援のための環境整備として、本事業取組み以前に看護部で別々に管理・運用されていた

クリニカルラダ一、研修申し込み管理、看護技術修得度チェック、個人目標などを、院内ネットワーク上で一
括管理できるキャリアナビゲーションシステムの開発、キャリアパス明示を行う。システムは、院内・外の研
修参加や学会発表履歴を登録し、自らが培ってきた「看護職として歩んだ軌跡」の自己管理ツールとして活用
できる。また、院内ネットワークで共有化された看護技術習得度結果から自分の成長段階を数値データとして
客観的に確認することや、登録されたキャリアモデルのキャリア形成プロセス(r看護職として歩んだ軌跡J) 
を参考に、将来なりたい看護職員像を具体的に描き、その実現に向け必要な看護実践能力の向上を計画、実践
できる。ナビゲーションシステムで共有した情報をもとに、管理者は、職員 1人ひとりの志向するキャリアデ
ザインや看護実践での強み、弱みを把握し、目標実現を支援、弱みを強化する方策を組織的にサポートする。
また、地域医療での自己実現をキャリアとして目標としている看護職員にとっては、キャリアパスナビゲー
ションシステムで蓄積された自己の看護実践能力を客観的に評価、エンプロイアビリティの自己証明として提
示することにより、地域医療に移行した際にも看護実践能力の高い看護職従事者として継続した活躍が可能と
なり、地域医療の質向上への貢献が期待できる。

キャリアパスナビゲーションシステムを活用して、看護職員自らが志向するキャリアを実現するために必要な

看護実践能力を向上させ、キャリアパスを構築することで、大学病院組織の一員として、質の高い安心・安全

な看護の提供に貢献する。
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E 平成24年度取組みの概要

1 .本年度の取組みの概要

【1】平成24年度の目標

取組み3か年の中間評価を受け、事業の継続実施が確定した平成 24年度は、更なる取組み推進に向

けた指摘事項を勘案した教育プログラムの計画的推進を図ること、各教育指導者の継続的な育成・評価

を行うこと、他大学の看護学専攻を含めた人事交流の強化、カスタマイズしたキャリアパスナピゲーシ

ョンシステムの運用と可視化できる活用及び評価を行うことを年度目標として掲げた。

1 )実施体制

平成24年度看護実践力ブロッサム開桔プロジェクト運営組織図

【譜畏】看霞部長中畑高子

※仁コ は平成24年度より参画、仁コ はメンバー変更
看醸キャリアシステム運営実行委員会

【役割】 『看護実践カブロッサム開花プロジェクト』取組み事案内容や進行を確臨し、計画的に推進するよう、学術的視点からの分析や検討について助言を行う。

[構成員] 0看護部 6名 中畑看護部長、松本教育担当副看護部長、山崎教育看護師長、山口教育副看護師長、慌木情報担当看護師長J
0保健学部門看護学分野 4名.川本教授、大池教授、藤野成美講師、末次助教
O医療系統合教育研究センヲー教員 1名。吉田教綬

lO人間環境学研究院教育学部門教育社会計画学 1名.元兼准教授 l 
0看護キャリアセンヲースヲッフ 4名 白井、藤野、吉川、野上

プログラム推進WG
【語長】看麗部長中畑高子
【役割】 「看謹実践力ブロッサム開花プロジェクト』の各プログラム開発の内容や工程、実施方法を協語、検討を行う。

スペシャルプロジェクト
WG  

【WG畏】
看護部長中畑 高子

【役割】

[構成員10看護部 5名 0保健学部門看護学分野 3名 0看護キャリアセンヲースヲッフ 4名

医療機器操作強化
WG  

【WG長】

看護師白井ひろ子

【役割】

ナビゲーション
システム開発WG

【WG長】
教育担当副看護部長
松本裕子

実習指導者研修
検討WG

【WG長】

教育看護師長山崎雅代

【役割】

実習指導要項作成
WG  

【WG長】

教育担当副看護部長

松本裕子

教育研究推進
WG  

【WG長】
保健学部門看護学分野
教授川本利恵子
【役割】全取組み事業の進捗状況、

情報共有を行うとともに、
素案の作成、基礎資料の準備

を行う。
WGでは、以下事業について、
具体的に検討する

身体侵躯の大きい特定の

医療機器(輸液ず')7'，;'リンシ-

07'，m.H・)に関する
教育研修プログラム、教育

学習ツールの開発、実施、

評価を行う。

【役割】
キャリアパス構築における
キャリアパスナビゲーション

システムの開発・ 導入に関す
る協議・検討を行い、導入後
の検鉦を行う。

大学病院におけて新たに実習

指導者役割を担う看護職員を

対象に開催している『実習指

導者研修会Jに関する企画・

運営 ・実施及び評価を行う。

【役割】

臨地実習における臨床側の実習

指導ガイドラインとなる実習指

導要項を完成させるため、実習

指導者会議で提出された議案を

もとに、協議・検討・効果検柾

を行う。

人事交流計画、ブラッシュ
アップ研修の検討を行うとと
もに、臨床と保健学部門看護
学専攻が連携した看護研究を
推進させる効果検柾のための
研究内容の検討等を行う。

①安全に実施する静脈注射教
育プログラムの開発・検鉦
②確実な看護実践能力定着の
ための新人看護師育成プロ

グラムの実施・検iiE
③広報活動、 まとめ

【構成員]

O看護部
中畑看護部長
山口副看護師長
看護師 3名
O医療安全管理部 2名
OMEセンヲ 1名
O看護キャリアセンヲー
スヲッフ 1名(吉)11)

[構成員]

O看護部
副看護部長 1名
看護師長 6名
副看護師長 2名
看護師 3名
OMICセンヲー 1名
O看護キャリアセン告ー
スヲッ71名(野上)

[構成員]

O保健学部門看護学分野
川本利恵子教授
藤野成美講師
O看護部
山口副看護師長
大村看護師
0看護キャリアセンヲー
ス世ッフ1名(白井)

， --

【構成員]

0看護部
山崎看護師長
山口副看護師長
看護師長・副看護師長 3名
大村看護師
0保健学部門看護学分野
宮園真美講師
末次美子助教
O看護キャリアセンヲー
スヲッ71名(白井)

[構成員]

。C藤末金看松大松教看保人ス健野岡護本付事本育護次タ学成美副変委麻部看由キッ部美子希看護涜香員ャフF諸助助護防者副会リ1 看教教飾護学分野部長

。
看護師長

0 メンー
O~~.:f-\， 1)7セン告ー

名(簾野)

込

取組み事業の実施体制は、看護キャリアシステム運営実行委員会の構成員をコアにしたプログラム推

進ワーキンググループ。を月 1回開催し、内容・工程・実施方法等各プログラムの開発を行った上で上位

委員会の運営実行委員会で検討する。検討されたプログラムを関係部署等と調整し、実施・推進する。

また、ワーキンググループ。の活動を推進するために、看護部、保健学部門、看護キャリアセンター構成

員が参画する 6つの小ワーキンググループ(以下WGとする)で定期的に会議を行い、活動を促進する。

開発したプログラムは他学部教員を含む内部評価委員による年度2回の内部評価、他大学看護学分野

の教員による年度末外部評価を実施し、本プロジェクト取組み事業が目的に沿った計画・実施・成果を

遂行しているか、客観的な評価を受ける。平成 24年度は、外部評価委員 1名、内部評価委員として教

育学部の教員 1名を新たに増員し、臨床における教育指導者育成のプロセス評価方法について専門的意

見がえられるよう、外部や他部門委員による評価体制を強化している。
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E 平成24年度取組みの概要

2)教育ブログラ心開発

<看護実践能力定着・向上プログラム>

(1)安全に実施する静脈注射教育プログラム

平成24年度静脈注射教育プログラムの実施

プログラム実施による効果測定

静脈注射教育プログラム「講義J公開による地域看護職従事者への知識修得機会拡大

(2)インシデントからみた医療機器操作強化プログラム

教育研修プログラム継続実施

教育研修プログラムによる教育効果測定・プログラム評価実施

輸液・シリンジポンプ指導者第2期生の育成

学習環境整備 (eラーニング教材の充実)

(3)確実な看護実践能力育成プログラム

平成24年度新人看護職員教育プログラムに沿った研修会実施

新卒看護職員の看護技術修得度チェックの実施・分析

eラーニング教材継続開発

(精選したコンテンツの地域公開、モバイル対応化、事前課題への活用と学習効巣確認)

シミュレーション・トレーニングの学生、地域看護職の参加拡大

<基本的看護実践能力育成プログラム>

(4)実習指導者育成プログラム

保健学部門看護学専攻・教育学部教員協同の実習指導者研修会定期開催

(5)臨床による実習指導要項開発プログラム

平成24年度版実習指導要項開発と運用

3)教育指導者賛成

<教育指導者>

千葉大学「教育一研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修」参加による教育指導

者養成

看護部から保健学部門看護学専攻への看護職員の人事交流による教育指導者養成

<教育担当指導者>

教育担当者研修実施による教育担当指導者養成

<実習担当指導者>

保健学部門看護学専攻・教育学部教員協同の実習指導者研修会定期開催(再掲)

4)人事交流

看護部から保健学部門看護学専攻への看護職員の 1年間の人事交流(再掲)

看護学教員の臨床現場でのブラッシュアップ研修

看護部・保健学部門看護学専攻共同での看護研究推進WGの推進

5)キャリアパス構築

キャリアパスナピゲーションシステムカスタマイズと運用開始

育児休業復帰支援プログラム運用開始

以上の年度目標を取組みタイムスケジュールとして次ページに示す。
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E 平成24年度取組みの概要

【2】平成24年度「取組み計画とタイムスケジュール」 -は開催実績を示す

Li「¥一一三期 平成例年度

値崩事象 具体的肉容 4月 5Jo1 IJoI 7Jo1 ‘且 lJoI 10月 刷用 U且 1月 2月 3Jo1 

上 申 下 上 上 中 下 上 申 下 上 申 τ 上 上 中 τ 上 中 τ ，. 上 申 τ 上 申 |τ|上|申|宇

宥聾キャIJ7'システム運営劃守委員会 定期開催何回/年} ...，回開催 ..12回開催 "13回開催 ..14回開催

プロタ唖ム推進岬白 定期開催(原則毎月2刷火曜日] 理主
-節目回開催 -節目回開催

器提上配畳且舎と
..却回開催 ..剖回開値 業」巳ta垂員会と合同開催 磁土配畳員会と

a・体創 主ta量員会と合同開催 合同開催 合同開催
1 .... 

軍司悶 '固/1週間 理1固定期開値
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実施体制】

2.各取組み事業の実施状況と成果
【i)実施体制

[実施体制構成員一覧】

く外部評価委員>

所属 職位

福岡女学院看護大学
教務部長

教授

西南女学院大学

保健福祉学部看護学科
教授

熊本大学大学院生命科学研究部

環境社会医学部門看護学講座
准教授

く内部評価 E 看護キャリアシステム委員会委員>

所属 職位

看委護員部長長

教育担当
副看護部長

教育

病院 看護師長

看護部 教育
副看護師長

情看護報担師長当

教育指導者

医臨床学研健康究院保健学部門 副委員長
支援看護学領域 教授

医臨床学健研康究院支保援健学部門
看護学領域

教授

医医医療学学研教系究育統院学合医学教育学部門

合教育研究センター
教授

広医域学研生究涯発院保達健看護学部学領門域 講師

広医域学研生涯究発院保達健看護学部学領門域 助教

教人育間環社境会許学研画究学院教育学部門 准教授
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氏名

窪田恵子

飯野英親

中尾富士子

氏名

中畑高子 ※ 

松本裕子 ※ 

山崎雅代 ※ 

山口千夏 ※ 

荒木千恵子

大村由紀美 ※ 

) 11本利恵子 ※ 

大池美也子

吉田索文

藤野成美 ※ 

末次美子 ※ 

元兼正浩



E 各取組み事業の実施状況と成果【実施体制】

くブロッサム事務局>

所属 職位 氏名

看護師 白井ひろ子 ※ 

藤野ユリ子

看護師
(平成24年12月迄)

※ 
プロジェクト 豊福佳代

事務局 (平成25年1月"')

看護師 吉川由香里 ※ 

事務員 野上千穂 ※ 

く陪席メンバー>

所属 職位 氏名

病院事務部
課長補佐 阿部朱美

総務課

病院事務部
係 員 原野 2、血ロ

戦略企画課

医療系統合教育研究センター 事務員 柴田幸恵

実施状況
)注記:加吋吋院はよ印右端U …示し吋

1 )看護キャリアシステム運営実行委員会

看護キャリアシステム運営実行委員会では、年度4回委員会を定期開催し、各取組み事業の進捗状況

やその効果を報告し、それぞれの委員の専門的視点からの意見や助言を得ている。平成 21年度 10月の

プロジェクトスタート時から中間評価を得た平成23年度末まで通算 10回の委員会開催が終了している。

年度途中の 12月委員会開催時には内部評価委員会を、年度末2月の委員会開催時には内部・外部評価

委員会を合同開催している。

以下は、平成24年度初回である第 11回委員会開催からの概要をまとめている。

回数| 日時 | 主な議題 | 開催風景開催|

・平成23年度活動報告

第

U
回

平成24年 |・平成24年度事業計画、スケジュール

5月 15日 |・その他

(火) I (看護系教材紹介、会議開催スケジュール案確認)

第
ロ
回

-平成24年度活動進捗状況報告

平成24年 |・その他

9月 11日 I (会議開催スケジュール確認、

(火) I 文部科学省市村専門官による中間評価結果の

説明について)
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実施体制】

日時 主な議題 開催風景

-平成 24年度プロジェクトの活動内容報告及び

第
平成24年 中間内部評価

13 12月4日 -文部科学省大学改革推進事業
回

(火) 「看護師の人材養成システムの確立」

中間評価結果の説明 市村尚子専門官

-平成 24年度プロジェクトの活動報告及び

第
平成25年 内部・外部評価

14 2月 12日 -その他
回

(火) (東京医科歯科大学情報交換会開催概要報告、

平成 25年度会議開催案報告)

2)プロク、フム推進ワーキンク、ク、ループ〈以下WG)

看護部と保健学分野看護学専攻の本プロロジェクト事業のコアメンバーとなる委員が出席するプロ

グラム推進WGは月 1固定期開催している。中間評価を得た平成 23年度末まで通算 17回の委員会開催

が終了している。平成24年度から新たに保健学部門看護学専攻教授が WG長となる「教育研究推進WGJ

が設立され、共同での看護研究の推進が促進されている。平成 24年度は各教育プログラム開発WGの取

組み検討とともに、 「教育研究推進WGJの取組み進捗状況もこのプログラム推進WGで、共有を図ってい

る。以下は、平成24年度初回である第 18回委員会開催からの概要をまとめている。

開催
日時 主な議題回数

第 平成24年 -平成 24年度各WG活動進捗状況報告

18 6月 12日 -その他
回 (火) 0平成 24年度講演会開催案について O次回会議開催予定確認

第
平成24年

-平成 24年度各WG活動進捗状況報告

19 
7月3日(火)

-その他
回 0平成 24年度講演会タイムスケジュール確認 O次回会議開催予定確認

第 平成24年 -平成 24年度各WG活動進捗状況報告

20 10月9日 -その他
回 (火) 0平成 24年度講演会詳細確認 O次回会議開催予定確認

-平成 24年度各WG活動進捗状況報告

-その他

第 平成24年 0第 13回看護キャリアシステム運営実行委員会(時間配分、役割分担検討)
21 11月 13日 0平成 24年度講演会最終確認
回 (火) 0東京医科歯科大学主催「平成 24年度【看護師の人材養成システムの確立】

情報交換会」開催案内報告

0次回会議開催予定確認
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実施体制]

3)スペシャルプロジェクトワーキンググループ〈以下SPWG)
SP胃Gでは、本プロジェタト全体の進捗状況や情報共有を行うとともに、看護部教育担当部署が取り組

んでいる院内教育活動と連携してプ口グラムを推進させている。平成24年度は、SPWGメンバーとして、

新たに平成23年度人事交流に参加し、教育指導者として育成された看護職員 l名を追加している。

平成24年度は通算で第 101固から開始している。 SP恥では各プログラム WGでの取組み状況や IVナ

ース育成進捗状況を報告し、情報共有に努めている。以下その開催概要をまとめている。

開催回数 日時 主な議題

0平成23年度事業報告
-報告書送付先報告、年間データまとめ報告

平成24年
0平成24年度進捗状況報告

第 101回 0その他
4月9日(火)

-平成24年度学会発表計画検討
-平成24年度会議開催計画案報告
-平成24年度講演会開催案について
。平成24年度進捗状況報告
0その他

第 102回 4月 17日(火) -事業調書作成時予算計画見直し
-設備備品修理進捗状況報告
-平成24年度講演会開催会場予約について
0平成24年度進捗状況報告
0その他
-平成24年度講演会開催について

第 103回 4月27日(火) -キャリアシステム運営実行委員会議事次第案検討
'HP改訂について
• eラーニング開発における企業連携について
-学会発表準備について
0平成24年度進捗状況報告
0その他

第 104回 5月日日(火)
-平成24年度院内看護職員向け報告会開催について
-キャリアシステム運営実行委員会出席返答報告
-即改訂について
-九州大学Web学習システム移行について
0平成24年度進捗状況報告
0その他

第 105回 5月15日(火)
-平成24年度講演会計画進捗状況報告
-設備備品修理進捗状況報告
.HP改訂確認依頼
-キャリアシステム運営実行委員会開催について
0平成24年度進捗状況報告

第 106回 5月22日(火)
0その他
-平成24年度講演会(講師検討)進捗状況報告
-学会発表等広報活動計画報告
0平成24年度進捗状況報告

第 107回 5月29日(火)
0その他
-平成24年度講演会(講師交渉)進捗状況報告
-学会発表等広報活動計画報告
0平成24年度進捗状況報告
0その他

第 108回 6月5日(火)
-平成24年度講演会(講師交渉)進捗状況報告
-学会発表等広報活動計画報告
.HP改訂について
-プログラム推進恥開催議事進行方法検討
0平成24年度進捗状況報告

第 109回 6月 12日(火) 0その他
-プログラム推進WG開催議事進行方法検討
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実施体制】

開催回数 日時 主な議題

0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 110回 6月 19日(火)
-プログラム推進WG開催準備について
-平成24年度講演会(講師交渉)進捗状況報告
-キャリアナピゲーションシステムカスタマイズ費用検討
-学会発表等広報活動計画報告
0平成 24年度進捗状況報告
0その他
-学会発表等広報活動計画報告

第 111回 6月 26日(火) .HP改訂について
-平成 24年度講演会開催日程決定報告
-プログラム推進WG開催準備について
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 112回 7月3日(火) -平成 24年度講演会開催日程決定報告
-プログラム推進拠開催準備について
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告

第 113回 7月 10日(火)
0その他
-平成 24年度講演会開催日程決定報告
'HP改訂について
0平成 24年度進捗状況報告

第 114回 7月 17日(火)
0その他
-平成 24年度講演会開催日程決定報告
-広報活動進捗状況確認

第 115回 7月31日(火)
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 116回 8月7日(火)
-平成 24年度講演会開催詳細検討
-広報活動進捗状況確認
0平成 24年度進捗状況報告

第 117回 8月 28日(火) 0その他
-平成 24年度講演会開催日程決定報告
-広報活動進捗状況確認

第 118回 9月4日(火) -年度予算支出許画見直し、計上検討
-キャリアシステム運営実行委員会開催について
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 119回 9月 11日(火) -キャリアシステム運営実行委員会開催について
-筑波大学病院からの視察受け入れ対応について
-広報活動進捗状況確認
0平成 24年度進捗状況報告

第 120回 9月 18日(火)
0その他
-平成 24年度講演会進捗状況報告
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告

第 121回 9月 25日(火) 0その他
-平成 24年度講演会進捗状況報告

第 122回 10月2日(火)
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 123回
-プログラム推進恥議事検討

10月9日(火) -その他報告事項

第 124回 10月 16日(火)
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 125回 10月23日(火)
-平成 24年度講演会進捗状況報告
-その他報告事項
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実施体制]

開催回数 日時 主な議題

0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 126回 11月8日(火)
-広報活動進捗状況報告
-平成 24年度講演会進捗状況報告
-プログラム推進胃G議事次第案検討
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 127回 11月 13日(火)
-平成 24年度講演会進捗状況報告
-プログラム推進鴨出欠連絡報告
• SP胃G開催日程確認
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 128回 11月27日(火) -キャリアシステム運営実行委員会開催について
-平成 24年度講演会進捗状況報告
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 129回 12月4日(火) -広報活動進捗状況報告
-平成 24年度講演会進捗状況報告(申込者数報告)
-キャリアシステム運営実行委員会出欠連絡報告

第 130回
0平成 24年度進捗状況報告

12月 11日(火) 0その他
-広報活動進捗状況報告

第 131回 12月 18日(火)
-平成 24年度講演会進捗状況報告(申込者数報告)
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 132回 12月25日(火)
-平成 25年 1月からのスタッフ挨拶
• SP胃G開催日程確認
-内部評価委員との面談、助言報告
-その他報管事項
0平成 24年度進捗状況報告

平成25年 0その他
第 133回 -広報活動進捗状況報告

1月8日(火) -平成 24年度講演会開催結果報告
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告

第 134回 1月 15日(火)
0その他
-東京医科歯科大学主催情報交換会事前アンケートについて
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 135回 1月 22日(火)
-東京医科歯科大学主催情報交換会概要について
-平成 24年度外部評価委員会開催概要について
-年度予算支出計上検討
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 136回 2月5日(火)
-東京医科歯科大学主催情報交換会概要について
-平成 24年度外部評価委員会議事次第案について
-広報活動進捗状況報告
-その他報告事項
0平成 24年度進捗状況報告

第 137回 2月 12日(火)
0その他
-東京医科歯科大学主催情報交換会報告
-平成 24年度外部評価委員会議事について
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実施体制】

開催回数 日時 主な議題

0平成 24年度進捗状況報告
0その他

第 138回 2月 19日(火)
-年度末報告書タイムスケジュール確認
-平成 25年度予算計上内容検討
-ダイジェスト版増刷内容確認
-広報活動報告
0平成 24年度進捗状況報告

第 139回 2月初日(火)
0その他
-徳島大学講演会報告
-平成 25年度講演会開催案について
0平成 24年度進捗状況報告(年間進捗状況報告)

第 140回 3月5日(火)
0その他
-年間広報活動データ報告
-平成 25年度計画検討
0平成 24年度進捗状況報告
。その他

第 141回 3月 12日(火)
• Text Miningセミナー報告
• 24年度報告書進捗状況報告
• 25年度4月に向けた準備検討
-平成 25年度計画調書検討

25 
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【2】教育プログラム開発
<看護実践能力定着・向上プログラム>
1 )静脈注射教育プログラム 「"'i~iftiJ(ク同

各取組み事業の実施状況と成果【IVナース】

( 院外研修 ) 

..11.循潟カ
向上のための

研修

静脈注射教育プログラムは、看護

職員の実施する静脈注射のに関す

る知識・看護技術向上に資するプロ

グラムを開発・提供することで、看

護実践能力の向上を目指すもので

ある。

人

教育・指湧を受けながら日常の宥瞳実践ができる

平成21年度 平成22年度 平成23年度

IVナース育成予定看護職員数 852 826 1012 

目欄Vナース認定者数(B=AXC) 255 495 810 

目欄Vナース認定率 30% 60覧 80% 

前年度までの取得者数 210 501 

IVナース認定者数 新規取得者数 210 351 320 

累計認定者数 210 561 821 

IVナース認定率(E=D.;-A) 24.6% 67.9覧 81.1% 

年度末退職IVナース認定者数 60 93 

年度末IVナース認定者数 501 728 

.11学生平成 23年度までの実績・成果

A 

。
B 

D 

【マ
I
カ
I
】
寵
定
率

100% 

75% 

50% 

25% 

0% 

一一一。
-
+
↓
 • 80% 81.1% 

圃園前年度累計認定者数

• IVナース認定(計画)
1200 

n

u

n

u

n

u

n

u

n

u

 

n
u

内

U

内

U

n

u

n

u

内

u

a

M

U

F

O

a

u

『

吋

4

4
4
 【
棒
グ
ラ
フ
】
認
定
者
数

平成23年度静脈注射教育フ。ログラム育成目標で、あった育成対象者の 80%以上 (81.1 % 累計 IVナー

ス821名)の IVナース育成は達成したが、年度末に IVナースとして育成された看護職員 60名が当院

を退職し、活躍の場を地域へと移行した。その結果平成24年度期首は累計728名の IVナースからスタ

ートし、年度目標達成に向けて活動を開始することとなった。

平成24年度計画

平成24年度は、プログラムの継続実施と、開発したプログラムの普及を目的に以下2点の目標を掲

げ活動に取り組む。

<目標>

・静脈注射教育プログラム育成対象者 (902名)の IVナース認定率90%を目指す0

・静脈注射教育フ。ログラム「講義」を外部施設看護職員に公開する。

(講義公開の目的)

外部地域施設で活躍している看護職員が静脈注射に関する講義に参加することで、静脈注射実施の

正しい知識を学び、その知識を日常看護業務に反映させることで、看護師が実施する静脈注射の看

護実践力向上に役立てる。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【IVナース】

( 平成岬度実施進捗状況 ) 

【平成24年度静脈注射教育プログラム】 第 10回 :3/2 (112人)
第 11回:7/21 (294人)
第 12回:平成25年

3/1 (140人)

第 10回:3/15 (132人)
第 11回:8/10 (153人)
第 12回:平成25年

3/14 

(104人)

平成 24年度は、第 10回(平成 24年 3月に実施した平成 23年度新卒採用看護職員を対象とした因。

平成 25年 3月実施予定分は平成 25年度実績でまとめる)から年度 3回の【講義】 【実技演習】 【筆記

試験】 【実技試験】を開催した。平成 24年度は 7月に開催した【講義】を外部施設にも公開案内を行

い、 50施設から 188名が参加した。 【講義】は、院内看護職員・外部施設看護職員合同で提供した。累

計での【講義】 【実技演習】参加者数は以下の通りである。

平成 平成 平成 平成 計Eコ

21 22 23 24 r"'、

年度 年度 年度 年度
人

講義参加者 406 1，449 
335 393 315 

〈内地域看護職参加者〉 (188/50施設〉 (188/50施設〉

実技演習参加者 65 125 212 163 565 
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E 各取組み事業の実施状況と成果【IVナース】

平成24年度成果

平成 24年度静脈注射教育プログラムでは、以下の方法でプログラム実施による成果を数値やグラフ

等で可視化でき、比較可能なように評価を行っている。また、数値で、は把握が困難な変容については、

聞き取り調査等でプログラムによる効果を評価している。

(1 )平成24年度静脈注射教育プログラム評価(プログラム受講者アンケート結果〉
(2)プログラム目標達成状況

(3) IVナース取得による看護師・病院組織風土変容
(4)地域貢献を目的に公開した静脈注射教育プログラム【講義】公開評価
(5)系統的な効果的な教育プログラムとして他部門教育訓練としての活用

(1 )平成24年度静脈注射教育プログラム評価(プログラム受講者アンケート結果〉
静脈注射教育プログラムではプログラム受講対象者に【講義前】 【講義後】 【筆記試験後】 【実技試

験後】とプログラム受講の段階毎に質問紙調査を行い、プログラム受講による受講生の変化やプログラ

ム実施評価を把握している。毎年度実施している調査結果から、プログラム【講義後】 【筆記試験後】

の調査結果は類似した結果がみられるため、今回は【講義前】と【実技試験後】の調査結果を比較して

まとめている。

①プログラム受講者属性

平成21年度プログラム

参加者(N=328)

平成22年度プログラム

参加者(N=369)

平成23年度プログラム

参加者(N=313)

平成24年度プログラム

参加者(N=220)

0% 

5年以下 回 6~10年 日 11~15年 ・ 16~20年 園 21年以上 回 無回答

プログラム参加者の経験年数比較

平成23年度同様、入職1年目の新卒看護職員プログラム参加者が95名(全体の43.2%)いるた

め、 r5年以下」の構成比が63.6%を占めている。

日常的に行っている -時々行っている 園殆ど行っていない 圃全く行っていない 園無回答

平成22年度プログラム

参加者(N=369)

平成23年度プログラム

参加者(N=313)

平成24年度プログラム

参加者(N=220)

0% 20% 40% 60% 80% 

静脈注射実施状況比較

通常業務での静脈注射実施状況では、参加者の 70.5%が「全く行っていなしリと回答している。

静脈注射を実施できない1年未満の入職者や、看護師が静脈注射を実施しない部署該当者が受講

しているためと思われる。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【IVナース】

②九州大学病院静脈注射教育プログラム取組みへの理解と必要'1主

『理解有り』派 .r理解無し』派 回無回答
必要性肯定派 必要性否定派

プログラム取組み
講義前(N=220)

理解
実技試験後(N=256)

プログラム
講義前(N=220)

必要性
実技試験後(N=256)

0% 20% 40% 60% 80% 

プログラム受講前には、九州大学病院として行われている静脈注射教育プログラムの取

組み理解や必要性に否定的だった参加者もプログラム全工程終了後には肯定的に評価に

変容し、受講者の95%以上が大学病院として取り組んでいる必要なプログラムだと評価

③静脈注射手技自信と不安感変化

静脈注射実施の自信 静脈注射実施への不安感

.5% 

100% 

~21年度 4・・22年度 『炉23年度 司争24年度 ー←21年度 4・・22年度 『炉23年度 →←24年度
3.30 

高

4.00 

3.50 

高

不iH 280 自

信感
3.∞安

2.47 
2.50 

2.30 

低 2.00 

1.80 1.50 

講義前 講義直後 筆記試験後 実技試験後 講義前 講義直後 筆記試験後 実技試験後

静脈注射実施の自信は、プログラムの段階が進むにつれ徐々に高まり、 【実技試験後】には最も高くなって
いる。
不安感では、 【講義前】 【講義直後】 【筆記試験後】と高いままであるが、全工程を終了した後には、減少
する傾向がみられた。
自信、不安感ともに過去3か年と同様の推移傾向がみられた。
年度で比較すると年度が新しくなるにつれ、自信は低いポイントで推移し、不安は高いポイントで推移し
ている。
年度が新しくなるにつれ、 経験年数が短く、 IVを実施していないプログラム参加者が大半を占めるよう
になってきていることが一因となっているようである。

④静脈注射実施に関する不安事項
50 100 

リスク・影響不安

経験機会欠知不安

技術・手技不安

患者への影響不安

薬剤知識不足・危険性

静脈注射実施での不安事項

150 

圃講義前

-実技試験後

「リスク・影響不安」や「薬剤知識不足・危険性」
など講義で専門分野の講師による【講義】で受講
した内容については、不安に感じる事象として減
少しているが、実際に患者に IVを実施する実施
者としては、 「経験不足J r技術手技J r患者へ
の影響」を不安に感じる事象として増加傾向にあ
る。

プログラム受講による知識変化では講義の行
われた6項目全てで8割以上が知識修得を肯定的
に評価している。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【IVナース】

⑥静脈注射教育プログラム受講による知識変化

十分にある ・まあまあある 臼あまりない ・全くない 園無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

講義前(N=220) 0 

解剖生理

実技試験後(N=256)

講義前(N=220) 1 

薬剤の作用・副作用

実技試験後(N=256)

講義前(N=220) 1 

静脈注射の合併症

実技試験後(N=256)

講義前(N=220)

感染対策知識

実技試験後(N=256)

安全対策と
講義前(N=220)

事故防止
l実技試験後(N=256) 』 ・E ・ :S1

法規・看護職に
講義前(N=220) 60.9% 

対する法的責任
l実技試験後(N=256)

プログラム受講による知識変化

⑦自己学習ツール活用状況とeラ一二ング評価

IVナース研修資料

eラニング

50 100 150 
N=429 

200 250 

自宅

職場

図書館

無回答

N=268 

自己学習に活用した学習教材(複数回答)

とてもそう思う

(不具合は全くなかった)
0% 

講義有用性(N=233)

模擬試験有用性(Nニ233)

eラーニング不具合頻度

(N=233) 

eラーニング推奨(N=233)

ややそう思う

(不具合はほどんどなかった)
20% 

あまりそう思わない

(不具合はまれにあった)
40% 60% 
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全くそう思わない

174 

150 200 



E 各取組み事業の実施状況と成果【IVナース】

⑧静脈注射教育プログラム満足度推移

% 

6 0.3% 

無回答

ー一一一-一一ー-一一-ー-ー5強J
-普通満足派

平成21年度(N=203)

平成22年度(N=312)

平成23年度(N=257)

平成24年度(N=256)

100% 80% 60% 40% 20% 0% 

静脈注射教育プログラム満足度比較

【平成24年度静脈注射教育プログラム評価まとめ】
①平成 24年度静脈注射教育プログラムでは、受講者全体の 43.2%を入職 1年目の平成 23年度新卒看護

職員が占めており、彼らを含め、静脈注射を通常業務で、行っていない看護職員が 70.5%を占めている。

②静脈注射教育プログラム全4工程を終了後、本取組みへの理解や必要性は肯定的評価、静脈注射に関

する知識、自信が上昇し、不安感が軽減されている。

③静脈注射に関する筆記試験の自己学習ツールとして、本プログラムで配布される研修会資料とともに、

開発した eラーニング教材の活用が進んで、いる。

④年度を経る毎にプログラム受講者の不安は高い水準で推移し、自信は低い水準で推移する傾向がみら

れる。プログラム全工程が終了した後の質問紙調査の自由記述から、受講者は、プログラム参加を「静

脈注射プログラムに参加し、改めて解剖生理や安全対策について理解を深めたことでより安全に確実

に、静脈注射の手技を実施できるようになりました。」と評価している。また、 「日々 の業務で、ルー

トをとることがほぼなく、練習を時々しなければ、手技に自信がもてません。」という不安も抱えて

いる。こうした入職からの経験年数が浅いことや、配属部署では実践機会があまりないことからくる

実践経験の欠如が不安としてあらわれており、自信獲得を阻害しているようである。静脈注射教育プ

ログラムの 4工程を経た IVナース取得後の継続的な取組みも必要とされているようである。

(2)プログラム目標達成状況

平成21年度 平成22年度 平成23年度
平成24年度
(3月1日時点)

IVナース育成予定看護職員数 852 826 1012 1002 

目標IVナース認定者数(B=AXC) 255 495 810 902 

目標IVナース認定率 30% 60% 80% 90% 

前年度までの取得者数 一 210 501 728 

IVナース認定者数 新規取得者数 210 351 320 194 

累計認定者数 210 561 821 922 

IVナース毘定率(E=D-:-A) 24.6% 67.9% 81.1% 92.0% 

年度末退職IVナース認定者数 一 60 93 

年度末IVナース認定者数 一 501 728 
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平成 25年 3月 1日時点での IV

ナース育成では、育成対象者

1002名中 922名が IVナースと

して育成され、 IVナース認定率

92.0%をこえ、年度目標を達成

している。
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(3) IVナース取得による組織風土蛮容
1.調査目的
IVナース育成プログラムによる病棟組織風土変革のプロセスをK.Lewinの変革理論 (Changing

Theory)を用いて明確にすることで、 IVナース育成プログラムの有効性やプログラム内容の妥当性

を検討することで今後の課題を明確にする。

2.調査対象
各病棟の IVナース取得推進責任者38名と看護師長および副看護師長 134名

3.闘査概要
K.Lewinの変革理論の3段階(r解凍J r変革J r再凍結J)に沿って変革の推進力や抑止力と考
えられる「プログラムの必要性の認識や理解」、 「看護師の技術や知識面の必要性」、 「安全な医

療の提供J、 「他職種との協同」を構成要素とした 32項目からなる質問紙調査を実施する。回答

は4段階で求め、点数が高いほど変革の推進が高くなるように設定し、変革理論のそれぞれの段階

に相当すると考えられる時期に調査を実施する。

4.調査時期
本調査は平成23年度"'25年度の 3ヶ年にわたり、合計3回の実施を予定している。今年度は第2

回目の調査である。

第 l回:平成23年8月 第2回:平成24年6"'7月

5.調査内容
1)IVナース認知取得率

2)IVナース育成プログラムに関する必要性の認識について対象者本人と対象者からみた部署

スタッフの認識を尋ねた。回答結果に 1"'4点を付与し、得点を算出。

6.調査結果

表1 年度別回収率

年度 国布数 回収数 回収率(%) 有効回答数 有効回答率(略)

2011 133 129 96.9 115 86.5 

2012 137 134 97.8 134 97.8 

表 IVナース育成プログラムに関する認識に関する得点結果

年度(N) 平均点 +S.D. 範囲(Min-Max)

2011 (115) 本人とスタッフの合計 92.78 12.23 44-121 

2012 (134) 本人とスタッフの合計 97.83 11.56 66-124 

表 IVナース育成プログラムに閲する毘識に闘する得点結果一回答者本人の比較

年度(N) 属性 平均点 +S.D. 範囲(Min-Max)

2011 
(115) 

2012 
(134) 

回答者本人の認識

回答者本人の認識
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100.43 

11.96 44-121 

11.51 67-124 
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表 IVナース育成プログラムに関する認識に関する得点結果ースタッフの比較

年度(N) 属性 平均点 +S.D. 範囲(Min-Max)

2011 

(115) 回答者からみたスタッフの認識 89.40 11.60 44-119 

2012 

(134) 回答者からみたスタッフの認識 95.19 11.03 66-121 

.IVナース育成プログラムに関する認識の項目別にみた比較
-昨年度 (2011) と比較して有意に肯定的認識が上昇していた項目は、 32項目のうち、回答者本人

では 7項目、回答者からみたスタッフの認識では 16項目であった。本人とスタッフの両方に変化が

みられた項目は、 6項目であった。

取組み4か年目となる平成24年度時点のプログラム展開過程において、徐々にプログラムの意義

が周知されるに従い、看護職員から肯定的な評価を得ていることが明らかとなったo 平成25年度

は、最終回となる第3回目の調査を実施し、総合的な評価を行う。

K.Lewinの変革理論と IVナース育成プログラム取組み

.1 VIこ関する現状の把握と課題点の明確化

.1 Vナース育成プログラムに関する認識調査

-プログラム受講者の知識・認識変化の横断的調査

.1 Vナース取得対象部署の拡大

-看護師長会議 (2回/月)における認定取得率の報告

.1 Vナース取得推進者の設置

.1 Vナース筆記試験に向けた学習環境整備

.1 Vナース取得者以外の IV実施禁止に関する周知徹底(平成25年度以降)

.1 Vナース取得困難部署への支援

.1 Vナース未取得者の IV実施禁止(平成25年度以降)

.1 Vナース取得者の更新制度の確立

33 



E 各取組み事業の実施状況と成果【IVナース】

(4)地域貢献を目的に公開した静脈注射教育プログラム【講義】公開評価

【研修参加概要】

1. 開催日:平成24年7月21日(土) 8:30........16:30 
8 : 00........ 8: 30 受付
8 : 30........16 : 30 講義(1時間昼食休憩含む)

2. 開催案内:福岡市内、近郊 116医療施設

3. 参加状況:50施設 188名
4. 参加アンケート回収率 : 188名中 167名回答(回収率:88.8%) 

①回答者属性

年齢:平均39.4歳

経験年数

【アンケート結果】

外部施設からの参加者看護師経験年数は、

r21年以上』が参加者全体の4分の1を占
めている。

研修開催については、 9割以上の参加者が九州
太学病院看護部から発送した研修開催案内を

見て、参加している。

案内文書を院内に掲示したり、教育担当から

情報発信している施設もあった。

②研修情報元

研修情報元

. .1:.司・先章から曹いた ・友遭・知人1>'~いた ・丸州大学積院看櫨傭酌ームペ...-9 ・そ骨他 ・費量図書

ホームページからの情報収集は少数であっ

たようである。

研修参加きっかけ

3.01‘ N=167 N=167 

0参加きっかけ具体的記述 (9件〉
知機の再確毘等、自己学習のため(7件)
研修の肉容に興味があったので、自主的に参加した。

注射は得意だが、精神科に勤務すると機会が少なくなり知識・手技等不安になってくる。

現状の操作で良いのか再確認。清潔操作

技術、知醸の向上のため

注射の医療事故が多い。解剖生理が自分の学習では把握しづらいため。注射の研修・講義が職場にはないため。

勤務施設の教育活動のため(2件)

感染委員の代表として

院内の看謹手l順書見直しをするにあたって関心があったo

/研修参加のきっかけは、各施設へ送付された研修会開催案内をみて、「自主的に参加」が47.9%で
最も多くなっており、次いで『職場の上司に勧められて』が多くなっている。具体的記述から、自己の

看護実践力の課題や問題意識を感じて今回の研修に参加している様子も伺える。
また、研修会公聞が個人の学習の場としてだけでなく、各施設での教育活動など組織的な取組みの

情報収集の唱としても活用されている。
¥ 

【研修参加者による研修会評価】
①満足度 ②研修理解度

研修満足度 l 研修理解度

.l巨常に舗且 ・やや満足 ・どちらでもない ・やや不満 ・飯田筈

0"，，， 1.2" 
N=167 
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③求めている内容にあった研修会であったか ④配布資料適切度

研修内容(ニーズとの一致度) 11 研修資料適切度

-非常にあっていた ・ややあっていた ・どちらでもない ・全くあっていない ・無回答 11 ・非常に適切 ・やや適切 ・どちらでもない ・やや不適切 ・無回答

日五%1.8% 11 0.6% 1.2% 

N=167 11 N=167 

⑤今後の仕事への役立ち度 ⑥研修参加推薦度

研修内容の有益性(職務での役立ち度) 11 研修参加推薦度

-非常に役立つ ・やや役立つ ・どちらでもない ・無回答

1.2% 

N=167 

0.6%1.2%1.2% 

N=167 

公開した静脈注射教育プログラム【講義】参加者からの評価については、「研修内容は学習ニーズにあった、

内容も理解できるもので、あったo配布された資料も適切で満足度の高い研修である」と高く評価された。参加

者の 9割以上が研修内容を職務に役立てることができると評価し、 8割以上が研修参加を他者に推薦したい

と高く評価している。

⑦研修への意見・感想(自由記述) : 64件
研修への意見・感想では 64件の自由記述を得た。以下意見をカテゴリ別にまとめ、件数と一部感想、

を抜粋している。下記カテゴリ以外では「謝辞 (11件)J I薬剤や手技への質疑 (2件) J I感想、 (2

件)が寄せられた。

自己の看護の振り返り、学習になったo(29件)

手技は先輩に教えていただき、学術的なものは自分で学んでいた。やはり知識が後になっていた。個人病院に就職し、

自分が指導的立場に立った今、手技のみを教え、エビデンスに基づいていなかった反省がある。(口頭で指導はできてい

るが、教えられたことが頭に残っているかが問題)本日勉強させていただいた法的な問題等も含め、エビデンスに基づ

き、事故防止に努め、現場指導に生かしていきたいと思います。ありがとうございました。今回の講義だけでなく他講義な
どにも誘っていただけると幸いです。

IVやルート確保など日々の業務で当たり前のように行っている事ですが、ただなんとなく行うのではなく、なぜなのか、そ

の根拠や解剖生理、そして法律的な知識を持った上で行うのとでは、全く意識のしかたも違うと思ったし、何より患者さん
が安心して任せられるだろうなと思った。今回参加してみてとてもプラスになりました。

自施設での取組みへの参考(6件)

当院との違いを確認でき、見直しをしたほうが良い所があり、この研修に参加できてよかった。当院では手技はDVDで学
ばせていますが、手技の確認は上司での確認のみとなっており、九大でテストをされていることを知り、検討していきたい
と思う。

新人指導ツールとして活用していきたい。いつも漠然としていたので静注点滴指導の際のまとめとして助かりました。公

開・準備ありがとうございました。

普段業務の中で当たり前に行っているIVについて改めて考える事のできる内容でした。自施設にて教育委員として今回

の研修を役立てて行きたいと思います。これから入職する看護師にIVが苦手・恐いという人も出てくるかもしれませんが、

バックアップして育てていきたいです。ありがとうございました。

九州大学病院他研修等への参加希望(3件)

実技・筆記試験も他施設も受けられれば良いと思います。

可能であれば実践・実習の場も欲しかった。

心電図や呼吸器管理(挿管・カニューレ・レスピ)等の研修もしてほしい

静脈注射教育プログラム【講義】公開は、看護臨床実践の場で学習した

内容を活かせる有益なものであると評価された。また、講義参加者は、静

脈注射に関するエピデンスに基づいた自分自身の看護を再確認する機会と

してだけでなく、各施設における教育指導を念頭に置き、研修運営を検討

するために参加している中堅クラス以上の看護職員も多く参加している。

看護職員個人のスキルアップの場として、施設教育の参考としても有益な

研修提供となったと思われる。

研修参加者には右記修了証を授与し研修参加をキャリアとして保存で

きるよう工夫を行った。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【IVナース】

(5)系統的な効果的な教育プログラムとして他部門教育訓練としての活用
1.研修開催目時:平成24年4月5日(木) 14 : 00"'16 : 00 
2.研修場所:t/'エストワイング3階実習実演室C

3.演習参加実績:平成24年度九州大学病院入職研修医 28名
4 演習指導者:教育担当指導者5名(梅津、貴船、大薮、清藤、山口)※敬称省略

看護実践力プロッサム開花プロジェクト専属インストラクター(吉川看護師)

5.研修タイムスケジュール

設定時間

14 : 00.......14 : 02 

内容

オリエンテーション

14: 02.......14 : 10 

14: 10.......14 : 50 

14 : 50'""15 : 00 

採血デモンストレーション

(翼状針による採血を含む)

採血演習 (40分)

静脈注射デモンストレーション

(翼状針、静脈留置針)

15 : 00.......15 : 55 

15 : 55'"" 16 : 00 

， 11 

臨床教育研修センター

「研修医採血演習J

会場

静脈注射演習 (55分)

(バーチャル1.v.も含む)
アンケート記入
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6.演習参加者アンケート結果(回答28名)

。% 20" 

採血実施人数

.0人・10-30人未満・50-100人未満
.0-10人未満・30-50人未満・100人以上

1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

指導者評価

-どちらともいえない ・やや悪い ・悪い

20% 40% 60% 80% 100% 

演習評価

-よい ・ややよい ・どちらともいえない ・やや悪い ・悪い ・無回答

演習時間帯

演習時聞の長さ

演習内容

資料内容

全体的評価

研修会理解度 実践役立ち

-理解できた ・だいたい理解できた -役にたちそう ・すこし役にたちそう

40" 509ti 80" 100" 11 09ti 20" 40" 50" 
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@自由記述.
<研修会感想>

。看護師さんたちがとても優しく教えてくださってとても嬉しかったです。対人間でもやってみたかっ

たです。今日はありがとうございました。

。色々細かく教えていただくことができ、とても良い練習になりました。これからまだまだ練習が必要

ですので、練習していこうと思います。ありがとうございました。

O時間も充分にあったのでかなりの回数練習できました。
指導の看護師の方の説明が分かりやすかったので理解できました。まだまだ場数が足りないのでもっ

と練習したいと思います。
O丁寧に教えていただき勉強になった。
0実践的な話もたくさん聞けたので、楽しみにして採血できそうです!
0なかなかうまくいかなかったが、練習・経験の大切さを改めて痛感できたので良かったです。
0採血は自信がついた。静脈注射は難しかった。パソコンは困難だったがおもしろかった。またやりた
し、

くバーチヤノレ1.V.利用での感想〉
OPCは操作がわかると何度刺しでも汚れないし、器材のムダにならないのがよかった。
Oパソコンの方は変にリアルだった。手順を学ぶのにはいいかもしれない。
。パソコンを少し触りましたが、すごかったです。

O刺すデバイス(バーチャル IV)、血管の触診、皮膚を伸ばしてから刺入など実際の操作のようにでき
るのがよかった。初めてだと操作方法がわからないと思うので説明書があるとよかった。
く研修会への希望>

O研修医同士の演習もあったら良いと思いました。パソコンは本物の人間らしくない分、手順ややり忘
れたことが無し、かなどの部分により意識を向けられて良かったです。

0研修医同士でも練習したかったです。

@指導者からの感想@

-各研修医に物品を準備してもらったが、思いのほか時聞がかかった。

・必要物品を準備するのに時間がかかったので、物品は何箇所かに(またはグループごとに)設置した
ほう泊1よし、。

-全体的に時聞が足らなかった。

-最初の演習の採血にもっと時聞がほしかった。

• 1 グループ (5~6 人)に 1 人の指導者を配置していたが、指導者が足らなかった。
・一度に4人の演習を見る際、目が行き届かないことがあった。

・指導者の人数が少なかった。

・デモンストレーションが見えにくかったので、各テーブルで行ったほうがよい。

.みんな真剣に演習を受けていた。

-思ったよりバーチヤルが好評だったので、手順書を作っておけば、もっとスムーズに使用されていた

のでは・

-もし来年時聞がとれるのであれば、サクラ(演習用人体モデル)を出すかスタッフが患者役を行うな

ど、シミュレーション形式を組み込んでも良いのかも。

‘研修準備、後片付けが大変だった。

本プロジェクトの 1取組みとして実践している『静脈注射教育プログラム』では、安全圃安心な看護職員に

よる静脈注射実施に関する看護実践能力の均てん化を目指し、プログラムを推進するために、高機能シミ

ュレーターを整備した。また整備したシミュレーター操作や看護手順置技術を的確に学習できるよう、看護部

教育WGに所属する副看随師長を教育担当指導者としても実践的に育成し、役割を実践させている。

取組みから3か年が経過し、年度毎にプログラムや指導内容を精錬させていくζとで、プログラムの有

効性も向上している。

これらシミュレータ一等の学習資源と、育成された教育担当指導者(人的資源)、プログラムの管理運営

スキルをチーム医療を提供する研修医の教育訓練の場でも活用し、部門を超えた教育連携を行っている。

平成23年度に開始した教育由11練での連携は、参加者や研修機会として高〈評価され、平成 24年度以

降も継続的に実施すること、また研修連携機会の拡太も推進している。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

2)医療機器操作強化プログラム

( 院内研修 )(亙ニカルラモD C室外研互〉
医療機器強化プログラムでは、身

体侵襲大きい特定の医療機器(輸液ポ

ンプ、シリンジポンプなど)に関する

正確な知識と技術の均てん化を図る

ため、医療機器を正確かつ安全に操

作できる人材育成プログラムを開発

提供する。

本プログラムでは、各看護職員の

医療機器操作に関する看護実践力向

上と獲得した知識や技術を部署の後

輩に指導する教育・指導に関する看

護実践力向上を目指すものである。

.管理・指場カ
向上のための
窃

貨の高い
シェネラリスト

医療チーム
において
少ーダーンyブカt

tll'の立渇で
~I!できる

絶副院での
活動者

u.同様
在宅

渇外

自
己
研
鰍

.c綱同..11'"会}
レベルlTJ研修

e<網岡県看11'"会}
レベル跡周修

入者lit.員

教育・術導を受けながら日常の宥盟実践ができる

学生

平成時度までの実績評価 ) 

・医療機器操作強化ワーキング(以下、 MEWG)の目的
「身体侵襲の大きい特定の医療機器(輸液ポンプ、シリンジポンプなのに関する医療安全を推進する

ための方策の検討、実施、評価を行う」

.MEWGの目標
「医療機器(輸液ポンプ・シリンジポンプヲを正確かっ安全に操作できる人材の育成」を図ることを目指

す。

.MEWGの具体的方略
I教育研修プログラムの開発と実施

E教育学習ツールの開発と提供

illME機器の使用環境に対する検討

I 教育研修プログラムの開発と実施
医療機器操作強化WGにおける「教育研修プログラム」は、偶発的ではなく意図的に研修の学習効

果を高める方法論として活用されている「インストラクショナルデザイン」の一つである iADDIE

モデル」を基盤に展開している。

「
ゥ

ADDIEモデル(鈴木ら 2007) 
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

A: (Analyze) 分析
・当院における ME機器に関連した現状と課題の明確化

1) 当院における ME機器に関連したインシデントレポートの分析 (2008""'-'2011) 

(1)報告者の約 6割は看護職3年目以上である。

(2)輸液・シリンジポンプに関するインシデントの発生状況は開始・再開時が最も多い。

(3)輸液・シリンジポンプに関するインシデントの発生要因は流量設定の誤りが最も多い。

(4)輸液・シリンジポンプに関するインシデントの結果は過量投与が最も多い。

2) 全看護職員を対象としたME機器に関連した質問紙調査

調査目的:当院に勤務している看護職員の輸液ポンプ・シリンジポンプに関する知識修得状況や

操作に関する現状および課題を明確にする。

対 象:看護職員 1080名 (看護師長等を除く)

実施時期:平成23年 12月~平成24年 1月

調査内容:看護職経験年数、輸液・シリンジポンプの操作頻度、操作に関する自信、輸液・シリ

ンジポンプに関する学習意欲、知識確認問題

結 果: ・回収率 707名から回答あり(回収率65.46見)

・対象者の看護職平均経験年数(:tS.D) 8.78 (:t7. 79)年

・知識確認問題平均得点(:tS.D.) 73. 12(:t11.03)点

*経験年数が長いほど輸液・シリンジポンプに関する操作の自信がある

*輸液・シリンジポンプの操作頻度が高いほど操作の自信がある

*経験年数が長く、輸液・シリンジポンプの操作頻度が高く、操作に関する自信が高いほど、新たに学

習する必要性は感じていないが、知識確認問題の得点とは相闘が認められていない

D: 

ι 
当院のインシデントの特徴である「過量投与」を未然に防ぐ取り組みとして

組織として正確な知識と技術の均てん化を図る必要性が確認された。

相 当…る輸液…約一げンーま理解できる

目標2 輸液・シリンジポンプの安全使用に関する注意点が説明できる

(とくに過量投与に至る原因について理解している)

目標3 輸液・シリンジポンプ使用に対する苦手意識・不安が軽減する

第 3段階 第4段階

フアシリテt¥l各部署の
ター育成 指導者育成

l ーすー一一 u
対 MEWG MEWG 各看護単位より 各看護単位の
象 副看護師長2名 メンバー6名 選出された40名 看護職員全員

時
平成23年 12月 平成24年 1月 平成24年2-7月 平成24年3-12月

期

場 テルモメディカ 九州大学病院 九州大学病院 九州大学病院
所 ルプラネックス
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

1: (Implement) 実施
平成23年度は、年度計画に従い、教育研修プログラムの第3段階の途中までが順調に終了しており、
平成 24年度は第4段階までが終了した時点で、プログラムの評価を行うこととしている。

平成岬度計画 ) 

【目標】 1) 輸液ポンプ・シリンジポンプ教育研修プログラムの第4段階の推進を図る。

-原則として対象者全員が最低 1回はプログラムに参加することができる。

2) 教育研修プログラムに関する教育効果測定を実施し、プログラムの評価を行う。

( 15. (Evaluate)評価」参照)
3) 輸液・シリンジポンプ指導者第 2期生を育成する。

4) eラーニング教材の充実を図る。

平成24年度教育研修プログラムスケジュール

平成24年度(2012)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

.‘ 
部署内研修 v 

• 進捗状況確認
新人看護職員実践研修への指導者としての参加(数名) 参加者決定 • 通知終了

第2目指導者研修 (半日) • 
病院全体での研修 (部暑で体験できなかった人対象) • 
知識確認テスト・アンケート • • 
輸液・シリンジポンプ指導者第2期生育成研修 • 
+WGとしての活動

MEWG開催(毎月第4木曜日) • • • • • • • • • • 
インシデントレポートの分析

e-ラーニング教材作成及び活用

学会における活動発表 • • 
テルモメディカルプラネックス主催「医療安全プログラム』研修 • 
平成24年度実施進捗状況

-目標1) 輸液ポンプ・シリンジポンプ教育研修プログラムの第4段階の推進を図る。
-原則として対象者全員が最低 1回はプログラムに参加することができる。

第3段階で指導者を育成後、部署内研修の実施が円滑に進行できるよう、 MEWGメンバーと企業が連
携したパックアップ体制を整備し後方支援を行った口

(支援1)指導者から看護キャリアセンターへ依頼があった場合には、 MEWGメンバーとともにテ
ルモ社員が部署へ訪問し、部署内研修をサポート。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

(支援2)r第2回 輸液 シリンジポンプ指導者研修(フォローアップ研修)J 
平成24年 7月 20日 開催

研修目的 各部署における指導者としての活動状況を振り返り、今後の活動が円滑に行
えるための方法を再確認する

研修目標 1.自部署における部署内研修の実施状況を確認できる

2.現在の部署内研修実施に関する課題を振り返り、解決策を見出す

この研修は、部署内研修の開始から 3ヵ月が経過したところで、それぞれの進捗状況や問題点を共有

しながら、部署内研修実施目標期間までをどのように過ごしていくとよいのか、その糸口を発見しても

らうことが大きなねらいである。そのため、グループワークを中心に行った。さらに、独自の方法で積

極的に取り組んでいる指導者2名による実践報告も行った。

(支援3 ) 各指導者がME機器に関することや部署内研修の実施にあたり、生じた疑問点等を速や
かに解決できるよう、看護実践カブロッサム開花プロジェクトの eラーニングの中に、

IQ&Aコーナー」を設置。指導者と MEWGとの交流がより効果的に図れるようなシステ
ムを整備し指導者を支援した。

-‘出1.

質問票の

提出

一………山…・四』…..... .J，...~-c..-t_…皿

.、!:!t.

'‘一一M"・-……"町一一一《比一'A，'t，， ~~'{l・眠時四

この結果、実施期間内(平成 24年 12月)に対象となる看護職員全員が部署内研修を受講終了している 0

・目標2) 教育研修プログラムに関する教育効果測定を実施し、プログラムの評価を行う。

【教育効果測定のための質問紙調査】

-対象:部署内研修実施対象である 26部署の看護職員 1080名

・期間:平成25年 1'"'-'2月

-方法:毎月一回実施される病棟相談会等の会議終了時に、参加している看護職員に配布し、約 20

分後にその場で回収。

-内容:看護職経験年数、 ME機器(輸液・シリンジポンプ)操作に関する自信の程度と操作頻度、学
習の必要性の認識、部署内研修により学んだ内容や感想、知識確認問題 23問(医療安全全

国共同行動ホームページに掲載されている問題から抜粋)。

-結果: 657名より回答あり回収率(60.8判)。有効回答617部(有効回答率93.9判)。

表 2ヶ年における知識確認得点結果の比較

N 平均値 S. D. P値

2011年度 707 73.36 11.04 

2012年度 617 80.34 10.2 

Welch's t-test 

知識確認、得点の結果は、80.34:t 10. 20点であり、昨年度の結果と比較して有意に点数が上昇していた。
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【ポンプの操作頻度】

E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

【ポンプの操作に関する自信】

。" 10樋 2町%ヨ町指 4m6 5"" 60'‘ '町掲 BO'l‘ 9cn6 10cn6 。，‘主眼掲 20兎ヨ0')‘ 40覧 50略欧圏 70完園町覧.'"‘100')‘

崎被オf::r.1，国録作鋼度 Z血 1 I I 稽意7Itヴ揖作に慣する自佃
愉樹tQo.ua:101>寸 ハ I I I I.... II 闘世加に目白個出 4

…向車問1~ I I I I I I I I ~ I I ~一一;-J日立 I I I I白
川:沙問師向度四日 「十十十十寸一「十十十IIII! I I判ンタ龍骨体lご岡持自. 2012ー

-勘廊崎障とんど祖国 ・1墨田に鳳固 ・月に鳳固 ・ほとん/!fJ.い -自慣酎晶畠 ・3食品目慣が晶る ・晶E皮切自信酎牢い ・自信酎牢い

【ポンプに聞する学習の必要性】

09{， 109{， 209{， 309{， 409{， S09{， 609{， 709{， ao~‘ 90~‘ 1009{， 

坤司~:::;t'I=田園サ'吾』司"''I!!'CD <0-_全生 2011 I 

オ宅ュ..:::;t'I=開園・司，...~.. 酔冒苛CD"惨事1It.生 2012 I 
| I  I I I I I I I I 
田園圃司圃圃圃冒圃圃司圃圃園甲圃園町圃圃園甲・・・田園圃司圃園町

- <0-ヨEと且思う ・ 苦言a.<0-彊毘と且思う - a.言ミり<0-ヨ匪と且恩#ヲ右j;;し、 ・ d2i品事匹と且恩オョ元j;;t.、

【部署内研修による学びと臨床実践における行動変容】

。，‘ 1ロ'‘ Zロ'‘ ヨロ'‘ 4ロ.... 5ロ'‘ 60%  "7ロ'‘ 80'"‘ 宮口'‘ 100"‘ 

粛軍司'向膏Jf_'"きの掌u' I 

唾"'_L.""=.こと1;;::よ暑げ守圃胞担〉ヨ匝~1包 1 
| I  I I I I I I I I 

- 車、有o;:~.J""つアヒ ・ 司ε........つアヒ 圃 どちらと宅品、昆布o;:l.、 - ....""り喝E泊、つ7ヒ 圃 重主〈喝1'11、つずと

知識確認得点は有意に上昇し、部署内研修の実施により看護職員の知識修得状況が有意に上昇して

いた。

回答者の9割が部署内研修により新たな学びや気づきがあったとしており、 8割は臨床実践におけ

る行動変容がみられたとしていた。しかし、まだ8割が学習の必要性を認識しており、医療安全へ向

けた取り組みに対するニーズが高いことが明らかとなった。さらに、自由記述の内容からも、 「日頃

操作している医療機器について、基礎から学ぶ機会が得られず、初めて学ぶ事も多かったJ i知らな

いことが分かり、今までの事を考えると怖くなったJなどの意見がみられ、多くの職員が部署内研修

により効果的な学びを獲得していることが確認できた。

・目標3) 輸液・シリンジポンプ指導者第2期生を育成する 0

・第2期以降の指導者育成の意義

育成した指導者が部署異動や退職等で欠員になる事態を防止することと、各部暑において複数名存在することで、当該部暑

におけるME様器の安全管理をより確実なものとすることが期待できる。

。第2期以降の指導者役割

第1期指導者と協同しながら、自部署におけるME機器の操作および管理に閲する中核的存在として活動を行う。

具体的には以下に示す。

1新機種が導入される際には部署の窓口となり、MEセンターや企業等が行う研修会に参加し部暑のスタッフに伝達する。

2既卒の入職者、中途採用者、部署異動してきた看護職員等に対する当該部暑のME機器操作や管理に関する指導を行う.

3 各部署における2年目看護師を対象としてシミュレーションを盛り込んだ演習を行う。

4砂輸液ポンプ・シリンジポンプの操作に関する指導者育成研修の意義

-自己流もしくは部暑のローカJL-Jレールで行っていた操作技術に対して、現在の園肉の標準的な基準や操作方法を

新たに修得もしくは振り返る己とができ指導者としてのスキルを身につける己とができる。

・本研修において育成された指導者が、各部署において研修を企画、運営することにより病院内の看瞳職員のME様器操作

と管理に関する能力の均てん化を困る己とができる。

・第1期と.2期以降の指揮事者役割

事肝樋種調事入の窓口 l既卒者・中途標用者等への敏育と指事 2年目看霞師の演習
斬入者也実蹟研修
(鋼院全体の集合研修}

。 A 

。 。
。-・主体的に実施。-・・協同しながら実錨
1l. -・アドパーザー的役割を担う
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

-第2期指導者育成概要
【開催日程】 平成25年 2月21日(木)08:30'"'"'16:15 
【開催場所】 九州大学病院 ウエストウィング棟3階 スキルトレーニングセンター

【参加者】 受講生:第2期指導者39名 聴講生:第 1期指導者 5名

MEWG: 9名 テルモ(株): 7名
【目的】輸液・シリンジポンプの安全使用に関する知識やこれらを学ぶ必要性を再確認し、指導者とし

ての必要な知識・技術・態度を修得する。

・第2期指導者育成研修の学習目標
1 医療機器WGの取り組みの背景について理解し説明できる
2 輸液ポンプ・シリンジポンプに関して指導者として必要な基本的知識を深め理解できる
3 部署における研修実施に向けてレディネス〈心身の準備状態)を整えることができる

。研修スケジュール

研修内容 形式 時間 担当

オリエンテーション・アンケート 8:30-8:50 20分 白井

アイスブレイク 8:50-9:00 10分 白井

導
医療安全と輸液ポンプ・シリンジポンプに関する動向 講義 9:00-9:20 20分 秋好看護師長

入

GW:部署内研修で学んだことや新たに決まったことなど GW・発表 9:20-9:40 20分 白井

質問回答コーナー 講義 9:40-9:55 15分 スーパ一指導者

休憩 9:55-10:05 10分

ジ 2
輸液ポンプに関する正しい使い方と指導のポイント 演習 10:05-10:35 30分 スーパ一指導者・テルモ(株)ポ輸

ン液

プポ
にン
シリンジポンプに関する正しい使い方と指導のポイント 演習 10:35-11 :05 30分 スーパ一指導者・テルモ(株)

関プ

す・ 輸液ポンプ・シリンジポンプの正しい使い方 講義 11 :05-11 :35 30分 三島臨床工学部門長
るシ
学リ
新機種輸液ポンプに関するガイダンス 講義・演習 11 :35-12:05 30分 テルモ(株)習ン

昼休憩 12:05-13:05 60分

育 3 シミュレーション演習 演習 13:05-14:35 90分 スーパ一指導者
実 部

施，、署 部署での演習や実施に関する意見交換と発表 GW・発表 14:35-15:05 30分 スーパ一指導者
向で

けの
休憩 15:05-15:15 10分た指

準 導

備 や 輸液ポンプ・シリンジポンプに関する当院の現状 講義 15:15-15:35 20分 白井
教

4 本日の振り返りと今後の予定(質問回答) 15:35-15:45 10分 白井・スーパ一指導者
ま

と
め
レポート作成&アンケート 15:45-16:15 30分 白井

※スーパー指導者・・・安養寺副看護師長・山口副看護師長・中屋看護師(北6-2)・小林看護師(救命ICU)

基礎編演習場面 シミュレーション演習 シミュレーション場面を

3人に 1台のポンプを使用し、
MEWGメンバーのファシリテ
ーターやテルモの万にサポー
トを受けながら演習を実施。

スーパー指導者2名によるシ
ナリオに沿ったデモンストレ
ーション風景。どのような危険
行動があるのか、また望ましい
指導方法についてそれぞれ考
えながら全員で見学。
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見学した後のグループ。ワーク

デモンストレーションを撮影
した動画をjpadで繰り返し視
聴しながらのグループワーク。
その後、発表とロールプレイの
実演。
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【研修結果】

・指導者育成研修における研修受講生の知識修得状況

各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

知識確認得点結果2(研修前後における年度ごとの比較)

平均得点 ::!::S.D. 

80.8 9.61 
0=.6268 

79.53 13.13 . 

表知識確認得点結果1(研修前後における比較)

平均得点 ::!::S.D. 

80.8 9.61 11 
I *** 

表

2011年度研修前

2012年度研修前

2011年度研修前

2011年度研修後

6.10 

5.17 

91.2 

93.31 

student's-t検定

2011年度研修後

2012年度研修後

6.10 91.2 

79.53 2012年度研修前

2012年度研修後

対応のあるt検定

p=.1022 *** 
93.31 

pく.0001*** 

2012生F三居芝司刊事話量
2012生F三居芝司刊隆吾首苛
2011生F三居芝司刊事径を
2011生F三居芝司刊隆吾首苛
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得点

.2012年度研修後

今年度の指導者育成研修受講生の研修前の得点は、昨年度の指導者育成研修受講生と同じ知識修得レ

ベルで、あった。研修受講後は、得点が有意に上昇していた。

.2012生F三居芝司刊隆吾首苛. 2011生F三居芝奇刑事を~.2011生F三居芝司刊隆吾首苛

-第2期指導者育成研修受講生の研修目標達成度

第 2期指導者育成研修受講生の研修目標達成度

100% 90%  80%  70%  60%  50%  40% 30%  20% 10争60%  

輸液ポンプ・基本的知識

看護部理念との関連性

臣室据展望号重宝α〉重宝匡ヨα〉重力I司

ME機器に関連した当院の現状

シリンジポンプ・基本的知識

部署内研4惨イメージ

耐山相
4

時
現
P
巨

e剣
山
m曝
幽

櫨
展
一
塩
M
宵
欄

胤牛車

E
脚
晴 部署内研修行動目標

- 達成できなかった
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- まあまあ達成できた

いずれの研修目標も、 8割以上の参加者が目標を達成していると評価していた。

- あまり達成できなかった圃 達成できた



E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

-研修受講生の感想(一部抜粋)

今日の実習を受けて毎日使用しているポンプの正しい使用方法が日ごろからできているか振り返るこ
とができた。またあらためてポンプを誤った方法で使用することのリスクを知った。演習を通じて学ぶ事
も多く自分も今日の研修のようにわかりやすい教え方ができればいいと思う。

日頃、使い慣れている輸液・シリンジポンアではあったが改めて基礎から学ぶことができ自分の行動が
曜昧であったりするところが発見できた。指導し人に伝えるということの難しさを感じた。今回の指導は
すごく分かりやすく納得することやなるほどと思う事が多く蕪しい研修であった。シミュレーションは指導
者の方の演技力やトークの上手さにびっくりしました。楽しかったです。

去年、一期生より講棋を受けたが忘れていたので良い機会になりました。シミュレーションやグループ
ワークもあり楽しかったです。

普段何も考えずに輔法ポンプやシリンジポンプを取り扱っていたが今回の研修でフリーフローやサイ
フォニング現象、ポーラス注入が起きているという事を知仏 E しい取扱いを行っていきたい。

約半年まえに部署内研修を受け理解したつもりでいたが今回の研修に参加し知識の不十分割こ気づく
ことができた。 GWを行う事で色々な意見を知ることができ日常の実践に活かすことができると考える。
一目の研修があっという聞に終了したように感じ充実感が得られた。

情義だけでなくシミュレーション潰習も行えたので自分たちで考えながら研修を行えとても良い経験に
なりました。今回の研修の内容を踏まえ部署に自分なりに還元できたらと思います。

最初は緊張していたが、グループメンバーと楽しく話すことができ各部署それぞれの特徴などもわかり
よかった。基本的なことを再度確認でき部署内研修での振り返りにもなった。テルモの人にもわからな
いことがきけてよかった。可能であれば半年後なと宇耳度同じグループでフォローアップ研修ができたら
婚しい。〈実際指導してどうだつたか、良い方法はないか等確認できる機会を〉。指導ポイントがわかっ

t=o 

+M四Gメンバーによる第2期指導者育成研修の振り返り
第2期指導者育成研修を実施後、MEWG会議に於いて研修に関する振り返りをワークショップ形式で行

い、以下の意見が出された。

【研修実施に闘する感想および良かったと思う点】

*シミュレーション演習が実践的かつ効果的{7件}
*研修スケジュールの組み立てに関する満足感{6件}

本グループEフーク時のipad活用{シミュレーションのデモンストレーション動画を視聴}

が効果的{5件}
*受講生のやる気と反応の良さ{5件}

本ファシリテーターとして感じる充実感{4件}

*演習時に受講生が参加しやすい人員配置{3件}

*企業の方に基礎演習に参加してもらうことによる学びの深まり(3件}

*固を重ねることにより感じる指導者の成長(2件}

本スパ一指導者の活躍の素晴らしさ(2件}

市器材が豊富なことによる演習が円滑に実施(1件}

[&省富点U指よ'"c$国Z事i点tl

事否拝・"B寺R町α〉看宅事谷α〉左£さ(6併旬
・演習時間に会格がない・時間酉己分がうまくいかない・時聞が足りない

串司E官官当皇僻"こ巴司すーる冨果"(6併旬
-演習時の時間酉己分の明示

-壬~業のヌZとの司亘宵可亨Tち~才コt吉
・新機種ポンプにまつわるトラブルの把握
-直前の切迫した準備による精神的余裕の無さ

申 1其周三邑α〉幸旨羽事雫雪としτごα〉気!iJ=目(1併何
申カリキュラムl順番の検討の必要性(1件》
本シミュレ一一ション演習場面での状況陸定時の混乱(1件》
申膏匹壇I- ptヨ奇再・..てラ噌色曹l'謬守.ih-とし、う雇主し、五~ぷ許 (1併旬
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

6月に輸液・シリンジポンプ医療安全プログラムの研修に参加させていただいた学びを元に、今
回、第2期指導者育成研修の一部の計画をさせていただいた。今回の研修では、受講生が各部署で
実際に指導するときに参考となるような内容にしたいと考え、シミュレーション研修を取り入れた。
研修を計画することは初めての経験であり、戸惑うことが多かったが、 MEWGのみなさんの朗言
や協力のもと、行うことができた。
研修の内容は、午前中に使用手順の基礎を行い、午後から危険行動やアラーム苅応のシミュレー

ション演習を行った。私は、第1期生による指導で基礎知識の習得はできていると考えていたため、
午前中の内容はあまり必要ないのではないかと思っていたが、実際には、受講生の習得レベルは様々
であり、午前中の基礎知識の確認は非常に重要であった。このような研修では受講生のレベルが確
認できないため、これは知っているだろうという先入観を捨て、一つ一つ丁寧に説明を行う必要が
あることが分かった。

また、私たちが中山となって行ったシミュレーション研修では、 MEWGメンバーによる実演を取
り入れた。実際に約40名の受講生の前で演じるのは恥iす、かしい気持ちもあったが、受講生から高
評価を得ることができたし、研修の雰囲気ち良かったと思う。グループワークちjpad等の事前準
備の効果もあり、活発な意見交換が行えていたと思う。今回の研修は、何度ちミーティングを重ね、
準備に時間を要したが、受講生の評価ち良く、私自身満足のいくものとなった。
最後に、今回の研修を基盤にこのような研修を続けていけるようにMEWGメンバーとして活動
していきたいと思う。

今回、研修会の計画、準備、実施を一連の流れで初めて経験して、大変で準備には多くの時聞

を要すると改めて思いました。伺から手をつけてよいかもわからず、 23年度スーパー指導者にリ
ードしてもらいアドバイスをもらいながら少しずつ物事が進んでいったような気がします。自分
だけでは途方に暮れて終わっていた気がします。お二人にはご迷惑もかけ、 2倍の労力になって
しまったのではないかと思います。また、私たちの意見を尊重してくださり大変感謝しています。
準備の段階では研修当日がどのような感じになるかイメージもつかず不安でいっぱいでした。業
務との並行で大変に感じる日もありました。しかし、他部署の立場ち異なる方と一緒に行う中で
研修の準備だけではなく、その他の日常業務の相談などもできて研修開催の経験以外にも多くの
ものが得られた気がします。
準備段階では大変だという思いで日々が流れていた気がします。しかし、研修当日・終了して
の感想は研修会を計画、準備、実施という一連の流れで経験させていただいてよかったなという
思いに変わりました。計画を立てるのは大変でしたが、自分たちのやりたい内容で研修をおこな
い、準備を進めた結果が、受講生の反応もよく、達成感が得られ、うれしい気持ちに感情が変化
しました。これまでも指導を行う形で研修会に参加させてもらったことはありましたがそのとき

には感じたことのない感情でした。
研修で知識を持ち帰ってもらう方法は様々ありますが、研修を開催する側ち受講生ち楽しく満
足感が得られる方法があるとそれが理想のような気がしました、今回の研修は私の個人的な感想

としてはそれに値するものになったのではないかと思っています。
研修を開催するためには多くの人との協力が必要であり、今回このWGメンバーであつだから
こそこのような満足感が得られだと思いましだ。このような経験をさせていただきありがとうご

ざいました。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

-第2期指導者育成研修企画における学習意欲に関するインストラクショナルデザインの活用

医療機器操作強化プログラムでは、インストラクショナノレデザインのADDIEモデルを援用し、システ

マティックなアプローチを行っている。今回の第2期指導者育成研修では、学習者の学習意欲を高める

ために動機づけをおこなうケラー CKeller}のARCSモデルを活用して企画・実施した。具体的な導入
点や、その効果として考えられる受講生の反応を以下の表に示す。

表 ARCSモデルの活用

主分類枠 内容 本研修に導入した車 受書生@反応

組 方略11、学習者自油をひきつl耀胤てし1るか -事前課題の提示 事前!こ揮出された貴問票11，2峨で
(酬に畝るアピール、または個人lこ訴える -質問票の活用(研側に解礼士暗柄棚蘭こする) 刷、これは受講生伽割に相当する.

A蜘tion アピール、聞、考える較要す拙雄、人間的 '1事安全抑制および看護部由理念との関連性自説明 鴨前から、受講生自国I~町商品f鵬
|唄障をひく跡的. -シミュIrショ:槙習の導入 できた.澗時には、錦織極的に参加.

目i雌 インストラクショ滞、学酎象者!調連するか。 -当院のインシデントの現椛語明し、取り組みの酬を再確E 日明白穂鶏を撮り返り、輔での鵬
持者肢のように髄怪量えられて、納得 -事前舗の回答や質問紙讃結果の提示 目指l事故をみせてLも

Relemce しているか.

自置 インストラクションを悦め硝的、札てその最中、 -少人1I:1}~-1による基輔澗|こli77シ1)テ-~-l企業から 輔肉研構想講しているのt醜してい
期は慮射る舗をもて鰍特者li、目的 一名ずつ参加してもら仇箇棚し削、質問!こ回答できる車場を るつもりでも、初めて知ることや離器時た

伽前伽削 舘えられて、繊スキル締ってし喝. 整え、受講鵠サポート tう記述が目立ってW::oシミユIrション震
インストラク泊刈、闘から未知に、具体的 -シミユIrション演習の聖書生による蹴でli、グルーブルパー|こ 習も、配よい服感をもって臨んでおり
から値制剛容が勧.械が含まれてし制 サポートしてもらえるような臨軒嶋施 「非常!こ勉強になったJ出声がE倒的多数

批て腕な内容で腕時1:). であった.

li. 特制、特舗に満足するか(承駄印 -指鞘として期待杭破割の明確化 全ての受講生が輔での冊1:1置を札
州輔がある，刷、齢、好奇ω置たされる、 -輔肉冊受講者自圧倒的な育定的闘の握示|こよる指導者役割 具体的な行動目標を掲げている.

Satisfacti佃 知的棄ゆfl，O向的蹴がある). の必要性と重要性の再確認 鴨で体験したシミュIrショ:槙習を導入

-シミユIrション摺時の受講生田章置や知識・スキルの高さにつL¥てしたL~~や棄し〈学べたという闘がみ
撮り量りの時間に意目的IJメッセージによる承認を繰り返し行った。 られた。

著:ウオJゆー・ディ妙、JレーザIJ-.~J:イムズ・0・げIJー臨:角位1は帥てのインストラク泊ナJげザインJピ7ソンエデュト・ンョン 2006 陣331より~I周一部輔し作成

-第2期指導者育成研修まとめ

昨年度に引き続き今年度は第2期生として、各看護単位において 2番目となる輸液・シリンジポンプ

指導者を育成した。今回の研修受講生は、すでに自部暑で部署内研修を受講していること、事前課題と

してeラーニングの視聴を義務化したことから、基礎的な講義と演習は最小限にとどめ、演習時聞を確
保し、午後からはより実践的な指導を行うための参考となるようシミュレーション演習を盛り込んだ。

このシミュレーション演習は、当院のスーパー指導者4名が中心となり、企画・準備・運営を行った。

これまで報告してきたように、研修の受講により、受講生の知識修得レベルが向上しており、目標も達

成できている。この研修は動機づけモデルを活用し、指導者としての自覚を認識してもらいつつ、部署

での指導に応用できるような内容にしていくこと、また受講生が学習内容に興味をもち、リラックスし

ながら楽しく学んでもらうことを意図しながらの企画と実施であった。その結果、すべての受講生が部

署での指導に意欲を示しており、研修の感想から、その目的が十分に果たせたことが理解できるが、主

催者側の反省点も見受けられるので、次回以降の指導者育成研修に反映させていくこととしたい。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

-目標的 eラーニング教材の充実を図る。
本プロジェクトで取り組んで、いる教育プログラム開発では、学習環境整備の一環として eラーニング

等、電子媒体を活用した学習教材の開発にも注力している。静脈注射教育プログラムや新人看護師育成

プログラムで導入してきた学習効果の高いeラーニング教材作成スキルを活用し、本プログラムでのe
ラーニング教材作成に着手した。

教材作成の完成までの流れは以下の通りである。

【シリンジポンプ操作に関するeラ一二ング教材納晶までのフロー】

1. eラーニング教材の完成イメージをパワーポイントで作成する。

患者へ説明し確認する

1)患者確認

・患者にフルネームを

名乗ってもらい、リスト

バント、で確認する

-フルネームを指差し呼称

2)シリンジポンプを使用して
薬剤投与を行うことを説明
する

3)注射指示と薬剤とリストパ
ンドの3点確認を行う

※当プロジェクト専属インストラクターが資料作成、撮影、企業との協議を担当。

2.教材の部品となる写真・動画を撮影する。

-教材作成の工夫・
・九州大学病院で実際に使用されている設備やシリンジポンプを使用し、臨床実践に近い教材

部品を作成。

-育成されたスーパー指導者がシミュレーションを担当。

3.企業と連携して教材コンテンツを作成する。

九州大学病院

・臨床現場での実践や

正しい看護ケアを踏ま

えた教材内容を提供。

|富士通FOMと共同で教材コンテンツを作成。|
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

4.完成した教材納品

九州大学病院看11キャリアセン~ー相自
rシリンジてもヰ私事ツ』納品物

20¥2年9月

富士通エフ・ォー・エム綜式会主主

匡霊麗璽圏
ヲ~-

・イツタラク子ィブなコンテンツ開発

シ・lンジポンず的

安全官後作tfl!

-ランダムアクセス可能

→自由に視聴可能

卜フラッシュ使用

MNJJ;芯::!:;;"I →視覚に訴える

-テスト、シミュレーション

→能動的な学習を促す
"I'/b -も帽穴事胃R・~
苦 4 ~..賓湾坦コロンヲL周芯フロ宝:ìr? ト

この「シリンジポンプの安全な操作と管理」のコンテンツは、平成25年度の新人看護師育成研修に

おいて活用することが決定しており、学習教材としての効果を測定する予定である。また、今年度の全

看護職員を対象とした質問紙調査においても、継続した学習の機会を要望する声が多数挙がっているこ

とから、 eラーニングの活用促進は今後ますます期待されるものである。

E: (Evaluate) 評価
本教育研修フ。ログラムの評価は、 D.Kirkpatrickによって提唱された「レベル4フレームワーク」を
用いて実施する。このフレームワークは、個人への影響範囲としての教育効果を「感情J ["認知・態度」

「行動」の 3水準に、そして組織への影響範囲を「成果」の 1水準、計4水準に分けて体系化している。

E国覇軍書i圃 -・・I~~副=--・・・・・・目師EZヨ・・・・・・
-指導者研修時のアンケート 受講者全員が活動に意欲を示し、研修に対する満足度も高い

Reaction 参加者の反応
-平成25年実施質問紙調査

部署内研修で初めて知ることや学んだこと、再確認できたこ
とが多数あったという育定的評価を得ている

-指導者研修時のアンケー卜 研修後における知識確認得点の有意な上昇あり

Learning 知識やスキル習得状態

-平成25年実施質問紙調査 プログラム開始後の知識得点の有意な上昇あり

Behavior 
学習内容の活用状況 -平成25年実施質問紙調査 8割の調査対象者に部署内研修受講後の行動変容が出現

(職場での応用・行動変容)

Results 行動変容によって得られト.・インγデントレポート
組織貢献度

平成25年度のインシデントレポートに着目

本プログラムに関する評価として今年度末時点におけるレベル1'"'-'3までの評価を上図に示している。

レベル 1'"'-'3に関して、教育プログラムの十分な効果が発現していることが明確になっている。次年度

は、最終段階のレベル4の評価に値するインシデントレポートの結果に着目していく予定である。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【MEプログラム】

-九州大学病院看護部における輸液・シリンジポンプに関する現状と課題および今後の取組み概要.

九州大学病院看護部の

理念・基本方針

「患者さんに信頼される貨

の高い看護」

-安全で安心な看S

.高度な専門的知鳴と技術

ポンプ類機種変更

第1期生指導者育成

(各看護単位1名)

目指しているコール・ビジョン

..渡ポンプ・シリンジポンプを安全かつ正確に操作できる人材の育成

原則として・..員会員が

・当院におLする繍濠ポンプ、シリンジポンプのインシデントの特徴が脱明できる

-・漕ポンプ、シリンジポンプの安全使用に闘する注憲点が鶴明できる

と〈に過量鰻与に歪る原因について理解している

-・漉ポンプ、シリンジポンプ使用に対する苦手窓.・不安が・E滅する

組織的取り組み方略2

・輸液ポンプ・シリンジポンプに関する

教育学習ツールの開発

①eラ一二ング教材開発

• 
組織的取り組み方略1

・看護職員に対する組織的な教育研修機会の提供

方法各看護単位に指導者を育成し、指導者による部署内

研修の開催を行う

①輸液ポンプ・シリンジポンプに関する組織的取り組みの

必要性 (全国的視野における動向)の理解

②輸液ポンプ・シリンジポンプの安全使用に関する知識や

筏有ftTの酉確認可b修得

平成23年度 (2011)時点における現状と課題

・ ME機器に関する教育(平成17年以前)はOJTに依存
=今経験的法則を重視した現場の指導

輸液・シリンジポンプ

の教育に関して

組織的な取り組みの

邸要性がある
=。膿員の保有能力(知識・スキル)にばらつきがある

・ 3年目以上の看護職員のインシデントレポート報告が多い

・当院のインシデントの結果は最も危険と言われている

「過量投与」が最も多い

.各部署に望ましくないローカルルールの存在がある

[平成時度の方向性開)

平成24年度に、予定通りプログラム実施第4段階である部署内研修の実施が終了している。このこ

とにより、看護職員の医療機器(輸液・シリンジポンプ)に関する知識修得レベルが向上しているが、学

習機会の継続を望む声も多く聞かれ、全看護職員が十分に知識や技術を修得できたとは言い難い現状が

ある。したがって、次年度以降も各看護単位の要望に応じて「輸液・シリンジポンプ指導者」の育成を

図ること、 eラーニング教材をより積極的に活用した学習機会の提供を行うこと、そのために新たに輸

液ポンプに関する eラーニングコンテンツの作成に着手することを予定している。また、教育効果測定

のレベル4に値する評価指標として掲げている当院における医療機器に関するインシデントレポートの

結果に注目していく予定である。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

3)新人看護師育成プログラム

新人看護師育成プログラムは、

キャリアパスの中の第一歩となる

「クリニカルラダーレベル 1Jを

目指す新卒看護職員の集合教育研

修や自律して学ぶ学習環境(eラー

ニング教材やシミュレーション・

トレーニング)を学術的に検討し

ながら開発・提供することで、新

卒看護職員の基礎的な看護実践能

力向上、キャリア形成を支援する

ものである。

平成24年度計画

( 院内研修 : CE)":''h)l-?~- ) 

.管理.t旨iIJカ
向上のための
修

( 院外研修 ) 

皇

を受けながら日常の

学生

平成 24年度は、新卒看護職員の基礎的な看護実践能力向上に資する教育プログラムを継続実施する

とともに、 eラーニング教材の充実、本プログラムの一部を地域看護職や看護学生に公開し、地域医療
への貢献、看護学生時からの持続性のある看護実践能力向上支援を行う。

【新人看護職員教育目標】

0日常生活援助の基本的知識、技術、態度を修得し、安全・確実な看護ケアが実践できる。

Oチームメンバーの一員として部署における役割と責任を果たすことができる。

0社会人、組織人として責任のある行動がとれる。

• 
【分散研修 (OJD】 【集合研修 (0作Jη】

0配属部署の特殊性と業務内容を理解し、日常の看護業務が実践できる。

Oチームメンバーとしての役劃を認識し、行動できる。

0看護実践に必要な基本的知識や技術、態度を修得する。

【入職時研修1i( 【看護実践研修】 [フォローアップ研修] 【医療安全】

社会人、九州大学病院看護 看護実践において必要な知識・ 仕事の悩みや不安を話し 0安全管理の基本的知識、 L 多重課題・時間切迫

部職員として組織と役割、 技術・態度を修得し、看護ケア 合い、情報を共有しス卜 即時帽置多一

組織の一員であることを理 を安全・正確に実施できる能力 レス ~L対応できる能力 ケアに活かす。 優先順位を考え、安全なケアを

解し、チーム医療の実践に を養う。 (ストレスマネジメン卜) O提供している看護ケア 実践する能力を高める。
告宅F陪汀1歪吾妻室

適応する。 を養い、職場における対
看護実践研修1つ を振り返るとともに医療

人関係作りや対処法の糸 事故の問題点と解決策を

新採用職員 、11 看護実践研修2 口をつかむ。 考える。

鵬 11

医療安全1
看護部新採用者 看護実践研修司

1か月フォローアップ h 

入職時研修 「言 実践研訂 「
3か月フォローアップ

看護実践研修司
6か月フォローアップ

12か月フォローアップ

シミトュレレーー二シンョグン・

---J 
24年度より フィジカル・アセスメントの強化を |※平成24年度新卒看護職員
目的に「意識障害の評価と看護」が追加 | の入職2年目、 3年目より

運用
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E 

新人看護師育成プログラムでは、教育担当指導者、研修受講者から得た前年度プログラム評価を分析

し、研修内容・時期を再検討した上で新年度の教育研修プログラムを計画している。新人看護職員を対

象にした教育研修プログラムは、開催時期を月 1回程度に分散しているが、入職 1年目以内に集中的に

開催している。

年度末に実施している「入職 12か月フォローアップ研修」では、 2年目になっても集合研修等で同期

入職看護職員が集まり、看護ケアに関する研修に参加したり、情報交換ができる機会が欲しいとの要望

が多く寄せられている。また、看護職員に求められる看護ケアも日々高度化し、看護ケアの基本となる

基本的看護実践能力に関する技術、教育も充実が求められている。そこで、平成 24年度は、集合研修

入職 1年間に限定せず、持続的・段階的に看護実践能力向上を支援できるよう、入職 2年目、 3年目に

も成長段階に応じた研修機会を拡充した。特にがん拠点病院としての使命を担っている大学病院看護職

員として、 「がん看護」に関する看護実践能力も必要不可欠で、あることから、 2年目看護職員研修とし

て「がん看護」研修を新規に追加している。

各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

分敵研修

(仏JT)
各Bs署の年間新人教育計画、新入者謹聴員の個人回線に沿ってプリセプターを中心に部署全体で新人を指導 ・育成
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か
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・
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3
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1
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2

看
置
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研
修
1

看
置
郎
新
銀
用
者
入
.
時
研

新
採
用
者
合
同
研
修

集合研修
(Off-JT) 
教育研修
プログラム 口

腔
内

-a腔
内
吸
引
、

気
管
内
吸
引

理

研修内容をeラーニング敏材で振り返り学習

シミュレーション・トレーニング自己研鎖

12か月
チエ吋ク 看護技術到達度の
(合意審価) 確認・分

看腫実蹟力

ポートフォリオによる学習プロセスの可視化

6か月
チェック
(合意評価)

公務
(自己評価)

入
暖
1
年
目

入
聡

2
年
目

看護技術

修得度

チェック

の実施

平成 24年度新卒看護職員の年間教育研修フ。ログラムでは、当院の看護職員の課題であるよりフィジ

カルアセスメント領域の看護実践能力向上を目的に、「フィジカルアセスメント」に関する研修の内容、

時期を勘案し、入職時の看護実践研修 1の中で「フィジカルアセスメント 1:呼吸を整える技術」、 7

月に「フィジカルアセスメント 2:循環管理」を、 1月に「フィジカルアセスメント 3:意識レベルの確

認」を実施する。特に「フィジカルアセスメント 3:意識レベルの確認」は、患者の急変時にどの看護

職員にも求められる看護技術でありながら、集合研修内での演習や部署での教育訓練機会が乏しい内容

であることから、集合研修として追加した。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

〈1)新卒看護職員教育研修プログラム

( 平成昨度実施進捗状況 ) 

【4月:看護実践研修1】

手指衛生・ PPE 接遇 輸液管理

移乗・移送 看護記録 7ィシ。カ)~1セスメン卜 1

(呼吸を整える技術)

【5月:看護実践研修2】

内服薬の安全管理 スキンケア 輸液・シリンジポンプの使用法

感染防止 口腔ケア 心肺脳蘇生法

教育担当者研修を受講した教育WG所属副看護師長が「医療安全 1J研修会を実践
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E 各取組み事業の実施状混と成果【新人看護師育成】

【6月:看護実践研修3 口腔内・轟腔肉吸引、気管内吸引】

【7月 :3か月フォローアップ研修】

【7月:フィジカルアセスメント2 (循環管理)】

【8月;看護実践研修4 導原・勝脱肉留置カテーテル挿入・管理、経管栄養法】

v 
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

【10月 :6か月フォローアップ研修】

【10月30-31目、 11月6-7日:シミュレーション研修『多重課題・時間切迫』】

【12月25日-27日:看護実践研修6(CVC挿入介助・ドレッシング交換)】

【平成25年 1月7・9・11日:フィジカルアセスメント 3 (意識レベルの確認)】

【平成25年2月5-8日:急変時の看護】
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

〈2)シミュレーション研修『多重課題・時間切迫』

{ 平成問度計画 1 
1 . 目的

多重課題・時間切迫の状況下で優先順位を考え安全なケアを実践する能力を高める。

2. 目標

1)患者の状況をアセスメントし、安全に配慮した優先順位を考慮できる。

2)必要に応じ先輩に応援や報告ができる。

3)基本的な看護技術が正確にできる。

4) 自己の行動を振り返り、今後の課題が言える。

3.対象

九州大学病院平成24年度新卒看護職員 115名 1別府病院 11名 合計 126名

4. 日時
平成24年 10月初日、 31日、 11月初日、 21日の 4日間

5.場所

スキルトレ}ニングセンター 3階

6.構成

新卒看護職員 2名、技術評価・ファシリテータ(教育WG)1名

7.研修の流れ

1日を4つに分割、 4グループX41日

10月初日(火) 10月31日(水) 11月20日(火)

8:30-10圃30 8:30-10:30 8:30-10:30 

10:30.....12:30 10: 30-12: 30 10:30.....12 :30 

13:30-15:30 13・30-15・30 13 :30-15 :30 

15: 30.....17: 30 15: 30.....17: 30 15:30.....17:30 

1日午前・前半の部の流れ

時間 1.3グループ 時間

11月21日(水)

8:30-10:30 

10: 30.....12: 30 

13: 30-15: 30 

15: 30.....17: 30 

2・4グループ

8:30-9:00 オリエンァーション
9:00-9:05 1人目演習① 9:10-9:15 1人目演習①

9:05-9:10 2人目演習① 9:15-9:20 2人目演習①

9:10-9:40 移動置振り返り① 9:20-9:50 移動置振り返り①

9:40-9:45 1人目演習② 9:50-9:55 1人目演習②

9:45-9:50 2人目演習② 9:55-10:∞ 2人目演習②
9: 50-10: 20 移動回振り返り② 10:00-10:30 移動回振り返り②

10: 20-10: 25 アンケート 10:30-10:35 アンケート
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8. 設定・シナリオ

・内科(外科)病棟の 2人部屋で、 11時30分の出来事

.A患者:西城秀美氏 51歳

脳梗塞後、左片麻痘あり。近距離歩行は可能で、あるが、転倒の既往あるため、トイレ歩行時

介助を行う必要あり。糖尿病の既往もあり、内服薬や看護師管理中、食前薬あり。

.B患者:郷 ヒロミ氏 61歳

肝硬変にて胸水・腹水貯留あり、酸素2L/分流量、点滴施行中0

・先輩看護職員:ナースステーションにて勤務中 →教育担当副看護師長、プロジェクト事務局スタッ

フが担当

【演習①】

シミュレーションの状況設定①

ナースステーションにて配薬の準備

【演習②】 :演習①に加え、更に 1つ課題が加わる。

シミコレーションの

ナースステージョンにて

の安全な鍵了
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※NICU・手術部所属

の職員には紛液交換
の課題lま除く

教育担当副看護師長、

プロジェクト事務局

スタッフが担当

教育担当副看護師長

が担当

患者Aが内服する

前に『患者Aの主治

医より連絡あり、患

者AにCTの検査

を急逮入れたため

に検査室ヘ至急搬

送するよう指示が

出た』と先輩看護職

員より伝えられる。

食前薬は検査が
終わってからと
判断、内服させず
に車椅子にて搬
送準備をする。
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9.平成24年度の改善点と目的
1)教育担当副看護師長の参画人数の増加(患者役・先輩看護師役として2名増)
-新卒看護職員の現況を出来るだけ多くの教育担当者が把握でき、今後の新人教育に役立てることが

できる。

2)演習時の撮影はipadで実施

-撮影後、直に画面の大きな媒体で視聴できる。操作が容易なため、時間の節約になる。

3)先輩看護職員役、患者役からのコメントをカードに記入

・ブアシリテーターとは具なる視点(先輩看護職員・患者)から気づいた良かった点やアドバイスな

どを記入してもらい、受講者の気づきに役立てる。

平成24年度実施状況

前述までの研修の流れ、設定・シナリオをもとに4日間、全 126名を対象に「多重課題・時間切迫」シ

ミュレーション研修を実施した。以下、実施状況を 1グループの研修の流れに合わせてまとめている。

①30分のオリエンテーション

-研修の目標、目的、流れをスライド資料をも
とに説明。
・研修場面を実際の部屋を案肉しながら説明。

②各グループ1人目5分間の演習(演習終了後は部屋を移動し、チヱツクリストを元に自己評価)

.2人部屋の病室に食前の与薬を目的に肪室。
・【与薬】 【トイレ眠導】 【輸液ボトルの交換】
【患者の不調訴えへの対応】といった時間切
迫下での多重課題をどう対応するのかシミュ
レーション。

-シミュレーション内容はルーブリックを用い

たチェックリスト表でファシリテーターに

よる他者チェックと自己の演習肉容を振り

返る自己チェックを実施。

先輩看護師役・患者役からの
コメントカード

「実顔で目を合わせてコミュニケーショ
ンを取ってくれるところが嬉しい!! J等

④グループで演習時撮影していたピデオを視聴しながら 30分の振り返り
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各演習実施者が、どの

ような声掛け・行動を

しているのか、 ipadを

利用して撮影。

撮影内容を視聴しなが

らの撮り返りを実施
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⑤各グループ1人目5分間の再演習(演習終了後は部屋を移動し、チヱツクリストを元に自己評価)

⑥各グループ2人目5分間の再演習(演習終7後は部屋を移動し、チェックリストを元に自己評価)

⑦グループで演習時撮影していたビデオを視聴しながら30分の振り返り・まとめ
⑧アンケート記入後終了

平成24年度成果

1 )研修会評価
①受講生

『多重課題・時間切迫』研修会評価(n=125)

参加者のほぼ全

員が適切な潰習

で、客観的な振り

返り、自己課題気

づき、今後に活か

せると評価

-そう思う -ややそう思う ・あまりそう思わない

演習時間lま適切だった

演習課題は適切だった

多重課題演習を行う時期は適切だった

振り返りの時間に、自己の対応を客観的に考えるζとがで
きた

今回の演習で、自己の課題に気づくことができた

今後の看鹿実践に活かせる学びが得られた

。% 20% 

-そう思わない

40% 60% 

部署での多重課題・時間切迫発生とその対応

-無回答

80% 

-よくある(できている) -たまにある(まあできている)
・あまりない(あまりできていない) ・ほとんとない(ほとんどできていない)

100% 

1 

1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

今まで部署で多重課題・時間切迫下に置かれた

ことはありますか

そのとき落ち着いて対応できましたか

判断に迷った際相談できる同僚・先輩の有無

判断に迷った状況について相談

できる

同僚や先輩はいますか

0% 

-いる ・何人かいる ・あまりいない

20% 40% 60% 80% 100% 

1 

研修直後の研修評価は、ほぼ全員の受講生が研修の目的や課題は適切であり、今後の看護実践に役立

つ内容だったと高く評価している。
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②教育担当者

現在の新人看護職員の成長度把握:13件
思ったより報告・依頼がきちんとできていた。

新人さんとは思えない笑顔や言葉遣いに感心しました。

患者からのコメントカード :8件
コメントカードは研修生の落ち込みをなぐさめてくれるようで良かったと思います。

患者役、先輩役から頂いたメッセージがとてもありがたく新人にもよく伝わっていました。

joad 活用の刻果 :6件
ipadは見やすくて振り返りがしやすかったです。

映像で自分の行動、他の看護師の行動を見る」とで気付きも多〈、印象に残るので効果的だった。

患者からみた看護職員の行動 :3件
患者目線で看護師をみる良い経験ができた。

訪室の際の言葉かけ、患者に向ける視線、確認、気配り、表情など多くのことがとても重要だと再確認しま
した。

自己の振り返り :3件
先輩看護師としての対応や患者さんへの対応についてなど、初心に民って考える機会となった。

指導の大切さや重要性、そして責任を感じました。

課題の把握・今後の教育指導への役立ち:1 1件
患者の観察、アセスメント能力はまだ不十分なので、指導が必要だと思いました。

私遣のフォローと新人がもっとアピールできる雰囲気をつくるようにしていきたい。

研修の必要性 :4件
研修生にとっては意善があり、実践に即結びつく良い研修だと思いました。

多重課題は日常業務の中で常に起こっており、研修で改めて振り返り自分の課題を見つけることは大切なの
で、この研修は続けてほしいと思います。

今後の研修についての要望:17件
コメントカードを書〈時聞が短かった。

パソコンやモニターなど実際病棟で使用しているものと閉じもので演習できると良いのでは?

研修に参画した教育担当副看護師長からは、 「現段階の新人看護師の成長度が把握でき、今後の課題

が明確化され、今後の指導に役立つ」、 「患者からの回線で看護師を客観視でき自己の振り返りにもな

った」との意見や、今年度の改善点であった ripadの活用」や「コメントカード」について有効であっ

たとの意見も聞かれ、今年度の研修評価も高く肯定的だったと，思われる。また、来年度の研修開催に向

けての意見も多く寄せられており、研修の継続を希望する副看護師長も多く、多重課題・時間切迫のシ

ミュレーション研修は、研修目標を達成でき、看護実践能力向上に繋がる効果の高い研修であると部署

で教育を担う教育担当指導者も評価していることが示唆された。

ripadの活用」では、研修参加者からも「自分が多重課題・時間切迫が発生した時にどういう行動を

取っているのかを実際に視聴して確認できたため、客観的に振り返ることができた」、 「実際に自分の

とっている行動を確認することで、日頃部署の先輩に指摘されている事項とその理由に気付くことがで

きた」等のコメントが寄せられた。研修内の行動振り返りのツールとしてだけでなく、日頃先輩看護職

員から受けている指導や自分自身の看護を振り返る機会としても有効であったようである。

シミュレーション研修は、 「看護実践研修」のように「必要な知識・技術・態度を修得し、看護ケア

を安全・正確に実施できる能力を養う」ことを目的としていない。設定された環境下、患者のアセスメ

ントを行い、患者に必要な看護ケアを自分が行えるのかどうか、何を最優先に実施すべきかを考え、他

の看護職員に協力要請をしたり、看護技術を安全に正確に行えるよう自分の看護ケアを振り返ることで、

研修後の看護実践を向上させる「気づく力」を養うことが目的である。演習では「時間内に課題を完了

できたか否かJで落ち込んだり、自己評価が低下する受講者もいたようである。しかし、ファシリテー

ターからの振り返り時間の助言や「コメントカード」を活用した先輩看護師役・患者役という他者から

見た提供している看護ケアへの意見に、自己の看護ケアの姿勢に気づき、研修の目的を再確認したとい

う意見も寄せられ、今年度の新たな変更点は研修目標深化に有益であったようである。
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2)研修前・研修1力月後・3力月後の受講生の変化
①多重課題・時間切迫揚面に関する対応の変化〈研修前・ 1カ月後・ 3力月後〉

落ち着いた対応

課題の明確化

客相的な振返り

協力依頼判断

適切な態度や言葉遣い

適切な状混アセスメント

ー←3ヶ月後
『ト1ヶ月後

ー←研修前

※「研修の活かし」について、研修前の質問紙調査では調査を行っていないため、上記レーダーチャートではOポイン

トとなっている。

シミュレーション研修の評価として、ループリック評価基準を活用した 11項目の「多重課題・時間

切迫場面での対応」に関する質問紙調査を行った。本研修参加前、研修参加 1か月後における実践の場

で多重課題・時間切迫場面が発生した際にどのような行動や判断を行っているか自己評価を行うもので

ある。

研修前と 1カ月後の多重課題場面の対応は全 11項目で研修後に対応ができるようになっており、対

応のあるスチューデント t検定を用いて2つの時期の対応を比較した結果、 11項目中6項目「落ち着い

た対応J r優先順位判断J r適切な態度や言葉遣いJ r安全な看護技術提供J rスタッフへの協力依頼
判断J r課題を克服するように心がける」で有意に高くなっていた (p<0.05)。
また研修前と 3ヵ月後においては全項目において有意に高くなっていた (p<0.05)0 1ヵ月後と 3
ヵ月後においては、 8項目「優先順位判断J r状況アセスメントJ rニーズに合わせた対応J r協力依
頼判断J r明確な報告J r客観的な振返りJ r課題の明確化J r研修の活かし」で有意に高くなってい
た (p<0.05))。

研修前 研修1力月後 研修3力月後

* 
4 * ¥ 

落ちついた対応
¥ 

1.5 2.0 2 

* 
バ * * h ，r 

優先順位判断 1.8 2.0 2.1 

* 
バ * ¥ 、

適切な態度や言葉遣い 2.1 2.3 2.6 
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研修前 研修1力月後 研修3力月後

* 
f * おf 

適切な状況アセスメント 2.0 2.0 2.1 

* 
C * * コf 

ニーズに合わせた対応 2.0 2.1 2.3 

* 
4 * ¥ 

安全な看護技術提供 1.9 2.1 2.2 

* 

C * 音壁

コf 

協力依頼判断 2.0 2.3 2.6 

* 
/ * ミ/ 

明確な報告 1.9 2.1 2.4 

* 
f * h f 

客観的な振返り 2.2 2.4 2.ア

* 
f * ミ/ 

課題の明確化 2.2 2.3 2.5 

* 

バ * ¥ 
課題の克服 2.4 2.6 2.7 

* f 

研修の活かし 2.6 2.ア
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②1力月後の変化に関する自由記述分析結果
他スタッフへの相談・協力依頼 :27件

スタッフへの協力依頼する必要性が分かり、協力依頼することができるようになりました。

今までは遠慮して依頼できなかったことを、研修後は患者の安全を考え依頼できるようになった。

優先順位の判断:17件
根拠をもって優先順位をたてられるようになった。

優先順位を考えて業務を行うように心がけている。

冷静な対応:13件
以前に比ベ多重課題・時間切迫状況下で落ち着いて行動できるようになりました。

早期に落ち着いた対応をすることができるようになりました。

自分の行動を娠り返る :6件
自分の看護枝術を意識して客観的に振り返る機会が多くなった。

以前より自分の看護実践を客観的に振り返れている。

課題の克服 :3件
自分に不足している所を客観的に知ることができたので、それを意識して働けるようになった。

時間切迫の中でアセスメントを行う力量不足を実感し、克服に心がけている。

明確な報告 :3件
スタッフヘ依頼する際、必要な情報を正確に伝えるよう心がけるようになった。

他スタッフに自分の状況を適切に伝え、依頼肉容が相手に判るように伝えることを心がけている。

その他 :9件
研修を終えて、患者さんの安全を一番に考えて行動するようになりました。

時聞が切迫した扶況でも、患者から目を離さないように心がけるようになった。

③3力月後の変化に関する自由記述分析結果
他スタッフへの相談・協力依頼 :35件

自分だけで解決しようとせず、助けを呼べるようになった。

先輩看護師へ依頼する必要性を実感でき、以前より依頼できるようになった。

優先順位の判断 :22件
多重課題・時間切迫の場面でも何が優先か考え行動できるようになった。

優先順位を考えて行動することが多くなった。

冷静な対応:13件
3ヶ月が経ち、経験が少し増えて落ち着いて対応できるようになってきました。

忙しい時に落ち着いて行動できるように意識できるようになった。

自分の行動を振り返る :3件
自分を客観的に見られるようになった気がする。

振り返る際どうすれば良かったか根拠を考えるようになった。

課題の克服 :4件
今の自分の課題は明確に認識しており、現在は克服できるように日々努力している。

課題を明らかにして、克服のために取り組めるようになった。

明確な報告 :5件
応援要請をするときにその患者さんの状況をきちんと伝えるようになった。

先輩に依頼したいことを適切に伝えられるように心がけている。

その他:13件
時間をうまく利用し、空いている時間を有効活用することができるようになった。

危険や患者さんに冨われるだろうことを予測して訪室することが増えた。
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研修 1カ月後・ 3カ月後、実践の場で変化したことに関する自由記述は、 1ヵ月後では 78件、 3か月

後では95件得られ、それを同じ内容ごとに分類した結果、 I他スタップへの相談・協力依頼1[優先
順位の判断1[冷静な対応1[自分の行動を振り返る1[課題の克服1[明確な報告]が抽出された。
新人看護職員は研修での学びを意識しながら日々の看護実践に取り組んでいる。自己の看護ケアを振り

返り、提供しているケアの課題を明確化しながら、克服していく努力をしていることが示唆された。

また、 1ヵ月後・ 3ヵ月後においても、徐々に多重課題場面の対応に関する看護実践カが向上してい

る背景には、多重課題・時間切迫のシミュレ}ション研修実施だけが成長促進要因になっているわけで

はない。研修で気付いた自己の看護ケアでの課題を、意識し、克服するように臨床実践の場で行動し、

先輩看護職員にその行動が正しかったのか相談したり、落ち着いた時に改めて自己の行動を冷静に振り

返ってみるなど、研修で学んだ「自己の課題の気づき、行動の振り返り」などを実際の看護実践でも取

り入れ、学びを再構築している。その繰り返しの効果として、意識・行動変容があらわれていることが

成長を後押ししている要因として大きいと恩われる。また、研修実施後、定期的(1ヶ月後、 3ヵ月後)

に研修時と同じ評価基準を用いて、評価時点毎の自己の対応カを評価すること自体が、改めて自己を客

観的に振り返る機会となり、現在の成長度把握と課題の明確化、実践への活かしに繋がっているのでは

ないかと考えられる。

i平成25年度の方向性課題)
シミュレーション研修は、研修参加者、指導者役割を担う教育担当副看護師長ともに研修評価・研修

効果も高く、今後も継続実施していく必要があると思われる。

しかし、新人看護職員の増加に伴い、研修会実施に必要な配役を担うマンパワー不足、 100名以上の

看護職員に2回ずつ演習をさせる日程・時間の調整、研修室の確保などの課題が多い。また、本研修も

今年度で3回目となっており、シナリオの変更や配役の交代、技術チェック表の配月前等研修設定につい

て、教育担当指導者より問題提起されているため、来年度は改善策として、設定やシナリオの変更を検

討していく。

多重課題・時間切迫場面での対応で、シミュレーション研修前また、研修後においても、新人看護職

員が対応出来ていないと自己判断している項目(落ち着いた対応・優先順位の判断・適切な状況アセス

メント・ニーズに合わせた対応・安全な看護技術提供)については、研修時の振り返りの際、とくに重

点をおいてポジティブフィードパックと問題解決に向けた課題提示ができるよう、事前のプアシリテー

ターとのオリエンテーションを実施する、研修参加後にも部暑においても教育担当者が Q]Tの中でフォ

ローできるよう支援体制を配慮していく。

65 



E 

〈3)eラ一二ング教材開発

各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成24年度計画

<目標>

( 1 )地域貢献を目的に本プロジェクトで開発した eラーニング教材コンテンツを精選して公開する。

(2)モバイル対応教材コンテンツの作成

(スマートフォン、 iPad、タブレット端末等での視聴を可能にする)。

(3)集合研修での eラーニング事前課題の活用、プレ・ポストテストを活用した学習効果確認。

( 平成24年度実施進捗状況 ) 

平成22年度より作成を開始した eラーニング教材コンテンツ数は、平成25年 1月時点で 237コンテ

ンツにのぼる。以下作成した教材コンテンツの一覧である。(平成23年度までに作成した動画コンテ

ンツ 97のうち情報が古くなり、精選したものは一覧から除いている。)

動画 テスト テキスト 合計

新人看護職員向け教材 45 3 9 57 

IVナース育成研修教材 6 9 。 15 

医療機器操作強化WG教材 6 。 13 19 

看護手順教材 。 。 86 86 

平成23年度実習指導要項教材 。 。 8 8 

平成24年度実習指導要項教材 。 。 13 13 

プロジェクト講演会教材 8 。 。 8 

医療安全教材 。 。 13 13 

キャリアナビゲーションシステム操作教材 。 。 13 13 

他部署依頼作成教材 5 。 。 5 

合計 70 12 155 237 

( 1 )地域貢献にむけたホームページにおける「九大Nursinge-roomJの公開
看護実践カブロッサム開花プロジェクトホームページに「九大Nursinge-roomJを作成し、閲覧希望

者にIDとパスワードを付与し九州大学看護部で作成した eラーニングコンテンツに利用を可能にする
システム構築を行った。

九州大学 WEB学習シス、テム

九州大学金字共通JD(SSO-向。〉ーパスワードを利用
しT 九州大字WEB宇宙システム州毎回TJをご制
周になれます.

下reよりアヲセスして‘ロヲイ‘:A..てください.

- 活動向容

・ 聞連資輯

. ...ラーニング

・ リンク集

.<5間合わせ

』置包i畠量温副主S首位留置置亙~翠冨iIIiII

ーラーニンタ唖柑~- 当サイトで聖師する寓男都り阻パスワ

ードを何与aされた方陣表記~IILています. 凪パスワード

I~ [I音信U会わぜ】フ'"ームに包必要.項をE圏、 著作舗陪主

よび個人幅 輯fJt圃こ置する内容を圃a>>土、軍行噂障を

してくださL、.'i'田直E種、事面凪よりメー'VI司I[jJO.lf
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園 九州大学WEB学習システム

p' パスワ』ドを包慢~る(8)

圃活動内容

圃関連資料

プロジェクトで利用承認者には、 ID
とパスワードを付与し、利用承認者

のみが自由に閲覧可能。

eラーニンタ教材は、当サイトで発行する専用の10.パスワ

ードを付与された方限定に公開しています。10.パスワード

は【お巴乱、合わせ】フォームに，阜、要事項を記載、著作権お

よび個人情報保護に関する内容を確認の上、発行申請を

してください。 申議確認後、事務局よりメールlこ面白10.Ji

ワ』ドを伝達します。

看護キャリアセンター | 
干812-8582

福岡県徳岡市東区馬.t3-
1-1 

TEυ'FAX: 092-642-5553 

| 固 九州大学病院
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

「九大Nursinge-roomJ公開に際して、教材著作者の著作権や個人情報を侵害しないよう、下記に運

用規定を作成した上で公開する教材コンテンツの精選を行った。

九州大学病院看護部

一般公開 eラ一二ング「九大 Nursinge-roomJ運用規定

運用目的

九州大学病院看護部看護キャリアセンターでは、当センターで作成した eラー

ニング・コンテンツの一部を地域貢献の一環として配信する。コンテンツの配

信は、看護実践能力向上を目的に閲覧希望のある地域看護職に対して行い、以

下の公開基準を満たすものとする。

公開基準

1. 閲覧希望のある地域看護職を公開対象とする。

2. 看護に必要な基本的知識・技術修得を目的とした汎用性・必要性の高いコ

ンテンツを公開する。

3. 講師の許可の得られたコンテンツを公開する(同意書を得る)。

4. 院内に限定した医療情報を含むコンテンツは除く。

運用上の留意点

1. r九大 Nursing e-room Jで配信するコンテンツは、公開前に担当の講師に

内容の確認を依頼し許可を得る。

2. パワーポイントと音声を組み合わせたコンテンツを基本とする(講師の顔

は載せない)。

3. コンテンツ内で引用した文献は、引用文献として提示する。

4. 年 1回 (2月頃)コンテンツ内容の見直しおよび講師の所属の変更がないか

確認を行う。

5. 閲覧希望者へは、氏名・所属・看護師(保健師・助産師)免許番号・個人情報

保護への同意を Web登録フォームで確認後に IDとパスワードを付与する。

6. 学生やその他、看護職以外からの閲覧希望があった際は SPWGで協議の上

パスワードの付与を決定する。

平成25年 1月時点では、今年度地域看護職員を対象に公開した静脈注射教育プログラム「講義」を撮
影し、作成した教材コンテンツ 6件を公開している。以下 eラーニングコンテンツ画面である。

1
1九大職員以外の方向け任ニング

勝..注射に必要な解剖生理、合併症、危険性と対策

~翠ヨ

九州大学病院手術部
以甫 健准教授

勝脈注射認定看護師育成研修看護業務と法的責任

~翠ヨ

勝脈注射を雪~tる患者の看護

1m翠置彊ヨ

静脈注射に関する基礎知量産(知義確認テスト〉

CmJII団

利用者アンケート(アンケートにご協力ください〉

E盟P.;I)

著作権および個人情報に関する留意点は

専門家の意見を参考に方針を決定した。

イ乍権および個人情報について

九州大学病院看護部、看護実践力ブロッサム開花プロジェクトのウェブサイト、提供している写
奏、イラスト、スライド、動画、eラー二ンタ教材などld:著作権があります。本サイ卜で提供しているe
ラ」二ンク.教材の著作権は全て、教材;1者やスライド作成者、九州大学病院に帰属します。著作
権者の許諾なく著作物を利用することが法的に認められている場合を除き、無断で姥製、翻訳、
翻案、公衆送{言、配布、出版、販売、貸与、ホームページへの掲載筈の利用をすること|まできま
せん。個人情報の取扱いについては、「個人情報保護に関する九州大学病院の基本方針」に則
り、適正に管理を行い、当該目的以外では使用しません。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

(2)モバイル対応の電子教材の作成

受講者のニーズにあわせて、スマート

フォンやアンドロイド端末での閲覧が

できる環境を整備した。

新人看護職員のパソコン保有者は

93%、自宅でインターネットができる者

は 88%、スマートフォン所有者は 90%

となっており様々な端末での閲覧を可

能にすることで eラーニング学習環境

の整備につながったと思われる。

i-phoneでの閲覧

(3)集合研修の事前課題としてのeラ一二ングの活用
平成 23年度に実施した集合研修における eラーニング事前課題は、研修での学びを深め能動的な研

修参加を促していた 1)2)。そのため、平成 24年度も同様に集合研修における eラーニング事前課題を実

施した。

【平成 23年度からの変更点】

・入職時に eラーニング利用のマニュアル配布および利用説明を実施。

• eラーニング事前課題を課す研修の増加。
・プレテスト・ポストテストの導入の追加。

-課題提示方法・受講方法

• 1ヶ月前までに口頭および文書にて提示。
-研修5日前までに eラーニングへのアクセスを完了しておく

• Web学習システムへのアクセスが確認できない場合、研修は受講できない

【平成24年度にeラ一二ング事前課題を提示する研修】
(1)看護実践研修4I導尿、勝脱留置カテーテル挿入・管理、経管栄養」

研修日程:平成 24年 8月 1日"""'8月 3日

事前課題: I尿道留置カテーテル挿入手順 (PDFファイル)Jのプリントアウト及び「経管栄養(動

画ファイル)Jを視聴する。

(2)看護実践研修5I静脈血採血」

研修日程:平成 24年 9月 3日"""'9月 5日

事前課題: I静脈血採血に関するコンテンツ (5つ)の閲覧」研修当日テストを実施する。

(3)看護実践研修6ICVC挿入介助、 ドレッシング交換」

研修日程:平成 24年 12月 25日"""'12月 27日

事前課題:CVC挿入に関する 7つのコンテンツの閲覧、およびプレテストを満点になるまで受験

(4)フィジカルアセスメント 3(意識レベルの確認)

研修日程:平成 25年 1月 9日"""'1月 11日

事前課題: ]CSおよびGCSを確実に覚え、テストを受験する

(5)急変時の看護

研修日程:平成 25年 2月 5日"""'2月 8日

事前課題: I医療者向け BLSJおよび「心肺蘇生」の資料を各自プリントアウト、学習する
引用文献 1)藤野ユリ子、中畑高子: r最近話題の教育方法」ミニセミナー 第6回新人看護師育成プログラムにおけ
るe-Learning教材開発と活用の実際，小児看護， 35(7)， 914・919，2012. 2)藤野ユリ子、吉川由香里、山崎雅代、
山口千夏、白井ひろ子、松本裕子、中畑高子:新人看護職員研修における eラーニング事前課題の有効性の検討、日本看
護学教育学会 第22回学計示集会、第22巻、 236、2012.8.5(熊本).
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成24年度成果

(1 )地域貢献にむけたホームページにおける「九大Nursinge-roomJの公開

「九大Nursinge-roomJ開設後、福岡県内及び熊本県より 8名の申込があり、閲覧できるよう IDとパ

スワードを付与した。アンケート評価は 1名からあり、 「とても参考になった」との評価で、あった。

(2) (3)集合研修の事前課題としてのeラ一二ングの活用
平成 24年度は前述5回の集合研修前に eラーニングを活用した事前課題を提示した。事前課題初回の

「看護実践研修4J と「看護実践研修5J開催時には eラーニングの利便性や効果に関する調査を実施

した。

【事前課題eラ一二ングに対する感想 (n=116)】

-スムーズにできた ・まあまあできた ・あまりできなかった ・できなかった

(とてもそう思う (まあまあ思う) (あまり思わない) (全く思わない)

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

Web学習システムIこアクセス

できましたか

自宅

部署

図書館

その他

Eラーニング学習教材は

使いやすかったですか

事前学習は、演習に

役立ちましたか

今後の業務に必要な知識が

得られましたか

看護技術の向上に

役立ちましたか

研修の理解を深めるために

役立ちましたか

他のWeb学習教材も

活用したいですか

今後の研修にeラーニンゲを

活用したほうがよいですか

。 20 40 

Web学習システムを活用したeラーニング学習

60 80 100 120 
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Web学習システムを活用した eラーニン

グ事前学習の効果や有益性では参加者

の9割が高く評価している。

平成24年度新卒看護職員の 9割以上が自宅で

事前学習を行っている。



E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

【平成24年度新卒者 ICT環境問査結果】
新卒者を対象に、入職時 (H24.4月)と入職 1年後 (H25.2月)に電子媒体を利用できる環境状況調

査を行った。

通信機器保有者割合 I I 自宅でPcrこよるインターネット使用
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eラーニングに対する要望や意見では、「講

義後の資料の公開J i看護手順J i救急場
面での介助」等の具体的なコンテンツ増設

の希望、「使いやすくなった」という感想、

「アクセスしにくいJi時聞がかかるJiス

マートフォンでみられない」などの動作環

境に関する不具合などが指摘された。.4月.2月

PC操作状況の比較:入職時(4月)と入職1年後(2月)

4月陀でメール送信・受信ができる

Z月陀でメール送信・受信ができる

4月インターネット閲覧ができる

Z月インターネット閲覧ができる

4月ワードなどを使うことができる

Z月ワードなどを使うことができる

4月エクセルなどを使うことができる

z月ヱクセルなどを使うことができる
4月パワーポイントなどを使うことができる

2月パワ一ポイントなどを使うことができる

4月圃像を処理して文，，::Jj付できる

Z月画像を処理して文劃:二添付できる

4月インターネットを介して必要な情報を収集できる

21lインターネットを介して必要な情報を収集できる

4月得られた情報やデータをPCで聾理できる

2月得られた情報やデータをPCで聾理できる

4月情慢を分析・解釈しその結果を図表に表す

2月情報を分析・解釈しその結果を図表に表す

4月わかりやすい資料簿が作成できる

Z月わかりやすい資料等が作成できる

」・・

34 

2有孟孟孟E

11孟二
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1-1 

=・

0% 10% 20~括 30% 40% 50% 60% 70~括 80% 90% 100% 

・十分できる .まあまあできる .あまりできない .全〈出来ない

新卒看護職員を対象に実施した電子媒体を利用できる環境状況調査では、 PC保有率93%、スマート
フォン所有率90%、PC保有者中インターネット利用環境整備率88%、となっていた。このことから大
半の職員は、自宅PCやスマートフォンを活用して事前課題を実施しているようであるが、スマートフ
ォンでは視聴困難な教材コンテンツも含まれているため、アクセス環境の整備は引き続き検討が必要な

課題である。

上記調査時に指摘の多かった動作環境の不具合については、視聴可能な動作環境をリスト化し、質疑

への回答とともに研修時に配布し、利用環境に関する情報の周知徹底を行った。また、自宅にPCがな
く、勤務前後に職場での事前課題実施が不可能な看護職員に対しては、個別に看護キャリアセンターPC
での事前課題実施や iPad貸出による事前課題実施を呼びかけ、不利益を被らないよう配慮を行った。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

【看護職員年間eラーニング教材の活用状況】

20 

， :静脈注射教育プログラム模擾試験公開時期
. :新卒看護職員事前課題実施時期

・視聴人数(人)新人{既寧含む)
140 

120 

視 100
聴
人
数回

棒
グ

内

U

《

u

r

o

a

崎

ラ
フ
{
人
)
】

。
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

九州大学Web学習システム槙聴扶況

平成24年度九州大学Web学習システム内に保管している看護部 eラーニング教材は、新卒看護職員

延べ813名、 2年目以上看護職員延べ249名、合計 1，062名が活用している。平成24年4月より Web学

習システムパージョンアップが実施され、旧システム同様の比較が出来ず、年問視聴回数は示せないが、

静脈注射教育プログラムの筆記試験対策模擬試験では、対象者の82.8%がeラーニングを平均2.73囲

活用し、静脈注射に関する知識確認ツールとして活用している。事前課題学習ツールとしては、実際に

事前課題で eラーニング教材を利用したほぽ 100%の新卒看護職員が「演習に役に立つJ r今後の業務
に必要な知識修得J r看護技術の向上J r研修理解深化」に有益であると評価している。また、各部署
で新人教育を担当している教育担当指導者98%からも「事前課題は新卒看護職員の自己学習に有益であ

る」と評価されている。

l平成25年度の方向性課題)
地域貢献としての九大Nursinge"roomは、登録者、評価ともにまだ少数であるため、有効な広報活

動が今後の課題である。利用者のニーズを把握し、内容の充実や利用者拡大に努めていく。

eラーニングは、研修や演習に関して有効であるという意見が多く、引き続き活用を勧めていく。そ

のためには、内容の追加、更新を適宜行っていく必要がある。新人看護職員調査より、スマートフォン

やタブレット端末所有者の増加は明らかであり、今後もこれらに対応し、より快適な環境で利用できる

コンテンツの作成や整備を行っていく必要がある。また、新人職員以外の研修時にも課題や資料を作成

し活用する機会を作り、 PC等操作が苦手な職員が相談できる場等を提供することによって、 eラーニン
グ利用者拡大を図る。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

〈4)シミュレーション・トレー二ング

( 平成岬度計画 ) 

看護実践力

シミュレーション・卜レ一二ンヲ
目的 :看護鴎員が、自主的に医療用シミュレーターを用いで学習
することによって、臨床¢活護実践力の定着・向上を目指す

苅象 :全看護蔵員

建所 :スキルトレーニングセンター

日時 :月 ・水の10:α:r--17:∞金の10:α〉叶9:∞
1固1コースにつき1~1 _5時間のトレーニング

人数 :同コース3人まで可 〈専属インストラクター1名のもと〉

費用 :①2α刃用徴収にて年度内のトレー二ング費用は無料
~4固固までは1 固仁つきま刃円徴収、以降は無料

-・実竃1J 10t~ιa‘'1D :I..'".. 

<目標>

【トレー二ング項目】

Aコース :含診厭注射含鐸血
Bコース :密度下注包含節肉注担金申。語脈注包鋳入部ケア
Cコース -，全体位変鎮含寝衣交銀 ~全身湾鉱

@部分浴含洗霊

Dコース :企 事尿 含尿道雷賓カデーテル錆入3涜臨
@踊便含直島内与薬舎人工E門のケア

Eコース :含口・ 重量笹 ・気管内駁弓l
2ごまE管業麓 〈経S言力テーテル・胃筆 〉

Fコース :患者急変苅庖〈各項目1時間〉
企~æ図・ +二審事。電図
~フィジカルアセスメント暦般
金フィジカルアセスメント信

~AED ・ 0肺蛋生・ 錆管分回
念総合〈フィジカルアセスメン卜~報告〉

※釜本的~1 自のトレーニング1 コース仁ついて演習 ・ 指電車
~?Dt".&.J帽向夕刊砂 〈包し*望によりコース内項目d溜~ ・ 追加は鱈議員量〉

・地域貢献や看護学生への取組み拡大として、シミュレーション・トレーニング提供対象者を地域看護

職員や九州大学医学部保健学科看護学専攻に拡大して提供する。

平成24年度実施進捗状況

院内看護師向けシミュレーション・トレーニング内容を一部改編して看護学生向け、地域看護職員向け

シミュレーション・トレーニングを提供開始。

(地域看護職員:平成24年 7月、看護学生:平成 24年8月)

平成24年度看護実践力の定着 ・向上にむけだ学習ツール

一看護学生対象シミュレーション ・トレーニングー

議キャリアセンター

ブロッサム関mプロジェクト事務局
1.目的

替護学室が、専属インストラクター〈看護締)指導の下、自主的に医療用シミュレーターを用いて学醤

することにより、基礎~U重過程で学んだ知議 ・筏術を、臨床の婦で展開できるよう理諭と肴議実録を統合

さぜる

2.対象

九州大学医学部保健学科書獲学生

3.11所

九州大学病院ウ工ストウイング3階クリ二刀ルスキルトレーニングセンター

4.日時

オ 〉 月・水の 10 ・ 00~17:00まで 金は 10:00~ 19 : 00まで

※l旦し、スキルトレーニングセンターの予約状況等で変動あり

2) 1 回 1 コースにつき 1~1 .5 時間のトレーニングが弓能

※但し予約状況により同日2跨間以よのトレーニングち司能

※個人レベルによりトレーニング時間の延畏 ・短縮あり

5.学習費用

1)無料

6. トレー二ング内寄

【コース別項目]

Aコース体温・脈拍.1Jll!11}'血圧測定

Bコース体位変倹寝衣交l員全身漕!it(繍波ライン/呼吸器回路等有・無〉

Cコース 部分浴 〈手足浴〉 洗髭軍による洗

Dコース m池介悶 (尿器・便器 おむつ交!負・陰部洗浄〉
Eコースー保血

Fコース皮下注射筋肉注射

Gコース 愈者急変対応 (事的資料あり、各約1.5時間要〉

①Is¥=電図・ 12廊噂也、電図

②フィジ力ルアセスメント 昭服

③フィジ力ルアセスメン卜 循環

④AEO・。腕蘇生

⑤総合 (①~④までトレーニング修了者のみ〉
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1.目的

平成24年度看護実践力の定着・向上にむけた学習ツール

一地鼠看護軍書員対象シミュレーション・トレー二ングー

看護キャリアセンター

ブロッサム関宿プロジェクト事務局

地鼠看護闘員が、専属インストラクター 〈看護師〉指導の下、自主的に医療用シミュレーターを用いて

学習することによって、臨床の告誠実録力の定着・向上を田沼~.

2.苅象

地鼠雪1聾闘員

3.錫所

九州大学鈎院ウエストウイング3階クリ二力ルスキルトレーニングセンター

4.日時

1)第2・4月曜日 ①9:00~12 : 00 ②13αコ~16αコ

5.学習賞用

(トレーニングセンターの予約状況にて変更ありーHPにて案内〉
※個人レベルによりトレーニング時間の延長 ・短縮あり

1)資料 ・消耗昂代として、 1固3筒悶10αコ円を徴収

6. トレーニング内窓

[コース別項目]

Aコース探血静脈注射

Bコース皮下注射筋肉注射中I~\静脈注射1帯入部ケ?

Cコース導尿尿道留置カテーテル帰入

Dコース :人工庇門ケ?

Eコース 口白腔 ・気管内吸ヨ| 経管栄箆 (綬鋒胃力テーテル・胃痩〉

Fコース 患者急変苅応 〈事前資料あり、各約1.5時要〉

①Jl'，¥'is図・ 12修理事。電図

②フィジ力ルアセスメント:og!吸

③フィジカルアセスメント:循環

④IAED ・ ~肺蘇笠・帰管介鈎

⑤総合〈①~④までトレーニング修了者のみ〉

※希望のコースを選択可能 ( 2~3コース/3 時間 トレーニング可能〕

例〉午前 (C・0・Eコース〉のみ/計3時間 1α)()円

午後 (B.0コース〉のみ/計3崎間 10∞ 円

午前 (A'Bコース〉午後 (Fコース①・②)/針 6時間2α)Q円

午前 (Fコース①・②〉午後 (Fコース③ ・④ ・⑤)/計6時悶2α)()円



E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成24年度成果

①院内看護職員シミュレーション・トレーニング参加

【平成24年累計利用者数 (4/1rv2/29)】
【部署別参加者累計人数(人)】 【演習項目別参加者人数(人)】

ウエストウィング 13 

南棟5階ー1 2 

南棟7階ー1

南棟7階一2 9 

南棟8階 9 

南棟11階 6 

北棟外来4・5
北棟7階一1 15 

北棟8階-2 15 

北棟9階 5 

北棟11階 11 

CCU/ハイケア 5 

放部・光学医療 4 

総合外来 4 

看護部 5 

計 105 

【経験年数別累計人数】

1年目 18 

2年目 33 

3年目 10 

4年目 3 

5年目 。
6年目以降 41 

計 105 

-
E
5
一
3
-
3
-
o
-
6
-
6
-
6
-
o
-
o
-
7
-
9
-
4
-
o
-
o
一
2
一叩一

6

41 

16 

10 

6 

152 

院内延ベトレーニング提供時間 239時間

院内看瞳職員の自己の時聞を活用してのシミュレーション・トレーニング重量加状況は、内科系病様である「北

棟』看護職員の参加が延べ参加者数の30.9%(152人中47人)を占めている。参加コースでは55.3%(152 
人中84人)がFコース(患者急変コース)に参加している。参加者の経験年数では何年目以降」の看護職
員の参加が39.0%(105人中41人)を占めているa 次いで r2年目」看護職員が多い。
※1名の参加者が複数のコースに参加しているため、演習項目別参加者数は延べ参加者数を示す。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

《トレー二ング後アンケー卜集計結果年度比較>>(22年度n二 64 23年度n二 63 24年度n二 37)

トレーニング利用時間

夜勤前

夜勤終了後

休日

その他(日勤終了後)

o 10 20 30 40 50 

トレーニング料金

o 10 20 30 40 50 60 

安い

妥当である

高い

とても役立った

役立った

あまり役立たなかった

全く役立たなかった

実践への役立ち

o 10 20 30 40 50 60 

.22年度

・23年度
・24年度

.22年度

・23年度
・24年度

.22年度

・23年度
・24年度

《トレー二ング後の意見・感想自由記述より抜粋》

トレーニング日時設定

o 10 20 30 40 50 

少ない

現在のままでよい

多い

トレーニング利用動機(複数回答可)

o 10 20 30 40 50 

自らの希望

プリセプターと話し合って

師長・副師長に言われて

今後の利用希望

。 20 40 60 80 

行いたいと思う

どちらでもよい

行いたくない

・集合研修の時よりも詳しく教えて頂いて、とても分かりやすかったです。また参加したいと思います。質

問にも丁寧に答えて頂いて嬉しかったです。お忙しい中、ご指導有難うございました。 (1年目〉

・すごくわかりやすかったです。質問もしやすくて自分が疑問に思っていたことも解決できました、有難う
ございました。 (2年目〉

・実践から離れて不安に思うところが多いですが、復帰前にトレー二ングを受けることができて気持にも余

裕ができたと思います。今後機会があれば受講したいと思います。(育児復帰支援〉

・分かりゃすくてとても良い勉強になりました。 (7年目〉

.Aコース ・Bコース ・cコース ・Dコース ・Eコース ・Fコース ・Gコース

平成22年度

平成23年度

平成24年度

※2月29日時点

(23年度よりFコース内)
o 50 100 150 200 2501 

.22年度

・23年度
・24年度

.22年度

・23年度
・24年度

.22年度

・23年度
・24年度

平成22年度のトレーニング開始以降、平成 22年度延べ 163人、平成 23年度は延べ 238人、平成 24

年度は2月末時点で 152人が看護技術の補完として自己演習に参加している。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

②地域看護職員・看護学生シミュレーション・トレーニング公開による地域貢献

【地域貢献】 延べ学生15名 + 地域看護蹴員9名

提供日 対象 属性 人数 トレー二ング内容 時間

8/8 3年生 2名
部分浴〈手足浴)・洗髪車による洗髪・

2時間
12誘導I伽電図

9/14 3年生 2名
排池介朗・フィジ力ルアセスメン卜

5時間
〈睡眠・循環〉

9/21 3年生 2名 体位変換・寝衣受換・全身清拭 1時間

9/21 3年生 2名 体位変換・寝衣交換・全身;胃拭 1時間

看

護
9/26 

九大保健学科
3年生 2名

体位変換・寝衣交換・全身清拭・排池
4時間

品ず副ー 看護学生 介助・洗髪

生

10/5 4年生 1名 体温・脈拍・睡眠・血圧測定 3.5時間

10/10 4年生 1名 体位変換・寝衣交換 2時間

10/17 4年生 1名 体位変換・寝衣交換 2時間

10/17 3年生 2名 体位蛮換・寝衣交換・全身清拭 2時間

九大保健学科看護学生対象シミュレーション・トレーニング延べ提供時間 37.5時間
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

提供目 対象 属性 人数 トレー二ング内容 時間

l山電図・ 12誘導I~\電図・

8/20 
医療法人優なぎ会 16年目

1名
フィジカルアセスメント〈醇吸・

6.5時間雁の巣病院 看護師 循環〉・AED・山肺蘇生・挿管
介悶

-福岡医科歯科太
18年目

筋注・皮下注・ストーマ・吸引・
9/10 -和仁会 27年目 2名

フィジカルアセスメント
6.5時間

地 看護師

域
2年目

静注・筋注・ストーマ・フィジ力
看 10/1 熊本山鹿市 1名 ルアセスメント(昭吸・循環〉 6.5時間
護

看護師
挿管介朗

職
2"'4 

i白電図・ 12誘導I~\電図・
平成25年 特定医療法人

フィジ力ルアセスメント〈昭吸・
1/28 八木厚生会 年目 4名

循原〉・ AED ・ I~\肺蘇生・挿管
6.5時間

八木病院 看護師
介駒

2/25 
医療法人永聖会 20年目

1名 l山電図 3時間
松田病院 看護師

地域看護職対象シミュレーション・トレー二ング延べ提供時間 55時間
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

《トレー二ングのアンケー卜集計結果(看護学生・地域看護職)>> 

料金設定 目的達成度

生

域

学

地
-高い 生

域

学

地

-果たせた

0% 50% 100% 0% 50% 

-どちらともいえ

ない

・果たせなかっ

Tこ

-妥当

・安い

100% 

実践への役立ち 今後の利用希望

-役立った

生

域

学

地

-思う

生

域

学

地

-とても役立った

100% 
-あまり役立たな

かっTこ

-どちらでもよ

い

・思わない
0% 50% 0% 50% 100% 

《トレー二ング参加後の意見・感想の自由記述より抜粋》

学生 地域

臨床で行われている実践的な練習ができ、とても良か l
|勉強不足でしたが、シミュレーション・トレーこ

った。看護師さんは優しく丁寧に教えてくださったの|
|ングに参加できて良かったです。今回の研修を基

で、充実した時間となった。今後ち是非参加したいと|
|に勉強と仕事に役立てていきます。

思ったので、宜しくお願い致します。 I

実習前に体位変換、寝衣交換、全皐清拭など基本的な

看護技術を学べてよかったです。またこのような基本|非常に分かり易かった。少人数だったためシミユ

的な事がちゃんと出来ていない自分にも気づくこと|レーションもゆっくりできたので良かったと思
ができました、実習に向けて復習が大切だと思いまし|う。

た。

とても分かりやすかったです。実習の現場で役立つよ|とても分かりやすく楽しく学ぶことができまし

うに設定まで作ってくれて今後ここで学んだことを|た。色々と気になることも聞くことができて良か

活かして実践していきたいと思います。 Iったです。有難うございました。

患者さんの状況設定をしてくれて、より臨床に近い状

態で行えたのでとても勉強になりました。また看護の

経験が多い看護師さんが患者さんになって意見を言

ってくれたので、普段自分たち同士で練習したときに

わからないことに気付けてよかったです。ありがとう

ございました。

また是非トレー二ングを受けさせて頂きたい
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成1

平成24年度4月から 2月末日時点までの専属インストラクターによる院内看護職員・看護学生・地

域看護職向け延ベトレーニング提供時聞は合計294時間で昨年度 154時間の1.9倍に上っている。

院内における今年度新規利用者は45名で、参加者全体の42.9%を占めており、残りの 57.1%の参加

者は昨年度までに参加した経験のある看護職員が占めている。また、今年度新規利用者45名の内、更

に2回以上のトレ}ニング利用者は27名で60%がリピータ}となっている(昨年度22名、リピ}ト率

33%)。参加後のアンケート結果から、トレーニング満足度が高く、実践への役立ちが評価されている

ことから、 l度参加した利用者が自己の成長に役立つトレーニングであると考えて、繰り返しの参加が

増加しているのではないかと考えられる。また部署の教育計画の中で、シミュレーション・トレーニン

グの活用を年間計画に組み込んでいる部署もあり、看護職員の看護実践能力向上に役立つトレーニング

として認知され、参加を推薦する声が増えてきている。

また、今年度より九州大学医学部保健学科看護学専攻の学生と地域看護職対象のシミュレ}ション・

トレーングを開始した。専属インストラクターは、トレーェング提供の事前準備として、保健学科看護

学専攻2年次の基礎看護学実習を見学し、学生のレディネス把握と学生への指導方法を学び、看護基礎

教育課程での学習と継続性のあるトレーニングとなるよう考慮した上で看護学生のシミュレーション・

トレーニング提供を開始した。その結果、学生は延べ 15名の参加があり、うち 8害jが基礎実習前の3

年次生であった。トレーニング項目は体位変換・寝衣交換ー全身滑拭を希望していたこと、臨地実習で

の実際の患者対応を不安に感じている学生が多かったことから、シミュレータ(患者モデル)を使用せ

ずに学生同士で、あるいは模擬愚者をスタップが行い、場面設定をしたシナリオシミュレーション・ト

レーニングを実施し、それぞれの看護技術だけでなく、生身の患者とのコミュニケーション技法につい

ても学べるように工夫した。学生からは「実習前の心構えができたJ r実習への不安が軽減した」なE
の声が聞かれ、参加者全員が「トレーニング参加の目標を達成でき、実習に役に立つJと評価しており、

トレーニング参加が実習へのそチベーションアップと事前学習に有効的であったのではないかと考え

られる。
地域看護職に対しては、 HPや地域公開講義、講演会でトレーニング内容と参加呼びかけの広報を行

い、トレーニング公開を開始した7月以降、トレーニング提供可能日 8日(平成24年7月~平成25年

2月まで各月 1日を設定)のうち、 5日間で5施設官名の参加を得ることができた。参加者の看護師経

験年数は 2~27 年と幅広く、参加したトレーニング項目も多岐に亘った。トレーニングによっては事前

資料を送付していたが、参加者のレディネスは様々であり、トレーニング時聞が超過することも多く、

専属インストラクターは、トレーニングの進め方や指導方法の難しさを改めて実感している。参加者の

アンケートでは、学生と同じく参加者全員が「トレーニングの目的達成度も高く、満足感の得られた内

容だった」と高く評価している。

専属インストラクターは、全てのシミュレーション・トレーニングを担当しており、看護学生向けに

トレーニングを提供する際には、事前に実習見学を通して、学生のレディネス・指導方法を学ぶなど指

導者としての研鎖を行っている。指導者としての指導スキルを可視化し、より科学的根拠に基づいた指

導を提供できるよう、上記インストラクターは、今年度アメリカ心臓協会BLSヘルスケアプロパイダ
ーのインストラクター資格を取得、インストラタショナルスキルを養っている。また、 2領域(救急5看

護・感染対策)の院内認定育成研修に参加し、院内で統一された指導がシミュレーション・トレーニン

グでも提供できるよう知識と理解を深めた。

|平成25年度の方向性課題 j
シミュレ}ション・トレ}ニングが徐々に周知されてくるようになり、院内での活用も増加してきて

いるが、新規利用者は昨年度と比較すると減少(平成23年度66入、 24年度45人)しているため、再

度プログラム内容について検討を行い、需要に応じたトレ}ニングが提供できるようトレ}ニング内容

を拡充し、広報活動を推進させ、トレーニング未参加者の利用を促進していく。

平成24年度はトレーニング提供対象を看護学専攻学生と地域看護職へと拡大した結果、反響は大き

く、参加者からのトレーニング評価も高いものであった。そのため、広報活動を拡げていけば、今後も

需用が増えると予測できる。現在の広報活動は本プロジェクトや看護部HPでの情報公開、講演会や講
習会開催時の郵送案内や参加者への告知など、限定された範囲での広報活動に留まっているため、より

多くの地域看護職の自律した看護実践能力向上に貢献するためにも効果的広報活動を検討する。

トレーニング提供環境として、現在トレーニングを提供している研修室は他部門と共有で利用してお

り、トレーニング提供可能日数は限られている(平成24年4月~平成25年2月まででは67日間で実

働稼働率は70.1%であった)。指導者役割を担っている専属インストラクターは、 300時間近くのトレ

ーニングを 1名で担当しており、より多くの利用者需要に対応していくには、研修室やマンパワーの確

保などの課題が挙げられるため、プログラム設定から見直し、企画・運営方法を改編していく必要があ

る。
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〈5)部署閏研修

l 平成昨度実施計画 ) 

平成23年度より、配属部署の業務では臨床での実践や見学の機会がなく、向上が困難な看護技術項

目を経験・見学し、補完する「部署間研修」を特殊部署(手術部・ ICU/救命ICU)を除く 2年目看護職

員を対象に開始した。

一一入職18か月後(N=72) 一一入職24か月後(N=69)

3.排池援助技術

4.活動、休息援助の銭術

5.清潔・衣生活援助技術

6.呼吸・循環を整える技術

2: 救命救急の技空ナ~ミ~.創傷管理技術

B.年薬の技術
平成22年度新卒者恒職員l部署間研修』後の看檀技術修得状況変化

1 :知識としてわかる 2:演習でできる 3 :指導のもとでできる 4:一人でできる

部署間研修実施後の入職 24か月後の看護技術修得状況変化を把握した結果、 「救命救急の技術Jr死
亡時の看護」領域の修得向上に繋がった。また、配属部署では経験しない看護技術や看護ケアを見学・

体験することで、「自部署に患者さんが到着するまでの看護ケアの流れが僻眼的につかむことができる」、

「自部署で提供している看護ケアの重要性、繋がりを再確認できる」と高評価を得たことより、平成24

年度は、 2年目全看護職員を研修対象として「部署問研修Jを開催する。 r部署問研修」の目的は以下
3点である。

【目的】

・配属部署で経験できない看護技術ケアを学び、臨床看護実践能力の向上に活かす0

・配属部署で経験できない看護技術について経験し、指導のもとできるようになる。

・配属部署で経験できない看護技術について見学を行い、知識や実践方法の理解を深める。

l 平成咋度実施進捗状況 ) 

平成23年度より一般病棟では経験できない看護技術の補完を目的に一般病棟から特殊部署への部署

間研修を開始した。平成24年度は、対象者を入職2年目(=平成23年度新卒入職看護職員)86名全員

とし、部署間研修の場を一般病棟配属看護職員の研修先は、 rICU/救命ICUJ r手術部」の 2部署とし

た。特殊部署である rICU/救命 ICUJ r手術部」の看護職員は、 rICU/救命 ICUJまたは「手術部J (配

属してないどちらかの部署)と「一般病棟」の 2部署を研修先として部署間研修を行った。

平成24年度の2年目看護職員 rICU/救命ICUJ、 「手術部」、 「一般病棟」への研修参加者は以下の

通りである。

~ ICUI救命ICU 手術部 一般病棟

研修参加者 86名 85名 1 3名
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| 平成岬度成果 ) 

①部署間研修での学び
研修参加者には事前に研修参加の目標を 1人ずつ設定した上で研修に臨み、参加後はその達成状況や

実施項目を確認している。

ICUI救命ICUでの研修
参加者は86名中 86名
(100%)、手術部での研
修参加者は85名中84名

部署間研修目標達成状況

0% 20施 40覧 60% 80% 100% 

(99%)、一般病棟での

研修参加者は 13名中 13
名 (100%)と参加者のほ
とんどが目標を達成でき

た、ほぽ達成できたと高

ICU/救命ICU(n=86) I 35 ・ーーーーーーーーー |口達成できた

い評価を得ている。

参加者ほぽ全員が部署間

研修の目標達成

手術部(n=85)

病棟(n=13)

【ICU/救命 ICUで見学及び実施できた項目】

(人)
見学及び実施項目(ICU・救命ICU)

100 

80 

60 

40 

20 

。

く研修後レポートより自由記載〉

.，まぽ達成できた

ロあまり達成できなかった

口達成できなかった

-お互いがコミュニケーションをとりあって、 Ns、Drがチームとなり医療・看護を提供していると

感じた。

・モニタ 1)ンゲはしであるが、実際に触ったり聴診したりして状態をアセスンメントすることが大切で

あり、少しの変化も見逃さないようにすることが大切であると学ぶことができた。

・意識レベルが低い患者こそ表情や言動により注意し、高いコミュニケーションが必要だと思った。

・看護師一人一人の意識・知識・技術などあらゆるものを必要とする場であるということを再認識した。

自分も政めて勉強しなおす必要があると思った。他部暑での研修を通して、今の病棟でどのように働

く必要があるか、目標を見直すいい機会になった。

-看護師のひとつひとつの行為が患者の生命に大きく影響するζとを最も強く感じた。

-自分の今後の進路を考えるにあたり、 ζの研修はよい材料になる意義のあるものだった。
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【手術部で見学及び実施できた項目】

見学及び実施項目(手術部)(人)
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20 
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。

<研修後レポートより自由記載>

-何度も介助の機会を与えていただき満足感を得ることができた。呼吸管理という重要な技術を実践で

きたことが最も嬉しく、わかりやすい指導で根拠のある振り返りができよかったo

-医療者がコミュニケーションをとりあい、スタッフのストレスが少なくなるような職場作りを行って

いくことも大切だと感じた。

-病棟とは違う面での観察点を知ることで、今まで以上に部署聞での情報共有ができればよいと考えた。

学びを活かし手術に臨む患者に携わっていきたい。

-他職種と協力して患者を治療していく必要性を感じた。他職種と連携できるように橋渡しをしていく

役割があると感じた。

-器具の多様性や術式の違いを把握したりと非常に専門性の高い看護が求められると思ったo 手術室は

お互いの専門性が求められる分野であり、職種聞でのコミュニケーションが大切だと思ったo

-他部署で働いている看護師を見て刺激を受けたため、このモチベーションを維持しながら病棟での看

護にあたりたい。

【病棟で見学及び実施できた項目】

見学及び実施項目 (病棟)
(人)

12 

10 

入

オ
入リ

時ン
のテ
対|
応シ

<研修後レポートより自由記載>

• 1人だけで患者の安全を守るのは難しく、スタッフ聞で情報を共有しチームで看護を行なうことが大
変重要であると学んだ。

-病棟では患者のペースに合わせ業務を行なわなければなく、患者との信頼関係の構築の重要性を改め

て感じた。

-多数の方が手術を経験され全ての方に共通したことが「痛い」という言葉だった。侵襲を伴う治療に

対し、患者の精神面への介入が看護師の役割として大事だと学んだ。

-術前訪問時に不安を表出する患者もいるが、思っていた以上に患者の不安が強いと感じた。病棟看護

師は患者が思いを表出できるように関わっていた。今回感じた患者の不安を少しでも軽減できるよう

な関わりをしたい。
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IICU/救命 ICUJ I手術部」における部署間研修では一般病棟では経験困難である「呼吸・循環を整え

る技術J I救命救急の技術」領域の看護技術を見学及び実施ができている。また「一般病棟」において

は「手術搬入時・帰室時の看護」に加え「清潔・衣生活援助技術J I活動、休息援助の技術J I環境整

備の技術」の領域の看護技術を体験できている。

研修後レポートの自由記載でも「他部署の看護師の姿を見て刺激を受けたため、このモチベーション

を維持しながら病棟での看護にあたりたしリ 「自分の今後の進路を考えるにあたりこの研修は意義ある

ものだった」など看護技術の修得だけでなく、看護職員のモチベーション向上や個々のキャリア設計に

も影響を及ぼしている。

②部署間研修参加による看護技術修得度変化

【部署間研修前後の看護技術修得度の比較:平成24年度入職2年目看護職員】

11.苦痛の緩和・安楽確保の技術

H24部署間研修前後

当院の看護職員の弱い 「呼吸・循環

を整える技術J r救命救急の看護」
領域の強化に貢献

1.環境整備技術
4.Q_D---.量

2.食事援助技術
ーー・入職18か月
(n=93) 

3.排j世援助技術
ーー・入職24か月
(n=92) 

4.活動・休息援助の技術

5清潔・衣生活援助技術

4:一人でできる 3:指導のもとでできる 2:演習でできる 1 :知識としてわかる

※上記レーダーチャートは比較対照が分かりやすいよう 2点を起点としている。

毎年技術修得度の低かった「呼吸・循環を整える技術J I救命救急の看護」領域の強化を図る教育研

修プログラムとして、部署間研修を企画・実施している。平成 24年度は、その部署間研修前後で「呼

吸・循環を整える技術」においては研修参加前:3.37ポイントから研修参加後:3.63ポイント、 「救

命救急の技術」においては研修参加前:3.01ポイントから研修参加後:3.40ポイントへの技術の修得

度が高くなり、入職2年目看護職員の看護技術修得度は向上しており、効果の高い研修となっている。

【部署間研修前後の看護技術修得度の比較:平成23年度と平成24年度入職2年目看護職員比較】

1.環境整備技術
4.00-喧---

11.苦痛の緩和・安楽確保の技術

8.与薬の技術

2.食事援助技術

ーーーH23.入職24ヶ月
(n=69) 

ーーH24.入職24か月
3.排濫援助技術 (n=92) 

4.活動、休息援助の技術

5.清潔・衣生活援助技術

6.呼吸・循環を整える技術

7.創傷管理技術

4:一人でできる 3:指導のもとでできる 2:演習でできる 1 :知識としてわかる

※上記レーダーチャートは比較対照が分かりやすいよう 2点を起点としている。
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「部署間研修jを開始した平成 23年度、 24年度の 2年目看護職員の入職 24か月後の看護技術修得度

を比較する在、 「救命救急の看護」領域の看護技術修得度の一層の強化に繋がっている。両年度とも、

ほぽ同じ研修環境・内容の教育研修プログラムを受けているが、平成24年度2年目看護職員には、入

職 l年目 2月に「救命救急の看護j領域強化を目的に「急変時の看護」研修を追加開催している。その

ため、入職 12か月後の看護技術修得度時点で 1ポイント近くの差が生じていたことから、 24か月後の

修得状況での差異に繋がっているようである。部署間研修参加前後のポイントの差は平成23年度:O. 46 

ポイントの向上、平成24年度・ 0.39ポイントの向上となっている。この結果より、両年度とも部署間

研修は、看護技術修得向上に有益な研修であると考えられる。

i平成お年度の方向性課題 l 
部署間研修は平成23年度からの取り組みであるが、2か年とも研修参加者には目標達成度の高い効果

的な研修として評価されている。研修参加者にとっては日常業務で経験・見学ができない看護技術項目

の実践機会としての研修だけでなく、自己の看護技術やケアの振り返りや実践カの必要性を再認識する

機会にもなり、職務へのそチベーションを向上させる効果が得られている。これらの結果より平成 24

年度はその対象者を入職2年目全員に拡大し、 r1∞/救命 1CUJ r手術部」の看護職員も配属していな

い特殊部暑と「一般病棟jへの部署間研修を行った。平成25年度はさらに部署問研修の対象者・対象

部署を細分化し、主に新生児の看護ケアを提供している rN1CU/G叩」の看護職員は、特殊部署である rlcUI

救命ICUJ r手術部Jの他に、 「一般病棟j に赴く「部署間研修Jを行い、日常業務では経験できない

成人患者への看護技術・ケアの提供を体験できるよう実施する。
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新人看護師育成プログラム成果・効果

(1 )看護技術修得度チェックによる看護技術修得度蛮化

【評価の基準】

1 :知識としてわかる 2:演習でできる 3:指導のもとでできる 4:一人でできる
上記評価基準「知識としてわかるJをl点、 「演習でできる」を2点、 「指導のもとでできる」を3

点、 「一人でできる」を4点と配点し、 14領域99項目の平均点の一覧を示す。

評価益準平地点

領補 到達目橿
項目

項目肉容 入鵬時 入鴎脅か月暑号

λ('NE=t121か3】月(N=118) (N=116) 

1現場董備技術 d温慮、橿慮、操先、具軍、風昔、 以下の』とに注怠して病室肉の環横が霊えられる.
3.41 3.91 s田島唖由宣肉盤惜骨骨蔓生活環境調盤 (温度、温度.換気、操光、臭気、.音}

111臥床庖宥、手術後白血者‘骨
2 クローズドペ竺. 3.39 3.73 3.90 捜養生婿環境聾.

信同ψFメーキ〉グ s l庖者が臥床したままでのシ弓岐畿ができる. 2.95 3.53 3.86 
111:臥鹿島者@ベッドメーキ〉グ

l患(ペ者vのF柵安、静サ度ーやス活ヨ動ー範ル囲白を品考畢慮恥し出た環捜盤備ができる.4 3.24 3.74 3.93 

2食事橿助技術 (J)j量生活車橿 5 臥床患者や座位息宥に食事の，.・-介助ができる. 2.99 3.52 3.81 
iZ)j量事ゴト助
倒臥底息者、膚下降曹時ある息者 s 息者に遣した食生活肉容を理解し、患者〈患族)へ指噂がで者る. 1.94 2.62 3.a 
@食事介助

.陸または閏寝から経管謙聾の実施ができる. 1.78 3.19 @崎!，，~，益 7 2.83 

3.癖耀援助技術 ①自僚惇』量・倖僅彊勘〈犀曇・僅ー s 床上安静息者の白壁豊里喧h豊重量(尿暑・便器)ができる. 2.56 3.34 2目77
介駒、可能な眼目おむつを

ー

|ポータフルドfレを用いた ~i 2.66 3.42 3.78 周L唱も暢助壷宮む1
鳳者の.原(腸脱肉に貯留L..t:原をカテーテルを周いて 時的に信漉踊 1目 1.73 2.74 3.30 哩獅ilt肉留置由子ーテル咽 甥導・排出させること)ができる.

指入k管理 11 間脱肉留置カテー予ルの挿入と管理を行なうことができる. 1.57 2.78 3.34 
直精便

12 |告書便困鰻な息者に.グリセリン漉・がで豊盈 1.83 3.18 3.80 喧瀦鳳
13 |自力でl な患者に摘便ができるl 1.43 zω 2.57 

4活動、休息侵助 (j)j修行合助・移副の舟助・移送 14 手術後や麻揮等で活動制限のある患宥へ歩行介助ができる 2.58 3.20 3.83 
の該術 @4体'1位①E及:11び!ZlI=:>~可、手術後、 15 体f章動瞳・移レベ動ル時低τ怠ム制訓勧動1.'-.腕高齢へ者の範蜘へのが椙で助曹1る. 2.52 3.23 3.64 

廊~活動1::.JIIilG)晶る
血者帯への実施 16 |血者香車相手!.;鹿島堂目的地まで移送で聖盈 3.45 3.91 3.95 
③園町可動幡町田直・』阻周症棋屑予防 17 車者をストレヲチヤーに移動させ目的地まで穆送できる. 2.98 3.72 3.96 
@e琳入眠副・睡眠師団地 18 手術後や麻舞毎で活町制限のある患者へ 1人でできる 2.28 3.12 3.54 -司書副に注定が必要な・者
へ由援助

19 B(E早用期症障候床樽、予日防常の生た活めリのズ対ム績の銅が実盤施、関で節き可る動.域首~敏等) 2.23 2.90 2目454脚本羽.不動.情緒串安定、
定蹄lバル信τ、創静申、 音、光‘這度、温度.ベッドや寝具‘その他の院肉環境1::注意して.乳幼児、薗齢者秒、骨量量助 2目

|適切な圃毘環境の捷供ができる
2.84 3.62 3.91 

5.清潔・衣生活援助 d澗拭 21 I~ s目26 3.84 s目93
技術 ⑤@由口主聾腔ケ7 22 |λ浴介助(または泳浴)ができる 2.83 3.41 3.11 

@信晴入E婚分Rゴ陸干駒・陰部ケ7・おむつ変換
23 患者の扶餓に応じた挽量介助がで曹る. 2.83 3.63 3.81 

24 息者に扶態に応じた旦壁空空堅実施できる. 2.57 3.17 3.80 
@鴎衣実n骨密生活支jI.董曹

25 患者の状患に応じた洗面の介助ができる. 2.88 3.59 3.81 4同①Jb¥iolllll::-コいて.圭*刷を
宴する血弘ト:v-ν掃λ、 28 陰部ケア(陰部洗浄・膏剖洗浄)ができる. 2.70 3.51 3.84 
血清壷行・2ても喝血者等 21 |足浴や手浴ができる. 3.27 3.54 3.81 
へ四実施

28 |成人息者(または乳児や小児のおむつ交換ができる 2.80 3.55 s目88

29 臥床患者の寝衣支換ができる. 2.84 3.4自 3.84 

30 白昼且 .M骨壷;;，. 2.67 3.74 3.93 
S呼吸・循環を q澄..  虫 31 酸素吸入癒躍が適切に実施できる 2.04 3.13 2目68
壷える技術 c2laヨI(気管内・回世肉'AII!肉〉

32 吸引(口腔内空轟旦塑2査聖車主昼ことができる. 1.86 2.78 3.21 喧陣ブライザ'-G)実施
@淋温圃盤 33 気管肉吸事I(締管中および気切孔のある患者)を実施する』と1ftできる. 1.53 2ω 2.73 
@淋位向~t-'.; 34 指示のあった患者に吸入の準備・実施ができる 1目82 3.08 2目74
⑤人工呼吸困管理

正常体温からの逸脱に対し、身体の冷却あるいは保温を行い体温を鯛霊する
35 
こldft"できる

2.84 3.83 3.88 

36 患者の状勉l二臨じた体位ドレナージを行うことができるa 1.99 2.53 2回目4

37 人工呼吸畢のアラームの対応ができるa 1.20 1.4自 1.82 
7創傷管理技術 制侮処置 38 無菌録作ができる.(セヲシや純.の取り扱い、ガーゼ変換時等] 2.62 3.37 3.71 

@鳩信開予防
39 ..予防のため{枕ク古ションを効果的に使用し)，体匡分散ができる 2.58 3.35 3.75 ③包帯II

患UI邑者幽の恒状轟愈ムに主応角じ巾たJ包字帯嘗2去‘を量実帯施‘で哩き帯る、.伸縮ネット包嘗など]40 1.74 2.12 2.55 

8与.の技術 d濯口車の与E匹、持周.の与車、 41 正確に与蔵が実施できる.(経口} 2.81 3.78 3.89 
直属肉与.

42 正確に与藁が実施できる.(点曜} 2.50 3.4自 2目88@皮下注射.筒肉肉注射、皮肉注射
正司Eに与轟が実施できる.(直掴} 1.83 3.10 s目63③嘩陣"。R肉肉注射、車胸静瞭肉注射 43 

情脈注射骨皐・.骨刷. 44 正確に与議が実施できる.(皮膚貼付帯lの貼付) 2.51 3.41 3.69 .lI 
45 注射器具を用いて薬剤を注入することができる.(皮下注射) 1.58 3.00 3.44 @幅縮北ゲ由皐債と曹理
注射曇奥を用いて.剤を注入する』とができる.(筋肉肉注射} 1.82 2.59 3.12 喧腫血の皐惜、幡血中司抽血佳 46 

の官竃 47 注射器具を用い主墾塑牽差A空昼ことができる.(皮肉差盤] 1.41 1.70 2日7
哩嵐a生，物質国用2位副作用m 注射器具を用いて薬剤を注入することができる.(静脈肉注射・点瀦静脈肉注射}

⑥イ='Jシ製剤oa..用量、 48 
*1年自の実施範囲へパ1)ン・生食ロッ夕、

1.54 3.05 3.69 
剛作用@観' *2年目以降量放針・点軒満置ラ針イのンが捕入あるを含場合むのワンシヨ型ト・点錨開始
喧漉聾の主作用、副作用の硯寓

@漉・血.. 液贈製の剤曹陸理曹【む膏〉麓・創_.鹿轟 49 cvc挿λ時の介助ができる 1.29 1.85 2.65 

50 cvc掃入部の組事およびドレッシング交盤ができる. 1.47 2.51 2目28

51 槍漉ルート1:::1:アがλらないよヨ1::.輸漉を自白たすことができる4 2.59 3.88 s目96

52 適切な速度で、輸液を滴下することができる.(自然滴下) 2.56 3.61 3.81 

53 適切な適度で.輸液を清下することができる.(輸液ポンコカ 1.97 3.48 3.82 

54 適切な適度で、輸液を滴下する』とができる.(シリンフ暗むコ乃 1.75 3.20 3.70 

55 槍血の種規に応じて準備ができる. 1.25 2.48 3.21 

56 ー・血の種短に応じて実施ができる.(観寝も含む} 1.23 2.45 3.23 

57 抗生物質の用法を哩解し‘副作用の観療ができる 1目62 2.88 2目59

58 指示された量のインスリンを正確l二按与することができる. 1.66 3.14 3.49 

59 インスリンの副作周を理解し観療ができる. 2.02 3.17 3.53 

80 |指示された塵墾杢正確な量適切皇室量空盤昼空きる. 1.30 2.57 3.18 

61 
特掠な農剤の管理方涼を理解ム取り扱う』とができる.

1目37 2.5& 3.14 
[審蔓.劃聾‘臨I!‘血漉鍾剤}
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静値基単平均点

領蟻 到遭目標
唖閏

項目内容 入聡時 入職8か月.~ 
入[.N=1121か3)月(N=118) (N=116) 

自救命救a処置 tD*.レベル咽把恒 62 JCSを使って意廊レベルの把撞ができる. 2.02 2.60 3目36
技術 @週E遭種保

気温聞事に陥った患者もし〈は、気遣閉.の可能性のある息者に対して、③人工呼吸 63 1.72 2.20 2.55 
@測観主~月l'7ザージ 気道在確保できる.
唱団，.揮嘗の車慣~刷 84 胸骨匡迫ができる. 1.88 2.29 2.87 
~ーム"~I/t-^co対応要箇 65 パッグ'，(ルブマスタを使用して人工呼吸を行うことができる. 1.53 2目25 2.63 

66 気管捕管の準備・4干助ができる. 1.17 1.70 2.19 

67 回見唖1Io1l'¥1IIIr" .チームメンパーへ 1.78 2.60 3.26 

10.症状・生体根能 ①パイ4何時イユパ呼吸.，帥・休息 68 虚人畠者tまたは/J、開・担調阻)の腫拍温室ができ.:iE常・昆常が朝司』量Fきるι 3.53 2田由自 3.98 
管理技術 -血圧』申鰻察k解駅

69 慮人患者{または小児・割幼虫)の岬IIUI室ができ.:iE曽・ .~ 3.45 3.82 3.96 

②③@湖身静体脈厩計血血画提の皐血と備噴と体検の体取H置い 70 成人患者{または小皿・乳幼児)の体温測定ができ正常・異常が担割量できる4 3.59 3.93 3.98 
白取H扱い 71 成人患者{または小児・現幼児)の血圧温室ができ‘正常・ 3.51 3.91 3.98 

⑤標血・犀償董白方11e;働体冊
72 成人息者{または小児・現幼児~身長・体重が測定で曹る 3.43 3.91 3.96 取り扱い

⑥血績・a定と唱障体@取り榎い 73 成人血者{または小周・乳幼児)の盤固が劃定で音る. 3.26 3.58 3.85 
⑦o.国王Zター・1211噂心電園司 74 静脈よ"橿血ができiー量体をEし〈取り担うことができる 1.40 1.81 3.38 
盤着・..

75 勘脈盤血の準値fj句き、積体を正し〈取り揖うことができるa 1.25 1目88 2.66 
IlÐitJ~^.オキシメー'ーによる掴定

76 水分出 2.09 3.47 3.86 

77 尿量や尿比置が割宣できE鍾ができる1 2.24 3.50 3.81 

78 簡易血魅償費器で血魅値の劃定ができるa 2.84 3.72 3.89 

79 心置園宅ー 1.92 3.34 3.81 

80 1211.心電園の肇着かできる， 1.85 2.16 2.87 

81 パルスオキシメ~ー春傭うでs回2ゆ劃'iÎ'ができる 3.55 3.97 4.00 

82 |草笛盗1::よL 2.31 3回目。 3目46

83 |聴診注によりE音の正常と異常が判断できる 2.40 3.09 3.62 

11.昔痛の鰻和・ tD*.な体位の保持 84 |患者の個別性や した体位の工夫を行うことができ盈 2.52 3.28 3.65 
安調E確保の後衛 哩調111・f.体安欝促進ケ7 85 庖者の安棄を目的とした温..~量・冷.. 窟を適切に使用できる. 2.70 2回自由 2目87i3l'Jラヲセ-!ンョン

患者の心身の緊彊を留置和できるような方法壷蝿供できる. 2.41 3.19 3.71 @精神的安寧壷保つため@宥慣ケ7 86 

87 |庖整者量る側こ止みがやで習者慣るを聞取り入械がら心身の臨時てる舗環蹄 2.50 3.25 3.77 

12..錆防止 tD>..タシグ Fプリ~唱シ咽嘩予臨曹
88 .自監の種類によって適切な防穏用具を使用できる. 2.88 3.48 3.8畳

の技術
の裏.】
軍晦贋な闘霞恩典【手瞳、ゴータル. 89 衛生学的手涜いができる. 3.77 3.97 4.00 ガウシ等.)11)量担
哩圃酋圃揮の実革

自日 .黛盤廃棄物を他の廃棄物k区別い分別する;::cができる. 3.25 3.89 3.99 
直酒u・.. 帥・@掴童1<:lII?た量也障
E包砂晶、

91 
滅菌あるいは消毒された物品や清潔に保たなければいけない部位を

2.88 3.59 3.87 置制調~敏腕Jt剥需@鼻血~.時刻し 細菌に汚換されないように、取り録うことができる.
事鎗・e対官
喧障措・繍.・園薗の壇切な量製 92 針刺レ事故防止策を実施できる. 2.89 3.77 3.98 

13.安全確保 任湯田陣防止国手順に沿った与裏 93 eつの問II:htに従い、与察することができる. 2.58 3.73 3.92 
の技術 ②且宥限値防止賢の実施

94 車宥鼠寵防止績を実施することができる. 2.74 3.90 3.97 
嘩@施灘剤個転・放落射防穂止・債・の防寛止櫨.0>実施 95 車宥をEり巻〈彊壇の量E瞳国平を点積し筆主主昼』とができる 2.50 3.38 3.74 

自由 不必要な放射織の被喝を防止する」とができる. 1.96 3.14 3.62 

97 |毒性の強い麓剰の・B防止ができる。 1.84 2.59 3.08 

14.死亡時の宥. 98 |量宥克亡時のま旗へのE 1.3日 1.58 2.0・
自由 |舛但壱轟し〈保ち で死後の処置を行うことができる 1.27 1.48 1.94 

全体平崎 2.32 3.13 3.51 

臨床現場で実際に必要とされる看護技術項目を勘案した上で提供している「看護実践研修」、悩みや

不安を同期入職看護職員同士で話し合い、ストレスマネジメントを学ぶ「フォローアップ研修」、多重

課題・時間切迫状況下で優先順位判断や自己の看護ケアを振り返り【気づく力】を向上させる「シミュ

レーション研修J、フィジカノレ・アセスメント力を強化する「フィジカノレアセスメント研修」等を年聞

を通して月 l回ベースで提供する新人看護職員教育研修プログラムを提供した。また、自律して学べる

eラーニング、シミュレーション・トレーニングを提供し集合研修、学習環境を充実させた結果、平成

24年度新卒看護職員の看護技術修得度は、 14領域 99項目全体平均で 1年間に1.19ポイント上昇し、

3.51点にまで到達した。

次ページからは、前述看護技術修得度チェック結果をレーダーチャート化した結果を示す。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

(2)平成24年度新卒看護職員看護技術修得状況 (14領域レーダーチャート・時期比較〉
一一入・時【悼''''1 - ).属Sか月聾【悼1坦l 一一λ・uかR・(.=1日1) 11∞蝿

12.盛隼防止の種情

11普痛由・和・安畠確保
の筏暢

叩症状・生体様相，.

街

1環境量備技術

駒田

切蝿

4.措置曲、体息援助の緯情

相%

6.JIII課.a生指揮助槙暢
20蝿

。，‘

-ー人でできる

・指噂のもとでできる

・演習でできる

・銅闘としてわかる

自.与司直骨盤街
入職時[N=l18) 入職6か月後[N=116)入職12か月後[N=113)

平成24年度新卒者霞E・員入.1年聞の看量技術修得核軍E 時期別看揖按術修得状況

14領域別に経時変化をみると、全領域において看護技術修得が拡大し、入職12か月後には、 「一人でできる』評価
が68.2%を占めている。

(3)到達目安と平成24年度新卒看護職員看護技術修得状況比較
ー-1年後の到達目安 ー一平成24年度入院Z年後

12.感染防止の技術

11.普痛の緩和・安来確保
の技術

10.症状・生体樋能管理

術

1.環境聾備技術

8.与薬の技術

2.食事援助技術

4.活動、休息援助の技術

5清潔・衣隼活援助技術

入車1年後の到達目安{平成24年度入職1年後との比較)

(4)新卒看護職員看護技術修得状況〈年度比較〉

ー一平成21年度:N=77-一平成22年度:N=78-一平成23年度:N=95-一平成24年度:N=113

1.環境重備技術

12.感築防止の技術

11.苦痛の緩和・安築確保
の技術

8.与薬の技術

2.食事撮助技術

4.活動、休息援助の掠衛

5.清潔・衣生活掻助技術

入職12か月後の看聾技術修得度比較(平成21，22，23，24年度)

平成23年度同様に高い看護技術修得状況を維持している。
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看護部教育附で精査した九州大
学病院看護部1年目看謹職員に

求められる看謹技術修得到達目

安(左記青線レーダー)と平成
24年度新卒看置職員入職1年後
の技術チェック結果(左記赤線レ

ーダー)を比較した結果、 14領
域中9領域は到達目安を上回る
看護技術修得に至っている。ま

た、「死亡時の看護』領域以外の
領塙では全領域到達目安に近い

修得に至っている.

新卒看護職員入職12か月後の看
霞技術修得状混を年度別に比較
した.
【平成21年度:青色】
・新人看置師育成プログラム
開始前

【平成22年度:赤色】
・プログラム取組み1年目。
.研修時期分散

・シミュレーター整備により

演習型研修櫨会増大
【平成23年度:黄緑色】
-プログラム取組み2年目
『急変時の看謹」研修新霞

-技術チェックリスト、評価基準
変更

• 1年目;看撞職員到達目安設定
【平成24年度:紫色】
・『意識レベルの評価と看麓』漬

習追加



E 各取組み事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

(5) r部署聞研修」参加後の看護技術修得蛮化状況〈再掲〉
一一入職18か月
(N=93) 

11普痛の緩和・安楽確保
の敏術

8.与藁の技術

一一入職24か月
(n =92) 

3.排灘振助技術

4.活動、休息援助の技術

5.清潔・衣生活援助敏術

平成23年度新卒看檀職員部署間研修後変化状況

一一一入職時 一一一入職6か丹後 一一入職12か月後 一一入職18か月 一一一入職24か月
(N~95) (N~95) (N~95) (N=93) (n =担J

11.昔痛の緩和・安業確保
の銭術

1 環寝室備技術

8.与擦の技術

2.食事櫨助技術

ト、

3.排灘櫨助技術

4.活動、休息援助の技術

5.清潔・衣生活援助技術

6.呼吸・循環を整える技術

平成23年度新卒者陸職員入聴からの宥陸技術修得変化状況

一一20年度入臓者(N=106) 一一22年度入蔵者(N=69) 一一23年度入臓者(N~92)

11.苦痛の緩和・安楽確保の
技術

1.環埠.備技術

8.与義の技術

4.活動、休息援助の按術

5.清潔・衣生活援助技術

6.呼吸・循環を整える技術

入職2年目看護師看護技術修得度比較(20年度・22・23年度)
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部署間研修参加後

には、当院におい

て看置技術修得の

低い領域の技術修

得改善に繋がって

いる。

経年変化でI;t:~
「救命救急の技術」

「死亡時の看置』

領域の技術修得拡大

※平成23年度入職者には
入職時 r14.死亡時の看護」

領域の看護技術修得度チ
ェックは行っていなかっ

たため、入職時の 14は0
ポイントとなっている。

プロジヱクト取組み
前の入職2年目(青
色)と「部署間研修」

に参加した後の22年
度(赤色)、 23年度
(黄緑色)入職者の

技術修得度を比較す

ると、 取組み前より
も技術修得が全14領
域において向上して

いる。
『急車時の看護」研

修を体験した平成23
年度入職者は特に

『救命救急の技術』

領域の技術修得向上

が高い。



E 各取組み事業の実施状況と成果【実習指導者育成・実習指導要項開発】

<基本的看護実践能力育成プログラム>
ぐ市内研F)(亙Jニカルラ弓 ( 院外研修 ) 

基本的看護実践能力育

成プログラムでは、臨地実

習現場での実習指導の質

を向上させるため、実習指

導者育成と臨地実習現場

で看護職員が活用する実

習指導要項開発を行う。本

プログラム開発で、臨地実

習指導体制を整備し、質の

高い実習指導に関する看

護実践力を向上させるも

のである。

.管理・綿織力
向上のための
研

自
己

自
己
啓
発

践が自立してできる

-指導を受けながら日常の 鰻ができる

学生

〈1)実習指導者育成プログラム

平成岬度計画 ) 

く目標>

・看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し，効果的な実習指導ができるよう

必要な知識を習得する.

・自己の看護観の再構築と実習指導者像の形成を目指す

回数 月日 科目 講師 目標および内容

ガイダンス
①実習指導者研修会の目的・目標・意義を理解する

実習指導者経験 川本利恵子教授
(実習指導者のモチベーションを高めるためのグループワークを行う)

談 実習指導者経験者
②実習指導者としてロールモデルをもち，実習指導に対する自己の考えを構築する

1 I 5月16日 3名

(水)
看護師の教育課程について，その概要を指定規則・指導要領の視点から学び，

看護教育課程
川本利恵子教授

実習指導につなげる

実習指導の原理 看護教育課程(指定規則，指導要領，手引きなど)
教育計画とその内容

看護と教育の異同について理解し，教育の原理から組織経営へという視野の拡大をめざす
6月4日

教育原理 元兼正浩准教授
看護と教育，看護教育制度，看護師・教師の専門職性，教育とは何か，

2 I (月) 人間の可塑性，生涯学習社会への移行，非営利組織の原理，

マネジメントマインド，リーガルマインド，等

学習の理論や形態について理解する

教育方法①
-学習理論と教育方法

-様々な学習場面と教師の役割

3 I 7月6日 田上哲准教授 -学習意欲と学習の指導・支援
(金)

教育の具体的実践について理解する

教育方法② -教育の計画・実施・評価と人間理解

-教育実践における学習者と教師
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E 各取組み事業の実施状混と成果【実習指導者育成・実習指導要項開発】

科目 勝師 目標および内容

~ii~~1 長家子醐
カンファレンス

の指導方法

脅年期の心理

まとめ

藤野成美講師

看護
キャリアセンター

大村由紀美

看緩
キャリアセンター

大村由紀美

カンフアレンスの意義や方法を理解する
・効果的な実習カンファレンス

人聞の発達と教育線魯における心理的な特徴について，脊年期を中心として理解する
-学習の理論やプロセスを心理学的側面より理解する

実習指導の進め方について理解する
・指導案の意義・ 実習指導計画

・看護実践場面を通じた指導 ・助言

-評価方法
・傾聴法を用いたグループワーク 指導者からみた学生実習の評価

実習指導を実践していく上で圏難な点や眼固と恩う事例を上げ、解決の糸口を探る
・意見交換(グループワーク)

実習指導についての総括

-意見交換(グループワーク)

*タイムスケジニLール (13:00-16:30)@スケジュールは講師によって変更有り
前半講義 13 :00-14:00 後半講属 14: 10-15: 10 
休憩 14:00-14: 10 体思 15 :10-15 :20 

グループワーク 15 :20-16:30 

昨年度参加者より講穫時聞が短いと評価を受けた上記印
のついた講議については講議時聞を長くし、 10月の臨地
実習までに必要な知識を習得できるよう講読を9月まで
に完了させた.また、指事者同士の情報交換時聞の確保の

ため、 .6、7回!まGWのみの研修会を盤定している.

平成岬度実施進捗状況 ) 

平成24年度の研修会は、昨年度の受講者からの意見を取り入れ、看護過程、実習指導計画、実習指導

の評価の講義時間を長くし、 10月からの臨地実習開始までに必要な知識が習得できるよう、 9月までに

講義が終了するよう軒画、実施した。また、研修の回数を昨年度の6固から 7回へ増やし、第6回研修

会では、多角的視点から学生への指導方法を学ぶことや、実習指導者同士の情報交換を目的にグループ

ワークとロールプレイを新たに取り入れ、事例検討を行った。研修の評価として、平成23年度と同様
に、1.研修会の運営や実施体制、 2.実習指導に関する認識と知識の変化、 3.教師効力尺度について研

修前後でアンケート調査し比較した。

(1 )研修受講者31名の概要
1)看護職平均経験年数 7.77:t3. 03年
2)実習指導者の経験 1年目 30名、 2年目 l名
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実習指導者育成・実習指導要項開発】

(2)研修会の運営や実施体制に関する評価
約半数が開始時間、研修時間、開催頻度に満足しているが、平成23年度に比べ、 「不満足」と回答

した者の割合が多く、自由記述では、 r13時からだと部屋持ちゃ入院を取りながらになるので、 1日に

して回数を減らした方が良いJ、「実際に業務をしながらの半日の研修は少し厳しい部分が大きかった」、

「基礎的な講義は実習が開始されるより前に集中して実施してほしい」との意見があった。

グループワークによる受講者との情報共有、第6回、第7回のグループワーク中心の研修内容につい

て、約8割以上の受講者が満足しているという結果であった。

.非常に篇足 .満足 .どちらでもない .不溺足 .非常に不溺足
句(， 20% 40% 60% 80% 100% 

開始時間(H23)

開始時間(H24)

研修時間(H23)

研修時間(H24)

開催頼度(H23)

開催頻度(H24)

研修の運酋について

.非咽こ満足 .満足 .どちら司，ない .不満足 .非前こ不満足

看護以外の敏育学に関する講劃こついて

グルーアフークによるメンバーむの

情報共有について

第6画事例検討について

第7回研修肉容について

n=31 

脱 W% 4~ ~% 8~ 1∞% 

研修の実施体制について n=31 

(3)実習指導に閲する認識と知識の変化
調査対象者:受講生31名

調査時期:研修開始前(平成24年5月)、研修修了時(平成25年2月)

1)実習指導に聞する認職

1年間の研修と実践を通し、ほぽ全ての項目で認識が向上しており、特に、 「実習指導に関して必

要な能力を理解しているJや、 「実習指導は自己の成長の機会になっている」と思う受講者は有意に

増加した。研修終了後には、 「指導者の役割を担うことが不安だ」と思う受講者が有意に減少した。

(次ページ参照)
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実習指導者育成・実習指導要項開発】

.大いにそう思う .そう思う .どちらともいえない .そう恩わない .全くそう恩わない

実習は教育的な意穫がある(前)

実習は教育的な意義がある(後)

指導者は重要な役割がある{前)

指導者は重要な役割がある{後)

指導は当然の義務である(前)

指導は当然の種務である(後)

研修は意義がある{前)

研修は意畿がある{後)

自分に必要な能力を理解している(前)

自分に必要な能力を理解している(後)

成長できる機会である(前)

成長できる機会である(後)

研修以外でも学習した{前)

研修以外でも学習した{後)

学生と関わることが楽しみである(前)

学生と関わることが楽しみである(後)

責任が重いので憂.である{前)

責任が重いので憂穆である{後)

指導者の役割を担うのは不安である{前)

指導者の役割を担うのは不安である{後)

*p<.o5， 駒内p<.Ol，蜘帥p<.oOl

対応のな凶検定

0% 20% 40% 60% 80% 

‘，
 *
 

「」

100% 

n=31 実習指導に関する恩院(研修前後の比較〉

2)実習指導に関する知識

1年間の研修と実践を通し、全ての項目で有意に理解度が上昇した。看護過程のポイントについて

は、平成23年度は6割未満の理解度であったが、今年度は6割を超えており、研修時間を増やした

効果といえる。指導案作成については、平成23年度と同様に4割程度の理解度であるが、実践にお

いて指導案を作成する機会が少ないことが結果に影響している可能性がある。
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E 各取組み事業の実施状況と成果【実習指導者育成・実習指導要項開発】

.ょ〈理解している .理解している .どちらともいえない

指導者の役割{前}

指尊者の役割{後}

研修の目的・意韓{前}

研修の目的・意義{後}

現在の教育課程{前}

現在の教育課程{後}

教育的な関わり方{前}

教育的な関わり方{後}

実習における評価の意義・方法{前}

実習における評価の意義・方法{後}

実習におけるカンファレンスの意議・方法(前}

実習におけるカンファレンスの意麗・方法{後}

現代の学生を理解するために必要な知識{前}

現代の学生を理解するために必要な知識{後}

看憧過程の指導のポイント{前}

看憧過程の指導のポイント{後}

指導案作成の方法{前}

指導案作成の方法{後}

事帥P<'∞1
対応のなは検定

.あまり理解していない .全〈わからない

0% 20% 80% 40% 60% 

実習指導に聞する知識(研修前後の比較)

e
 -
• 寸

1
1
1
1」

*
 
*
 
*
 

『
1
1
1
1
1
4

申告'*
 

『
1
1
1
1
1
4

事事*
 

「
1
1
1
1
」

慮鷹取

『・
l
E
E
」

.，
 略取

可
E
E
E
E
」

a' *
 
*
 

『

E
E
E
E
」

事

----
可
E
E
E
E
」

a' *
 
*
 

可
E
E
E
E
」

100% 

n=31 

.ょ〈理解している .理解している .どちらとも川えない

.あまり理解していない .全〈わからない

1 I I I I I 
実数開始時点における学生の

看11技術冒得状況 I I I I 

実習に向けた掌肉での学習肉容 ' I 1 .  I 

(聞‘・演習) r-一一一T一一一一丁一一一一T一一一一T一一一寸

学生が学内の講義や演習でど

のような学習を行っているか、実

習開始時点でどのような看護技

術を習得しているか、理解できる

受講者は約40%程度と低く、初

めて実習指導する場合は特にイ

メージしにくい状況が伺えた。
。% 20!Hi 40~拍 60!Hí 80% 100% 

学生の学習準備状況の理解 n=31 

3)臨地実習に対する教師効力尺度得点

「臨地実習における学生の学習にどの程度効果的な影響を及ぼすことができるかという信念」に関

する変化をみるために、 「臨地実習に対する教師効力尺度(坪井ら、 2001)Jを用い、研修前後におけ

る比較を行った。実習指導に対する教師効力尺度 28項目を4件法で測定し、合計したものを教師効力

得点とし、さらに下位尺度因子別に比較を行った。
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教師効力尺度総得点の研修前後の比較

n=31 
平均値 標準偏差

【総合得点】

研修前 72.3 
研修後 86.0 

8.2 

10.8 
p(.001 

対応のなL、t検定

「教師効力」結果のまとめ

研修修了時には、教師効力得

点が上昇し、 7つの下位因子に

おいても、全ての項目で有意に

得点が上昇していた。

学生への具体的実習指導にお

いて、自信をもって行う ζとが

できているといえる。

4)実習指導における困難事例の検討(第6固研修会)

教師効力尺度下位因子jJllにみた研修前後の比較
n=31 

平均値 標準偏差

【カンファレンスを実施できる自信】

研修前 11.7 1.9 
研修後 14.3 2.7 

p=.003 

【看護実践能力を活用できる自信】

研修前 11.2 1.4 
研修後 12.7 2.0 

p<.OOI 

【学習者としての学生を尊重する自信】

研修前 14.4 1.9 

研修後 15.8 2.2 
p=.004 

【学びを漂めるために技法を活用できる自信】

研修前 10.3 1.8 

研修後 12.5 2.0 
p<.OOI 

【実習教育の準備ができる自信】

研修前 10.8 1.6 

研修後 12.9 1.8 
p<.OOI 

【学生の状況を判断できる自信】

研修前 7.0 1.4 

研修後 9.1 1.6 
p(.OOI 

【学生の学びを促進できる自信】

研修前 6.7 1.6 

研修後 8.5 1.6 
p(.OOI 

対応のない噌定

「実習指導者として学生への指導が困難な場面」をテーマとし、受講者が経験した学生指導の困難

事例を2事例取り上げ、多角的視点から学生への指導方法を学ぶことを目的に事例検討を行った。問

題の明確化から解決策までの導き方について、文献を基に分析フォーマットを作成・活用し、グルー

プワークとロールプレイを取り入れた。受講者からは、事例検討が実習指導に役立つとの肯定的意見

が多く、他の受講者との意見交換により様々な学びにつながったようである。分析フォーマットにつ

いては、使いにくいとの意見もあり改善が必要である。

.大いに役立つ .まあまあ役立つ .どちらともいえない .使いやすい .使いに〈い

.あまり役立たない .役立たない

1I  I I I I 
• 
| 

|I  I I I I 
圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・

日% 20% 40% 60% 80% 1日目指
。% 20% 40% 60% 80% 100% 

事例検討が実習指導に役立つか n=31 分析フォーマットの使いやすさ n=31 

事例検討の学びや感想【抜幹】

各要素を書き出し、問題の明確化から計画をグルーアヨークする』とで解決の糸口を図る」とができた.今後の実習指辱の場で役立つと恩ラ.

実障の症例からの事例倹討であり、指継者にとってもよい振り返りになるし、他の指灘者にとっても身近に起こりうる問題等、イメージしながら色々 と考えることができた.

事例強討は実際に自分で考え、また、他の人の意見も聞けるので、参考になった.今後に活かしていきたいと思う.

似たような事例があると思うので、話し合っていく中で自分の関わり方や、どのような可能性があるのか考える梅会になったことが良かった.

指導を行う上でr~.患者や家族、指導者や教員、ス9ッフとの闘霊が必要となり、困憶な場面に出会った時には、一度振り返りを行い、何が問題なのか、どういう凪に闘
わったらいいのか、考えるためのツールを知ることができた.

今後このような困難な事例に遭遇するこetあると思うので、そういった時にどう考え、どう接していけばよいか考える援会になった.

他の部暑でどのような園援事例があったのか知ることができ、どういう対応、指噂が必要であるか、グループを適して考え、学ぶことができたので、今後の実習指尊に活
かしていきたいと思った.

今までの研修の中で、一番、実習指噂に役立つ研修だった.これを学びに指導に活かしていきたい.

事例検討やロール丸ノイングで今後の指等方訟で参考にしたいと思った.自分もペットサイドに行き、情報収集するこet大切であると感じた.
今回の事例lま実際に起こりうることt:と思ったので、今回の学びを今後の実習指事に活かしていきたい.
鍵u、事例lまかりで、自分がこの時の指導者であったらとても困感すると思いながら考えた.今回、ワークシートを使用し、問題の明確化、計画が立てやすかったので、
今後の実習指導に活かせればと思った.

問題点の抽出や解決策を探る上で非常によい畿会だった.今後も必要時l主活用したい.

色々 な意見が聞けたので、学びが深まった.事例があることで具体的に考えることができた.
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5)実習指導者が研修で学んだ知識を活用した指導場面(第7回研修会)
第7回研修では、これまでの研修で学習した理論を実習指導場面でどのように活用したか、実習指

導者として成長した点と今後の課題についてグループワークを行い、 1年間の総括を行った。

決習 ~Ð 善 j↑也実智 1~ 毒の i干イ iíb 4ルァ♂
@ 守λio"*，，，t吉弘、在J色町(_f:具イ初1

右設計晶，記録内容↓二対Lてf色
印象 l二号ふてにI~I村本

イ頃官音1::-十 品問ロ可;ごいとよう左
刈\こ、 ~Zミ 判 lご石重訳する(間的正明)こど

コーナンヅ
bvtin3j 

【グループワークでまとめた発表内容の一部】

第7回研修会の学びと感想【抜粋】

ていギ1主の定し J 考えを王室角ヰ 9~ ょに
か〈ていき「之 p

教える(村氏chJnj)よソtコーチン
ゲ(cortiYi_9)と¥，¥うよどを走識
し日 の々業手安を行タ二どて 11

学生のヤゐ缶(看ま妻人の l宅μ み¥い

復志)を与)2'~コす二 t 亦でえたo
F日 「 白信「こちr，，， ど'ji '{ d. ぃ，ず，.f";;_c宇?_r.J 

研修内容を振り返ることで、自分の実習指導の場面で学んだ事を活かせていたんだなと感じた。また、他のグループ、発表内容で自分ができていな
かったところ、工夫するとよい所を知ることができた。

年聞を通じて、色々 な学習を行っていた事を再学習できた。一度の講義では記憶に残る内容も少なく振り返りができよかった。

今まで学んだ事を整理する事ができよかった。グループワークで話すことによって、成長した点等、見えてきたのではないかと思う。

過去の研修を振り返ることで、知識の再確認や忘れていた点の再教育のよい時間となった。次年度の指導にも有効に活用していきたい。

自分のグループでこれまでの学び、具体例をまとめたり、他グループの発表を聞くことで、この1年間での学びを焦点を絞って振り返りができ、さらな
る学びにつながった。部署は違うが、他の実習指導者の方と思いを共有することができ、雑談の中からも何かヒントを得ることができ、実習指導に活
かしていければと思った。

実習指導者研修を行う前は、本当に自分が指導できるのか不安だったが、研修を受講し、また、グループメンバーと情報共有をすることで、少し自信
を得ることができた。今回の学びを忘れず、今後の実習指導を行っていきたい。

1年聞の学びをもう一度振り返ることができ、忘れていた事や知らないうちにできていた事に気付かされた。これからの実習に活かせるようにもうー
度考える機会となった。

毎回の学習内容を総まとめとして振り返ることができ、改めてこの1年の反省やよかったと感じる点を思い起こすことができた。

1年間、学んだ事を振り返ることができよかった。部署で対応の仕方や困る事等も違い、色々 な経験が聞けたので次に活かしたい。

5月16日のグループワーク資料(どんな実習指導者になりたいか)を見て、改めて反省点を思い出せた気がする。最後に良い振り返りができた。

過去に研修で学習した内容を振り返り、学習した時は難しいと思っていたが、実際、振り返ってみると、きちんと関連付けられていたんだ、そういうこ
とだったのかと気付くことができた。病棟実習(他部署)との学生の実習状況の違いが分かってよかった。

実際に実習指導を何度か経験した後で、講義の内容を振り返ることができたので、理解もしやすく、今後に活用していこうと思った。

1年間ともに実習指導を行った他病棟の看護師と情報交換や学びの共有ができたことが良かった。皆で振り返ることで気付けたことも沢山あった。

研修のまとめを通して、研修で学んだ事が知らず知らずに実習指導につながっていたことを知り、この研修の意義を再度改めることができよかった。
同じ実習指導者と話をすることでお互いに同じような悩みを抱いている事を知った。来年度からも活かしていきたい。

学びについて振り返ってまとめることで、さらに学びを深めることができ、自分の成長を感じることができた。

平成24年度成果

九州大学保健学科教員及び教育学部教員と協同で本研修会を開催し、臨地実習指導者 31名を育成す

ることができた。研修会により臨地実習前に実習指導に必要な知識や技術を学んだことで実践に活用し

やすくなったと考える。グループρワークを増やし実習指導者間の情報交換する機会を増やしたことや、

実習指導をある程度経験した時期に、事例検討や知識と実践の統合を行う機会を設けたことで、実習指

導者としての自信の高まりや、実習指導に対する認識の肯定的変化につながったと考える。

l平成25年度の方向性課題)
来年度も、初めて臨地実習指導者となる看護職員が存在することから、実習指導者研修会は継続する

予定である。学生の学習準備状況の理解が低いことから、大学での学習内容や学生の理解が深まるよう、

研修内容の追加や、運営・実施体制について、本評価を基に九州大学保健学科教員と再検討する予定で

ある。
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l 平成24年度計画 ) 

各取組み事業の実施状況と成果【実習指導者育成・実習指導要項開発】

実習内容及び実習指導に関する事項を検討し、併せて実習指導者の資質向上を図る。

1)学生への教育的・効果的指導のあり方を検討する。

2)実習指導要領の見直し、改訂を行う

(完成目途:平成24年7月末、 10月第 l回看護師長会議配布)。
3)実習指導要項改訂版を活用し、評価を行う。

4)学生の卒業時の看護基本技術到達度の現状を知る。

【実習指導者会議活動計画】

目的:

目標:

-圃*・守陣容・*・+

由

障

費

-
a
・
・
胃
蘭

裏

-a町冒

-
R

，， 

.. ‘
官

舎

.

平成24年度実施進捗状況

看護学生による臨地実習に苅する評価

昨年度に引き続き、臨地実習に関する評価の一環として、九州大学病院における看護学臨地実習を体

験する看護学生を対象としたアンケート調査を実施している。

(1 ) 

調査目的:九州大学病院において臨地実習を体験した看護学生の臨地実習に関する認識を調査すること

により、当院における臨地実習のあり方を検討する資料とする。

調査対象:九州大学病院において臨地実習を体験する看護学生で下記のいずれかに該当する者

①九州大学医学部保健学科3年生 ②A看護大学2年生

調査期間:平成24年 10月~平成25年3月
調査方法:病棟における臨地実習の最終日に、看護学生へ配布し約5分間の時間を設定後回収する。

結 果:平成25年2月28日現在、①九州大学医学部保健学科3年生より延べ242名、②A看護大学

2年生29名から回答が得られた。
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【九州大学医学部保健学科】 2011年n=204 2012年n=242 【A看護大学 2年生】 2011年n=23 2012年n=29
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上の図は、看護学生のアンケート結果をもとに、昨年度と比較した結果を示したものである。九州大

学医学部保健学科の看護学生から得られた結果では、 「実習指導者以外のスタップによる新しい経験が

できるような学習機会の提供J r質問に対する実習指導者のわかりやすい回答J r実習指導者による受
け持ち患者との円滑な関係構築支援Jの3項目において肯定的な回答が有意に(p(.05)増加していた。 A

看護大学2年生から得られた結果では、「実習指導者以外の職員による受け持ち患者との関係構築支援」

の項目のみにおいて、肯定的な回答が有意に(p<.05)増加していた。 r実習指導者以外のスタッフによ
る新しい経験ができるような学習機会の提供」については、実習指導要項の活用により、実習指導者以

外のスタッフの役割や看護学生が経験出来る看護技術の明確化が浸透しつつあることの効果として捉

えることができる。全体的に肯定的な評価を得られ、実習環境の整備が進行していることが結果に反映

されているようである。
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【臨地実習に関する自由記述内容(一部抜粋)1 
指導者さんは、本当に親身に指導してくださって困った」とや大変な』とも何でも相談にのって〈れました。すご
〈勉強になりました。指導者さんのような看護師になりたいです。ありがとうございました。
実習指導者でない方も親切に熱心に指導していただき、時聞をとても有効に使い質の高い実習にする」とができま

した。
職員の方有が本当に熱心に学生の指導をして〈ださって篇きました。本当に感謝です。
良い看霞師になりたいと強〈思えました。ありがとうございました。
指導者の方を始め、看護師の皆さん、ス事ッフの皆さんにとても優し〈γ寧に指噂していただくことがで曹て嬉し
かったです。
今回の実習では学ぶ』とが非常に多〈、実りある実習となりましたa実習指導者さんはとても分かりやす〈てT寧
に教えて〈ださり、学びの場を提供してくださいました。
指導が的確であもゆる体験、見学の機会を設けて〈ださいました。ありがとうございました。

指導者も方も他の看麓師さんもとてもT寧に指導してくださった。』んな看護師になりたいと思える方がた〈さん
いらっしゃってとても素敵な病棟だった。

質問をするとT寧な指導をして〈ださり、また医師の方にも書いて〈ださるなどわかりやす〈とても助かりまし
た。技術的なことだけでなく、看護師としての姿艶や考え方なども学ぶことがで曹ました。約2週間ありがとうご
ざいました。

実習目標が達成できるように実習肉容を考慮してくださったので、た〈さんの経験ができました。とてもよい実習
となりました。

とても的確で分かりやすい説明やア~パイスをもらえて次につなげやすかったですa 毎日多〈の不安があったけ
ど、指導者さんの笑顔で安心することができました。私も指導者さんのような看護師を目指したいです。

とてもよい実習理壊で学ぶ』とができ実習を円滑に行う事ができたので本当に良かったと思いました。私は指導者
さんという目標とする看護師さんをみつけることがで曹、このような紫晴らしい職場で働曹たいと思いました。あ
りtJ<とうございました。

実習指導者さんは、私たちに多〈の機会を与えて〈ださいました。援助もできるだけた〈さんさせていただいたの
で、学ぶところもた〈さん吸収することができました。何よりも婚しかった事は、朝と帰りにナースステーシヨン
におられる看護師さんたちに挨拶をすると皆さんお忙しいにも関わらず顔をこちらに向けて聞いてくださいまし
た。良い雰囲気の中で高度な医療機関である九州大学病院で学liせていただき、大変嬉し〈ありがたく思います。
患者さんと良いコミュニケーシヨンをするにはまず身近な人同士の関係がよくないと患者さんとも良い関係を築
くことが出来ないと思いました。今回実習させていただいたことを湿して今後さらに勉強して活かしていきたいと
思います。

自由記述の内容に、実習指導者以外の看護職員の積極的な関わりや、部署特有の看護技術体験の促進、

学生の受け入れに関する環境調整等に対する肯定的な意見が数多く見受けられる。また、前述したアン

ケート結果の「新しい経験の学習機会を提供してくれたJの項目のポイントが上昇している結果とも合

致しており、当院の臨地実習がより効果的に行われてきていることを裏付けるものと考えられる。

その他に、実習部暑に対する要望などの記載もみられたが、そのような場合は速やかに当該部署へ意

見を返送し、看護学生の意見をフィードパックするよう努め、次回の実習グループを迎え入れる際の参

考にしてもらうなどの体制を整えた。

97 



E 各取組み事業の実施状況と成果【実習指導者育成・実習指導要項開発】

(2)実習指導要領の見直しおよび改訂

平成 24年 7月までの実習指導者会議において「実習指導要項」の見直しを行い、実習指導会議企画

委員会においてさらに検討を重ね、改訂を行った。

E 

【改訂版実習指導要項の概要】

A4サイズ フルカラー印刷全 104ページ。 2穴ファイルにてファイリング。

実習指導要項(改訂版〉外観

今年度作成の

改訂版より追加

• 

S事弘
三な~-J::='

九州大 理学属院j冒産自

中表紙

内容の検討とともに、初版には含まれていなかった「基礎看護学実習 1Jを網羅し、改訂版として完成

させた。 9月 26日開催の看護師長会議に於いて全部署および九州大学医学部保健学科や関係部署に配布

し、 10月から開始した九州大学医学部保健学科3年生の看護学臨地実習(領域別実習)で活用を始めて

し、る。
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-実習指導要項活用に関する質問紙調査

聞査目的:改訂を行った「実習指導要項」に関する活用状況について現状を把握し、実習指導要項の評

価を行う。

調査対象:基礎看護学実習及び領域別実習の実習部署 (24部署)における以下の①~④に該当する者

①平成24年度に当院において看護学生の臨地実習指導を主に行っている実習指導者 74名

②平成24年度の臨地実習中の看護学生に関わる機会があったスタップ看護師 72名

③副看護師長 83名

④看護師長 24名

合計 253名

調査期間:平成25年 1月"'2月

調査方法:平成25年 1月 23日の看護師長会議において調査用紙を配布し、看護師長を通して調査対象
者へ配布してもらう。回答後は調査用紙を密封できる封筒に入れたのち、部署ごとに取りま

とめて看護部へ返送する。

結 果:236名より回答が得られた(回収率93.3則。有効回答数は 227部(有効回答率96.2則。

『実習指噂要項』の活用状混

各領域の実習目標・行動目標・実曹内容

各領域の受け持たせたい庖者と経酸させたい処置・検査

看障基本技術霊IJ遠目標と実習で経験出来る融当部署

実習指導者・病棟スタッフ・管理者・教員の役割の表

実習時期別の教員・実習指場者・病棟スタッフの役割の園

。% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

-多いに活用した ・まあまあ活用した ・あまり活用しなかった ・活用しなかった

実習指導要項活用による実習指導上の変化

0%  10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

具体的な実智内容の明確化

看謹控術体験の積極的な促進

実習指噂の不安の軽減

役割の明確化による負担の軽減

スタッフの協力の機会の増加

-とてもそう思う ・そう思う ・そう思わない ・全くそう思わない

回答者における実習指導要項の活用は、すべての項目において約3"'4割の活用にとどまっていた。

しかし、実習指導要項を活用することによる実習指導上の変化として、約8割が「具体的な実習内容の

明確化」に繋がったと回答していた。その他の「看護技術体験の積極的な促進J i実習指導の不安の軽

減J i役割の明確化による負担の軽減Jについては6割が肯定的な評価をしていた。このように一定の

評価を示しているものの、 「スタップの協力の機会の増加」は、約 6割が否定的な見解を示していた。

回答者の中の実習指導者67名を抽出し、同様の項目について結果をまとめたものが、以下の図であ

る。臨床における実習指導の中心的な役割を担う実習指導者に、最も活用されていた項目は「各領域の

実習目標・行動目標・実習内容Jであった。さらに、実習指導要項を活用したことによる実習指導上の
変化として「具体的な実習内容の明確化」は9割、 「看護技術体験の積極的な促進」と「スタップの

協力の機会の増加」は8割が肯定的に捉えていることから、実習指導要項の効果が発現されていると考

えることができる。
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実習指導者の『実習指導要項』活用状現 n=61 

1 
各領域の実習目標・行動目標・実習内容

各領域の受け持たせたい患者と経験させたい処置・検査

看障基本技術到達目標と実習で経験出来る該当部署

実習指導者・病棟スタッフ・管理者・教員の役割の表

実習時期別の教員・実習指導者・病棟スタッフの役割の園

。% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

-多いに活用した -まあまあ活用した -あまり活用しなかった -活用しなかった

実習指導者からみた実習指導要項活用による実習指導上の変化 n=67

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

具体的な実習肉容の明確化

看護技術体験の積極的な促進

スタッフの協力の機会の増加

実習指導の不安の軽揖

役割の明確化による負担の軽漏

-とてもそう思う ・そう思う ・そう恩わない ・全くそう恩わない

[ 平成25年度の方向性関 ) 

これまでの取り組みの中で、臨床と教育機関(保健学部門看護学専攻)が連携し、作成した「実習指

導要項」は一定の効果をもたらしていることが実証されている。今後は、実習指導者以外の看護職員に

対する周知を徹底していくこと、さらに実習指導要項の活用促進を促していくこととする。また看護学

生による臨地実習の評価も継続し、看護学生が効果的な臨地実習を行えるための環境のあり方について

実習指導者会議において検討を行っていく。
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【3】教育指導者賛成
C亙亙互)(ヲリニカルラ

各取組み事業の実施状況と成果【教育指導者養成】

ト 教育指導者養成 l 

支
録
企
画
・運
営
・実
施
・評

教育指導者

・看竃都から保健学都門看.学専攻への1年間の人穆交流

.子家大学看語学教育指導者研修参加

護師長カ，(.任)教育担当指導者(節舗の教育担当

.教育担当者研修事参加

学
生
指
場

下線節分I志、省議邸・保健学8Il門盗傷の下、
一ー育成体制鐙編、研修会実~

~歪互〉

-・E目指場カ
向上のための
研修

..11.円飽カ
向上のための研修

.Il膏力・帰国'カ
陶土のための研修

・人岡田傷力
向上のための研修

..11実態力
向上のための
研修

.陽電閃研修

・シミ2トション研修

・ヲ喝ロ-7ッ7頓悔
・・眼実館研修

・入鳳崎研修

教育指導者養成では、臨床現場において、臨床実践能力を発揮し患者ケアを行いながら、教育マイン

ドを活用して臨床現場の教育活動を担う教育指導者を育成する。教育指導者は看護職員の「指導者役割」

を担う能力を向上させる、あるいは「指導者」を育成し、キャリア構築を支援するものである。

<目標>

・看護部から保健学部門看護学専攻への 1年間の人事交流実施

(詳細は後述「人事交流」参照)

・千葉大学「教育-研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修」参加

・保健学部門看護学専攻と連携した「教育指導者研修」開催

「福岡県看護実習指導者講習会」参加

-保健学部門看護学専攻、教育学部と連携した「院内実習指導者研修会」開催

(詳細は前述「実習指導者育成プログラム」参照)

( 平成24年度実施進捗状況 ) 

(1 )平成23年度育成された教育指導者の教育活動実践
平成23年度人事交流を行った看護職員は、交流後、医療連携センターに配属になり、看護キャリア

センターにおける教育指導者業務を兼務しながら、人事交流で得た経験を臨床現場へ反映できるよう活

動した。以下、人事交流後の臨床現場における教育指導活動を報告する。

平成24年度計画

1.教育計画参画

新人看護師の「看護部新採用者入職時研修(計 24時間)J、 「看護実践研修 1、2、3、5(計63.5時

間)J、 11、3、6、12ヶ月フォローアップ研修(計44.5時間)J、 「シミュレーション研修(多重課

題・時間切迫) (計 18時間)J、 「急変時の看護(計 21.5時間)J等の集合教育研修、 「プリセプター

シップ研修(年間 6回、計31時間)J、 「実習指導者研修会(年間 7回、合計 24.5時間)Jの運営・実施

に関して、看護キャリアセンターと連携して行った。看護部教育委員会に年間 10回出席し、クリニカ

ルラダーの改定等に協力した。
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2.実習指導者育成支援及び臨地実習支援
1)実習指導要項の改定

実習指導者会議に年間 11回参加し、人事交流の経験を基に会議の構成員、保健学科教員と協議し、

実習指導要項の改定に協力した。 2月の会議では、ワークショップを担当し、実習指導要項使用後の改

善点について、意見をまとめた。

2)実習指導者育成支援
第6回・7回の実習指導者研修会の運営を担当した(年間2回、計7

時間)。第6回研修では、今年度より新たに「実習指導者として学生

への指導が困難な場面」をテーマとし、実際の困難事例を取り上げ、

多角的視点から学生への指導方法を学ぶことを目的に事例検討を行

った。問題の明確化から解決策までの導き方について、文献を基に分

析フォーマットを作成・活用し、グループワークとロールプレイを取

り入れた。受講者からは、事例検討が実習指導に「大いに役立つ45.2%、

まあまあ役立つ54.8%Jと、肯定的意見が多かった。第7回研修では、

これまでの研修で学習した理論を実習指導場面でどのように活用し

たか、実習指導者として成長した点と今後の課題についてグループワ

ークを行い、 1年間の振り返りと総括を行った。 r実際に実習指導を
何度か経験した後で、講義の内容を振り返ることができたので、理解

もしやすく、今後に活用していこうと思った。 J r自分のグループで
これまでの学びや具体例をまとめ、他グループの発表を聞くことで、

この 1年間の学びを焦点を絞って振り返りができ、さらなる学びにつ

ながった。」等の肯定的意見が得られた。

実習指導者会議のワークショップでも同様に、 「実習指導者として

学生への指導が困難な場面Jをテーマに事例検討の運営を担当し(年

-

間2回、計3時間)、参加者からは、 「事例検討を通して、学生、患者、指導者の立場から考えて、問

題を明確にするとよりよい実習指導が行えることを学べた。」等の肯定的意見が得られた。

3.看護研究支援
昨年度より継続しプロッサム教育研究推進WGに年間18回出席し、

今年度より開講した看護研究コースの企画・運営、来年度より開講す

る看護研究コース実践編の企画・準備をWGメンバーと協力し担当し

た。 WGメンバーである保健学部門看護学専攻教員と看護研究2件

( r看護研究における実践への還元に焦点を当てた研修の効果に関す
る検討」、 「大学病院看護部が実施する看護研究の支援体制に関する

実態調査」を共同研究しており、学会発表の準備を行っている。また、

看護研究基礎コースの指導者として、コース受講者である院内看護師

1名に対し、主に研究の基礎と文献検討方法について、年間6回の対

面指導(約 15時間)と指導日が確保できない場合はメール・電話での指導(計6回)を行った。指導

対象者は2月に院内で成果発表を行った。

昨年度より研究指導を行っていた北棟8階1病棟の看護師3名へ、学会発表の抄録作成、論文投稿、
査読後の修正等について対面指導(約3時間)やメーノレでの指導(計4回)を行った。第43回日本看

護学会・総合看護にて共同で学会発表を行い、日本看護学会論文集に論文掲載予定である。その他、院

内看護師からの看護研究、学会発表・抄録作成に関する相談4件に対応した。

支援対象者からは研究プロセスを学ぶことや成果を発表できたことに達成感や満足感が得られたとの

意見が得られた。

[教育指導者教育活動:平成昨度の方向性課題 l
引き続き、教育計画参画、実習指導者育成支援及び臨地実習支援、看護研究支援を行う。実習指導者

育成では、学生の現状の理解や具体的指導スキノレの習得を目指し、研修内容の検討を行っていきたい。

看護研究支援では、看護研究コース実践編の企画・運営、サポートを行っていき、院内看護師への研究

支援を継続していきたい。

キャリア相談支援について具体的活動は不十分である。キャリアモデルとして大学院進学の相談等に

対応できるよう勤務調整や環境を整えることが課題である。
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交流肉審 21年度 22年度 23年度 24年度

人数
延ベ

人数
延ペ

人数
延ペ

人数
延ペ

回数 回数 回数 回数

人事交流 。 。 10か月 1か年 1か年

看霞部

から 実習担当指導 。 。 。 。 5 5 4 5 
保健学 者による講義

部門

教育担当指導者 。 。 18 25 10 10 9 10 
による講義

平成23年度千葉大学看護学教育指導者研修に参加した教育指導者による「実習指導者会議」において実践報告

平成23年度に育成された教育担当指導者による『医療安全1J講義運営・実施

「多重課題・時間切迫」のシミュレーション研修では教育担当指導者が、患者位、先章看護師盤、

ファシリテーターを担い、新卒看護職員教育研修プログラムで新人指導を実践
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〈2)平成24年度教育指導者育成活動

l 平成剖年度計画 i 
|平成24年度 教育ー研究一実銭をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修|

く研修期間>

平成 24年 5月 14日間) ~平成 24 年 7 月 27 日(金)
平成 25年 3月 1 日(金)

く研修場所>

千葉大学大学院看護学研究科(千葉県千葉市中央区亥鼻1-8-1)

く研修目的>

北棟6階2病棟

副看護師長高波郁恵

臨地実習施設等において看護学生の看護実践を直接指導する看護学教育指導者である看護職が必要

な能力を高め、変化する個々の臨地の状況に合わせ看護学教育指導のあり方を考察し、臨地と基礎教育

機関の連携・協働の充実を図ることを目的とする。

く研修の科目区分>

1.看護学教育実践指導の基礎

2.看護学教育実践指導の方法
3.看護学教育実践指導の展開

く授業科目>

1.看護学教育実践指導の基礎

1)看護理論と看護実践2)組織における調整力強化演習(I阿・ IPE、チーム医療、プレゼンテーシ

ヨン演習、カンファレンス演習) 3)看護学教育方法 1 (看護系大学におけるカリキュラム改革の動

向と臨地実習の位置づけ、学生の看護実践能力を育成するとは、大学における地域看護教育及び保健

師養成、学生の理解、効果的な学習環境の整備、教育評価) 4)看護管理論 1 (病院看護管理論、行

政看護管理論) 5)看護学継続教育論(生涯学習の基本的理念と意義、キャリア開発) 6)問題解決

学演習 1 (問題解決のアプローチ)

2.看護学教育実践指導の方法

1)看護学教育方法II (ナラティブ、看護実践のリフレクション) 2)看護学教育方法演習(臨地実

習事例の教材化演習、教材化事例を用いたロールプレイング) 3)臨地実習指導演習(看護基本技術

Iの学内授業へ参加、担当領域の学内演習と臨地実習へ参加)

3.看護学教育実践指導の展開

自施設における研修成果の伝達や、実習指導に関連した課題への取り組みを行うための計画立案を支

援する。

l 平成M年度実施進捗状況 l 
く研修の学び〉

私は平成23年度より教育担当副看護師長として病棟の人材育成・教育を担っており、特に新人看護

師育成に携わっている。近年、新卒で入職してくる看護師の大半を4年制看護大学卒業者が占めており、

臨地実習を受ける学生も、 4年制看護大学の学生である。(実習受け入れている九州大学保健学科看護

学専攻も平成 17年より 4年制大学へと移行した。)私自身は、自大学が4年制大学へと移行する前の

医療技術短期大学部の3年課程を卒業しているが、自分自身の卒業時と 4年制大学を卒業して入職して

くる現在の新人看護師とでは、何かが変わってきている印象を受け、漠然とした違和感を感じながら新

人教育を行っている現状があった。

今回の研修を通して、現在の看護基礎教育内容は、自分自身が3年課程の際に学んだ学習目標やカリ

キュラムなどが大きく違っており、入職時の新人看護師像をつかむためには、現在の看護基礎教育内容

と現行カリキュラムに沿って教育を受けている現在の臨地実習学生について理解することが必要だと

考えた。

I看護学教育実践指導の基礎]では、 「看護系大学におけるカリキュラム改革J • r学生を取り巻く状
況J • r病院看護管理論」などについて学び、臨地実習時聞は総合的には変化していないが、予防医学
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に重点が置かれ、在宅看護論などの臨地実習科目数の増加により、科目毎の臨地実習時間が短くなって

いること、また、医療安全や患者の人権配慮が強く植われているため、臨地実習時間内での看護技術の

実践に制限があること、看護技術に関しては就職後実践で学ぶ内容とし、看護基礎教育課程では、看護

実践強化のため査定(アセスメント)にカを入れた実習へと変化していることを知った。それに伴い、

臨地実習目標も「援助を実践できるJ [看護技術・援助技術を習得することができる」から「考えるこ

とができるJ [常に査定J [理解を深めることができるJ [アセスメント」といった内容へ変化してい

る。

このような教育課程でのカリキュラム変化に対応して、当院では集合教育での看護実践研修やeラン

ニング、シミュレ}ターによる自己学習の環境を整備・強化されていること、また[看護実践カプロツ

サム開花プロジェクト1の4本柱の 1つである「教育プログラム開発」内「基本的看護実践能力育成プ
ログラム」で実習指導者育成や看護基礎教育課程の実習要項に沿った、臨床側の実習指導要項作成など

の取組みが実施されている。

I看護学教育実践指導の方法]では、ナラティブ(語り) ・リフレクション(振り返り)を学んだ。
グループワークで、ナラティブにより気持ちの共有や振り返り、ストレスの軽減につながることを自分

自身で体験し、フォロ}アップ研修やプリセプター研修にナラティブを活用することの重要性を感じた。

また、リフレ夕、ンョンはインシデント時に行うことがほとんどだったが、心に引っかかっている看護に

ついてリフレクションすることで今後の看護観の変化にもつながることを知り、リフレクションするこ

との大切さを考えさせられた。さらに、担当領域の学内演習と臨地実習を参加し、学生指導を行う教員・

指導者の指導方法を直接見学する機会があり、指導を行ううえで、コーチングスキルの重要性を感じた。

く取り組みの実際>

今回の研修を終えて、現在の4年制大学看護基礎教育課程では、 3年課程時と比較して、学習目標や

カリキュラムなどに大きな変化があることを学んだ。新しいカリキュラムや学習目標を学んで、入職し

てくる新卒看護師像をつかむためには、実際に看護基礎教育課程で学んでいる現在の臨地実習生につい

て理解することが必要だと考えた。さらに、 4年制大学と 3年課程の聞の変化だけでなく、平成20年に

は指定規則改正によりカリキュラム改正も行われており、新人指導に関わっている経験年数5年以上に

なるスタップと現在の新卒看護師聞にも学んだ内容が変化しており、私同様に入職してくる新卒看護師

像に違和感を感じているのではないかと考えた。

そこで、カリキュラム変更点や臨地実習に関する臨床での取組みについて学んだ上で、新しいカリキ

ュラムや学習目標に沿って学習している臨床実習生を理解し、彼らが成長して入職してくる新卒看護師

像をイメージできれば、入職してくる新卒看護師の背景にある看護基礎教育課程での学びの内容を理解

しているので、新人看護師教育に対する指導者側の違和感払拭や考え方にも変化があるのでないかと考

え、実践計画を立案した。

実践計画では、 「現行カリキュラムの4年制大学へ変更となった現在の臨地実習生の理解~臨地実習

生を理解し新人の入職時像をイメージし新人指導へ役立てるために~J というテーマを掲げ、新人教育

に携わる看護師経験5年目以上の看護スタップを対象に、現行カリキュラムに至る変更点、臨床での取

組みに関する講義を行うこととした。講義は、臨地実習生の教育背景を理解すること、学生理解を通し

て、入職してくる新卒看護師像がイメージでき、新人教育に役立てることができるようになることを目

標に実施した。

講義前に看護スタップに対して「現在の新卒入職看護師に何か違いを感じていたことがあるか」をア

ンケートで尋ねたところ、『看護技術面』においては、「実習で実際に経験していることが少ないJ[実

習において出来る技術が減っているJ [入職時提供できる看護技術が少なく、集合教育が多く組み込ま

れ、シミュレーターなど自己学習する環境をあたえられるようになっている」、 『コミュニケーション

面』においては、 「質問しでも返事がなかなか返ってこないJ [指導者側が声をかけるのを待っている

(積極性が乏しい)J [報告、連絡、相談のタイミングが遅い(わかっていなし、)J、 『精神面』おい
ては、「指導を受けることに関して受け身J[自己表現が乏しく、何を考えているかわかりづらいJ[数

ヶ月後のフォローアップ研修が多いJなど、自己の入職時と比較して新人看護師の看護技術力やコミュ

ニケ}ションカだけでなく、臨床教育体制等での違いを感じていることがわかった。

講義では臨地実習にくる看護学生が学んでいるカリキュラム内容を学習するとともに、実際の臨地実習

指導でも活用できるよう、昨年度の臨地実習指導者に「実習指導要項の中で病棟スタップに知っていて

ほしい点Jを確認し、自部署で担当する「小児看護実習における学習させたい処置・検査・看護技術」

についても看護スタップに教育活動を行った。

教育活動後講義に参加した看護スタップへのアンケート結果から、 [4年制大学の実習要項の現状、

技術よりアセスメント能力にカを入れているということJ [アセスメントすることに重点をおいた教育
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を受けてきたのはよく分かつたJ i新人にアセスメント能力があると考えると、それを有効に使うため

にはどのように指導したら効率的なのかなと思うJ i技術ばかりを求めるのではなく、考え方・アセス

メントの仕方を重視するといいのか」など現在のカリキュラム内容の理解を深化させ、教育方法につ

いて熟考するように変化した。今後の新人看護師教育で変えようと思ったことでは、 「技術については

習得するための時間の確保が必要だと感じた J iもっと基礎から教え、実践できる機会をふやそうと

思うJ i自分の時とは違うと思って比べないようにするJ i技術チェックを全体統ーして行うJ iシミ

ュレーション研修の参加をもう少し促すJ i自分のコーチングスキルを見返すべきだと思った」といっ

た結果が得られ、新人教育に対する考えに変化がみられた。

当初の計画では、教育活動を 10月に実施・終了させ、活動後、 「新人教育のなかで変化した点」や

「平成25年度の新人教育に必要だと思ったことJについてアンケート調査を実施する予定であった。

しかし、準備が間に合わなかったこと、講義対象となる看護スタッフ全員と講義日時をあわせることが

困難であったため、 11月.-...，1月まで教育活動を実施することとなった。その結果、教育活動実施後のア

ンケート調査には至らなかった。

<今後の課題>

今回、現在の看護基礎教育課程におけるカリキュラム内容変化(臨地実習時間の変化、看護技術から

査定(アセスメント)能力を身につけるための実習)を講義形式の教育活動として企画・実施し、新人

教育にあたる看護スタップの新卒看護師像イメージや新人教育に対する考え方に変化を与えることが

できた。今後、今回実施した教育活動での看護スタップの学びや変化を平成25年度の新人教育に役立

てるととを目標とし、看護技術習得度チェックリストや病棟内での看護実践に留まらず、シミュレーシ

ヨン研修の活用など、新たな取組みについて考えていく必要がある。

グループワーク 計画発表会 閉講式
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〈3)平成24年教育担当指導者育成

{ 平成昨度計画 ) 

第固1 

第固2 

第回3 

第固4 

第回5 

平成 24年度教育担当指導者研修を開催し、教育担当指導者を育成する。

目的

1.看護部の新人看護師の教育方針に基づき、各部暑で実施する研修の企画、運用を行うための知

識、技術、姿勢・態度を学ぶ。

2.各部署における実地指導者(プリセプタ-)への助言及び指導、また新人看護師への指導、評
価を行うための能力を養う、，

日程 対象 時間 担当 方法 目楊及び肉容

1新人看護職員研修における教育担当者の役割

1 )新人看麓職員研修ガイドラインについて

2)教育担当者の役割

川本利恵子教授 2到達目標の理解と設定

新教育担当 8: 30国
中畑高子看護部長

講義
1 )組織の理念と人材育成の考え方

2012年 教育担当副看護部長 2)自施設における新人看護職員研修の到達目標の

5月15日
IIIIJ看護師長 12:∞ 

教育看護師長
演習
設定

13名
教育副看護師長 3教育に関する知誠

1 )学生の理解、教育背景

2)カリキュラム、教育方法、教育評価

3)年間教育計画の立案に必要な知識
4各部署の新人教育計画について

1 )各役割りの現状と課題置対策

①新採用者

13:∞~ 教育看護師長 講義
②プリセプ哲一圃ヱルダーの現状と謀題

2012年 教育副看種師長 ③ス事ツフ聞の協力体制

6月12日
16:30 
看護キャリアセン事一

演習
④教育担当者

白井ひろ子 2)新採用者の教育計画の進行状況・経過修正

3)アンガーマネジメント

4)研修担当者報告

演習

1 )各役割の現状と謀題闘対策

2)新探用者の教育計画の進行状況と経過修正

2012年 13:【湖町
3)集合教育と部署教育の連動

報告事項
7月10日 教育担当 14:∞ 

1 )新卒者3か月フォローアップ研修
副看護師長

2)プリセプテイ支援に関するアンケート結果
46名

3)プリセブ事一研修事前アンケート報告
※ 4)研修担当者報告
第1固研修

に参加した
演習

新教育担当

副看護師長 J習買
1 )各役割の現状と課題圃対策

2012年 13名を含む 13:∞~ 2)新採用者の教育計画の進行状混と経過修正

10月9日 14:∞ 教育看護師長
報事告項

3)集合教育と部署教育の連動

教育副看護師長 4)シミュレーション研修について

報告事項

1 )研修担当者報告

演習

1 )各役割の現状と課題圃対策

2)新採用者の教育計画の進行状況と経過修正

3)集合教育と部署教育の連動

2012年 13:【泊四 報告事項

11月13日 14:∞ 1 )6か月フォローアップ研修報告

2)ブリセプティ支援に関するアンケート報告

3)プリセプ聖一支援に関するアンケート報告

4)シミュレーション研修の報告

5)研修担当者報告
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日程 対象 時間 担当 方法 目標及び肉容

演習

第 2012年
1 )各役割の現状と課題・対策

6 
12月11日 潰

2)新探用者の教育計画の進行状況と経過修正
回 教育 3)集合教育と部署教育の連動

担当 13:∞ー 教育看置師長
習
. 

副看護師 14:00 教育副看護師長
報

第
2013年

長 46名
tEt Z 目樟達成の評価

7 
2月12日 まとめ・アンケート

回

[ 平成24年度実施進捗状況 l 
(1 )教育担当指導者:自部署での新人教育計画企画・運営

①新人教育計画の進行達成状況について(抜粋)

-計画通り進行はできているが成長にかなりばらつきがあり、教育計画の進行に差が出ている。

・目標設定どおり、自己学習も進めて計画を前倒しして教育を進めるなど順調に成長している0

・中途で部署移動した新人が一連の看護に時間がかかっている。夜勤はフォローをつけている。

.どの部署も計画通りに進めている。

・中途辞職や、仕事に来なくなった新人がいる。中途異動の新人は何とか休まずに来ている。

. 1月から独り立ちであったが、 1名インシデントのことで辞職をほのめかす新人がいたのでフォロ

ーを継続している。

・課題を与えずに個人学習を促すことが難しい。

②教育担当指導者研修は自部暑の教育活動にどのような点で役立ったか?要望や意見(抜粋)

-他部署の教育活動や進行状況を話すことで参考になった。

-他部署の教育活動を知ることにもなり、自分自身の知識を深めることにも繋がりました0

.問題点は明らかだが対策や評価を次回に話し合うということができなかった。

・自部署の問題点が分かり問題解決に役立つた。

-県の研修では、話の聞き方や導き方を学んだ。この研修でもできると良い。

・毎回同じテーマなので、少し焦点を絞ったほうが良い。違うテーマでも良いのではないか。

・回数は2、3ヶ月に 1回ぐらいでよいと思う。

2弘

77見

口達成できた

・だいたいできた

ロ半分できた

ロあまりできなかった

・できなかった

日未記入

新人教育計画の達成度
n=42 

83% 

ロ太いにそう
思う
・そう思う

ロあまりそう
思わない
口全くそう恩
わない

n=42 

研修は部署の教育活動に役立ちましたか

研修に参加した教育担当指導者は、各部署での新人教育計画の立案・実施運嘗を担っている。グ

ループワーク演習を通じて、部署聞の教育計画を横断的に情報交換でき、研修参加者の9割が新人
教育計画が達成でき、研修参加が部署教育活動に役立ったと評価している。
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(2)教育担当指導者:平成24年度看護職員教育プログラムでの研修運営
平成24年度より、それまで院内で実施している看護職員教育プログラムに「協力者」として参加し

ていた教育担当副看護師長が、 2~3 名で 1 つの院内研修を担当する。研修担当後には、実践内容をまと
め報告する。また担当者にアンケ}トを実施し研修担当に対する評価を行う。

目的

1.集合研修の運営に積極的に関わることで、効果的な研修を図るためのマネジメント能力を育成す

る。

2.研修に関わることで得た学びを部署の教育担当者として、教育や指導、研修に連動し活用する。

1 対象とした研修院内講師が担当する集合研修平成 24 年 6 月 ~11 月までの研修

2.決定方法対象研修の中で教育担当副看護師長の希望により担当研修を決定

3.研修担当者下記一覧表参照

4白実施内容
1)研修前の講師との打ち合わせ、資料や必要物品の準備、当日の進行・運営

2)受講生の研修レポートのまとめ・評価、研修担当者としての評価

3)教育協での報告

5圃実施結果

担当した研修とその担当者合計31名の実績を下記に示す。

研修名 日程 担当者

栗山 井上

(北3) (北9)
医療安全 I 6月5目、 6目

竹口 五嶋

(南 11) (北4・5)
勝木 鶴田

がん看護 I 6月 14日
(南8) (北11)

下山 鴨川
スキンケア(実践編) 6月27日

(北6-1) (南町

一坂 伊藤
循環管理(実践編) 6月28日

(北 10) (南8)

久保 樋渡
呼吸管理(実践編) 7月 19日

(南7-2) (南11)

森 細川
栄養管理 7月30日

(南7-1) (官官1圃2)
肉藤 上野

医療安全E 8月27日
〔放射) (南5-2)

糖尿病患者の理解と 梅津 潰崎
9月8日

(南9) (北9)ケア

スキンケア 野田 高浪

(実践編JI)
11月14日

(北 11) (北6-2)

地域医療に必要な 中村 岩切

マネジメント能力
11月16日

(医療連携) (南町

石田

( IGU) 
秋吉

(北7-2)

根回

(北3)

堀

(南 10)

手嶋

(北 10)
大薮

(北8-2)
永溺i
〔手術)

中島

(CGU) 
須吉井

(南町

教育担当指導者は、上記院内研修での研修運営実践に加えて、新卒看護職員教育研修においても研修

の企画や演習指導者としての参加などを行っているo

研修名

新卒看護職員教育研修プログラム合計 16研修
(新採用者研修全般、看護実践研修、シミュレーション研修)
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E 各取組み事業の実施状況と成果【教育指導者養成1

研修を担当したことで自部暑での教育活動に活かせそうなことはありましたか(抜粋)

.自部署での講義や研修の企画・運営、スケジュールの立て方

-打ち合わせ(事前の計画)の重要性が再認識できたので自部署での講義などに活かす0

.グループワークの方法

-講義だけでなく演習をすることで理解が深まることから自部署のオリエンテ}ションにも取り入れる。

・講義後に内容に沿ったグループワークをすることで理解が深まったとの感想が多く、現場でも自分で

考える時聞を作る工夫が必要

・講義内容の検討や参加者の反応を見ることの重要性がわかった。合同カンファや勉強会に活かしてい

きたい。

・連絡調整の仕方や確認しておくべきことが分かり、外部や他部門に勉強会を依頼する際に活かせる。

研修を担当しての意見や感想

・新人が受けた研修内容を具体的に把握できた。レポ}トや口頭だけの報告では伝わってこないと感じ

た。

・具体的な研修内容を知ると、病棟でのオリエンテーションで学んだことの振り返り、追加すべきこと

を行うことができる。

-教育担当の負担が少し理解できた。

・事前の打合せや準備が大切。いかに眠らせず聴講や演習を行うか、照明やいろいろな工夫が必要。

・講義式の研修だったのであまり大変だとは恩わなかったが、参加型の演習などは細かい打ち合わせが

必要だと思う。

・不安だったがやってみればなんとかなるものだと思った、研修の準備の大変さが分かつた。

-院内認定看護師がブアシリテーターを担うことで大変助かったo 研修を開催することの大変さ、大切

さ、参加者の反応を見ることが出来勉強になった。

・講義内容をいかに興味深いものにするか、実践と結びっく内容にするか、講師の方の苦労に感謝。

-講師との打ち合わせの前に、研修担当者メンバーでの役寧jや分担など実施していれば、打合せや研修

がスムーズに行くと思った。

-部署により研修内容が難しかったり、また物足りなかったりすることに対して運営の難しさを感じ

た。

-今回が演習を行うことが初めてだったので、講師側、運営側も手探りだった。打ち合わせから変更が

あり難しかった。内容の濃い研修で時間が足りないと感じた。できれば1日研修で行うほうがよいと

思える内容だった。

・準備にこれほど労力がいることを自分が関わってみて始めて知った。スムーズに運営できない部分も

あり、その反省を今後に活かせればと思う。

・実際に関わったことで、研修がスムーズに進行するための細かい注意点が分かったことが大きな成果

だった。

-受講生が生き生きとし積極的だと、運営しているほうも大変やりがいを感じた。ただその為には講師、

司会者、運営サイドがいかに楽しく興味を持ってもらえるように働きかけるかが重要だと思った。自

分自身も勉強になった。

・受講生の態度の悪いことにおどろいた(居眠り)。各部暑でも意識を高められるような教育的働きか

けをしなければならないと思った。

-研修の協力ではなく運営させてもらうことで、どうなるかと思ったが、担当者のカもあり満足度80%

の達成感があった。アンケートの集計も大変だが直接読むことで今後の課題にも繋がると思った。

-興味を持たせながらおもしろい研修を行っていくことは難しく、プレゼンテーションの難しさが分か

った。

110 
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平成時度成果 ) 

(1 )教育担当指導者育成活動!こ対する評価

1 )対象者:平成24年度教育担当指導研修参加者41名

平成25年 2月 12日研修終了後に参加者にアンケート評価調査を実施した。

平成23年度教育担当指導者研修参加後評価と平成24年度を比較して示す。

2)結果

①教育担当者としての理解度

1∞事

的協

60" 

40拡

20見

。弛

①教育担当者としての理解度

②後輩の育成や指導について

1ω首 門 11 

ω首 卜寸 ト寸 ト寸卜寸卜寸卜寸 | •• •• 
60覧 卜寸

40覧 |..  •• •• 』ー •• •• •• •• 

•• 

•• 

ロどちらともいえ
ない

ロあまり理解でき
ていない

-全〈理解できて
いない

11寸|目占リー雪国哩|

-・ l|
ロどちらともいえ-・ l| ない
ロあまりそう恩わ

研修参加者の8
割以上が、教育

担当指導者とし

て求められる役

割を理解できた

と評価

I r後輩育成や指導
役割を8割以上
11 が『やりがいが

ある』 「自分が

成長できる機

会』 『誇りが持

20首 |田町 •• •• •• •• •• ト寸卜寸 ト寸 トイ | ない てる仕事』 と評

-全〈そう恩わな 価。。%1vー『 '--L-j 戸~ F~ | 園ー t-'-L-t '-f| い 3割は温度の負

②後輩の育成や指導について

③学習目標・研修のポイントを副看陣師長へ

提出し指導を受けるシステムは新人の学習支援に

繋がるか

100首
回大いにそう思う

-少しそう思う
8~ 

ロどちらともいえな
6~ い

ロあまりそう思わ

ハ
ない

:門 -全くそう思わなL

ロ末恒入

。首

H23年度 H24年度

研修目標・研修後のポイントを提出するシステムは

新人の掌曹支撮につながっているか

担と不安を感じ

ている。

④eラーニングの事前学習は新人の自主的な
学びに繋がっているか

98% 

ロはい

-いいえ

口どちらともい
えない

④eラーニングによる事前学習は
自主的な学びにつながっているι思うか

新卒看護職員には、研修参加のポートフォリオを作成させ、研修参加の目標や学び・課題の振り返りを

課している。その結果を各部署の副看護師長へ提出し、集合研修での学びや新卒看護職員が感じている

課題を共有させることで部署教育と集合教育の連携を図っている。23年度と比較すると、ポートフォリ

オの提出システム評価は若干下がっている。 eラーニングを活用した事前学習実施については98%の指
導者からみても「新卒看護職員の自主的な学びに繋がっている』と評価している。
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⑤院内研修運営に携わり部署での教育活動に活かすことがあったか

【具体的内容】

1肌

34'先 56" 

ロある

-ない

ロ院内研修に関
わっていない

5.院肉研修に携わり部署の教育計画に
活かせたことがあるか

[平成25年度の課題方向性)

-運営の方法や連絡などをすること、方法論を学べたので

部署での勉強会を開催する時の注意点などがわかり事前

準備がスムーズにできた。

・企画・運営において自部署の新人の状況を考慮すること

ができた。新人のレベルに合った研修を企画することで

部署の教育というより実践に活かせたのではないかと思

フ。
・私自身も知らないことやノレールを研修に参加し携わるこ

とで新たに知り理解することがあった。それを部署メン

バーへフィードパックした。

・自らの振り返りにもなったし、新しく学んだ知識もあっ

た。また運営の大変さ、プレゼンテーションの難しさ、

苦労がわかり自分のプレゼンテーション技術の向上につ

ながった。

教育担当指導者研修において、新卒看護職員の教育計画進捗状況や課題を話し合っていくグループワ

ーク演習を行うことは、情報共有や自部署の教育活動への参考になるという点で高く評価され、教育担

当指導者育成内容として有意義である。そこで平成25年度は研修に対する要望や意見を精査し、より

教育力や指導力の育成に繋がる研修内容を企画し、研修として実施していく。

また教育担当指導者は、院内看護職員教育プログラムに企画・運営等に実践的に関わることで、効果

的な研修を主体的に開催するための学びや知識を修得している。平成25年度は教育担当指導者が担当

する教育プログラム数を増やしていく。平成 24年度の評価から、院内研修の実践経験は、参加者・主

催者両方の満足度が高く、研修効果の高い内容をいかに提供していくのか等、研修の企画・運営能力向

上には有益であった。しかし、教育担当指導者の3割が「院内研修運営を実践することが部署の教育許

画に活かせない」と評価しているため、次年度は、院内研修運営実践で得た学びを部署の教育活動にま

で反映できるように、繋がりを持たせ、活用していける能力向上を図ることが課題である。
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【4】人事交流

対象者 交流内容 期 閏

看護部 0講義、大学院ゼミへの参画

修士修了の
0学部卒業研究の指導• 0実習委員会への参画

1年間
保健学専攻副看護師長等 0実習指導への参加

看護学分野
0教育研究推進WGへの参画

等

看護学分野

亨
|看護学分野

各専門分野における 研修計画に教員
〈九州大学及び

病棟を中Is¥とした 沿った期間

他看護系大学〉
ブラッシュアップ研修

看護部

土ノ士、 同
0看護教育運営委員会
0教育研究推進WG

<目標>

・看護部から保健学部門看護学専攻へ副看護師長等 1名の 1年間の人事交流

.看護学教員の臨床現場でのブラッシュアップ研修

-看護部・保健学部門看護学専攻共同での看護研究推進WGの推進

(1 )看護部から保健学専攻看護学分野への人事交流計画

人事交流 ¥ 人事交流後

看護基礎教育の運営 ¥ 教育マインドを持った
年保 大学教育環境の理解 教育指導者として活動
問健 講義・演習・実習参加

病棟スタッフ 皿明十型 (TAや指導、講義担当) ・看護部教育委員会 (WG)への参画
として勤務 修教授科 -実習指導者会議への参画

スケ i 卒業研究・大学院 .実習担当指導者育成及び
(修士修了の ジに l ゼミ参加 臨地実習支援

副看護師長等) ユよ 教育研吻推進WG参加 ・教員と臨床現場を繋ぐ相談窓口、
|る見 調整役

ル .臨床での看護実践経験と
立 I 委員会・学会参加 人事交流経験を活かした

案 キャリア相談・看護研究支援
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1. 5か年での到達目標と取組計画

1) 臨床から保健学科看護学専攻への 1年研修を終えた者(教育指導者)が6人以上いる。

2) 保健学科看護学専攻保健学科で講義をする看護職員が 30%増加する。

3) 看護学生の看護実践能力卒業時達成度を教育担当者等看護職員が教員と一緒に確認する。

2.研修内容
1) 学内オリエンテーション

目的.九州大学医学部保健学科看護学専攻の組織運営体制を知る。九州大学医学部保健学科看護学専攻

において、看護学生が学ぶ環境を知る。

方法:資料に基づき、)lIJ紙スケジュールの内容で進行する。

2) 大学教育について

目的:九州大学医学部保健学科看護学専攻における、看護学教育の教育理念や教育目標、カリキュラム

の実際、教育組織等について理解する。

方法.集中講義 2週間 (10日間) () 11本利恵子教授が担当)

3) 講義・演習の教育的価値について

目的:九州大学医学部保健学科看護学専攻における、看護基礎教育の内容を理解する。

方法:科目名『生活環境とコミュニケーション(一年生)..1 W生活援助技術(二年生Hの講義・演習に参加
する。

4) 看護学臨地実習の教育的価値について

目的・九州大学医学部保健学科看護学専攻における、臨地実習目標達成のための指導方法や運営方法に

ついて学ぶ。

方法・領域実習に参加し、教員と共に実習指導や運営に参加する。

科目名『成人看護学急性期実習~ w成人看護学慢性期実習~ w老年看護学実習~ w地域看護学実
習』

5) 卒業研究の教育的価値について

目的:九州大学医学部保健学科看護学専攻における、卒業研究の指導方法の実際や運営方法について学

ぶ。

方法.卒業研究の4月の集中講義に参加し、その後は一人の教員のゼミに参加し、卒業研究指導や運営

に参加する。

ω大学院ゼミへの参加について
目的・九州大学大学院医学系学府保健学専攻修士課程(看護学専攻)における、大学院ゼミに参加し、

キャリアアップの過程を知る。

方法・大学院に参加し、指導の実際に触れることによって、看護専門職としてのキャリアアップの具体

的方法を理解する。

3.研修環境について

1)身分について

九州大学病院の副看護師長としての身分

2)研修時の居場所と研修必要物品について

保健学科本館4階に居室を準備する

机と椅子、ロッカー、本棚、書籍、文房具類の準備
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【年間研修スケジュール]

学期 研修内容 学年 期間 担当/担当領域

学内オリエンテーション

諸手続、大学組織運営について

各種委員会について
2日間 川本利恵子教授

大学の 1年間の流れ(学年暦)

入学式、オリエンテーションの見学

居室の準備と整理

講義「看護教育課程についてJ

4月 「大学教育課程について」

「大学院教育課程について」 2週間
川本利恵子教授

「演習・実習について」 (10日間)

「教育と評価にって」

「卒業研究などについてJ

教育方略 :WEBシラパス入カの実際

学生の福利厚生について(担任業務) 川本利恵子教授

実習委員会の参加

授業科目『生活環境とコミュニケーション』
1年生 1学期 基礎看護学講座

授業参加と演習指導

授業科目『生活援助技術』授業参加と演習指導 2年生 1学期 基礎看護学講座

5月
伊都キャンパス講義見学 1年生 臨床看護学講座

大学院ゼミの参加 大学院

講義指導案の作成

卒業研究(学部)の指導 4年生

実習委員会の参加

授業科目『生活環境とコミュニケーシヨン』
1年生 1学期 基礎看護学講座

授業参加と演習指導

授業科目『生活援助技術』授業参加と演習指導 2年生 1学期 基礎看護学講座

6月 大学院ゼミ参加 大学院 臨床看護学講座

演習指導 2年生

卒業研究(学部)の指導 4年生

実習委員会の参加

授業科目『生活環境とコミュニケーション』 1年生 1学期 基礎看護学講座

授業科目『生活援助技術』 2年生 1学期 基礎看護学講座

講義体験 2年生 臨床看護学講座
7月
大学院ゼミ参加 大学院

卒業研究(学部)の指導 4年生

実習委員会の参加
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学期 研修内容 学年 期間 担当/担当領域

試験期間(試験問題の作成方法、採点、

成績入力の方法)
8月 学会参加(研究発表)

実習委員会の参加

実習委員会の参加

9月 実習準備・計画の立案

実習オリエンテ}ションの見学

各種委員会の見学

10月
看護学臨地実習

実習指導の見学
3年生 2学期 臨床看護学講座

実習委員会の参加

看護学臨地実習
3年生 2学期

地域精神看護学
11月

実習指導の実際 講座

実習委員会の参加

12月
看護学臨地実習

実習指導の実際
3年生 2学期 臨床看護学講座

実習委員会の参加

1月
看護学臨地実習

3年生 2学期 臨床看護学講座
実習指導の実際

実習委員会の参加

2月
看護学臨地実習

実習指導の実際
3年生 2学期 臨床看護学講座

実習委員会の参加

看護学臨地実習 1年生 2学期

3月 実習の総括 3年生 基礎看護学講座

研修成果のまとめと発表
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平成24年度実施報告

【人事交流者】 九州大学病院看腹部副看腹師長松本由香

1幽研修場所.九州大学医学部保健学科看護学専攻

2人事交流報告期間 平成24年4月2日~平成25年3月29日

3研修内容
1)学肉オリエンテーションおよび大学教育について

各学年オリエンテーションに参加し、各学年の年間計画について情報を得た。また、大学組織運営、

看護学教育の基本的な考え方、カリキュラム改正の経緯、臨地実習時間の推移、今後の課題等につい

て講義を受けた。

2)講義圃演習への教育指導体験
講義は、合計 16科目 208.5時間参加した。基礎看護領域の生

活援助技術・症状ケア技術では、科学的根拠に基づいた基本的

看護技術の講義を受講後、臨床経験で習得したポイントを加味

した演習指導補佐した。演習最終日に行われる基礎看護技術チ

ェックのための、事前申し合わせ、チェック終了後の教員同士

の評価基準を統一する話し合い、採点に参加し、採点評価の方

法を学んだ。

科目数 時間

基礎看護学領域 3 91.5 

臨床看護学領域 4 61.5 
在宅看護学領域 1 15 
地域看護学領域 2 12 
小児看護学領域 2 lO目5

精神看護学領域 1 自

その他 3 9 
基礎教育科目の『医療人類学』で、川本利恵子教授の指導の

もと指導案作成、指導内容、実施方法について学び、 「人聞と

死」というテーマで lコマ講義体験した。 合計 16 208.5 

3)看蹟学臨地実習への教育指導体験

科目担当教員とともに各領域で指導・助言を行い、カンファレンスに参加した。

期間 担当学生 主な活動内容

期習初実す卒生
基礎看護学実習 I

1週間 5名
-外来・病棟説明の補足
-医療者と忠者との関わり方の指導

) 

恭礎看護学実習E 2週間 3月中旬

急性期病棟実習 4週間
計12名 -看護技術と看護記録の方法の指導

X2ターノレ
-看護計画立案と患者指導媒体作成の指導

4週間
-あらゆる角度から忠者をみる必要性や表現

慢性期病棟実習
X2クーノレ

計17名 方法について助言

総メ的仁1益、
総合実習 1週間 6名 -看護の検討課題探求に取り組めるよう指導

-健診・"7"7教室などに参加
地域看護学実習 3週間 5名 -学生の健康教育指導の作成助言

陵地域看護診断では助言・指導

在宅看護学実習 2週間 3名
-在宅療養者の看護過程の展開、療養者への
媒体作りについて助言・指導

老年看護学実習 1週間 見学実習
-緩和ケア病院、地域中核病院とその病院の

関連医療福祉施設の見学

4)太学院講義・ぜミの受講
講義 13回、ゼミ 10回受講し看護研究の手法やプレゼンテーションの方法、キャリアアップの過程

を学んだ。また、修士論文発表会と博士課程の学位論文予備調査公開審査に出席した。

5)会様圃委員会などへの出席

実習指導者研修会(計4日間)、看護研究コ}ス基礎編(計7回)、 FDプログラム(計3回)、毎

月開催の看護学分野会議、実習委員会議、ブロッサム教育研究推進鵬、 SP恥に出席した。
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6)その他
今年度から大学病院の「シミュレーション・トレーニング」が、基礎看護技術のトレーニング目的

で学生に無料開放されたため、専属インストラクターとともに計7回指導援助を行った。

4.研修成果
1)文学教育、文学組織についての知識獲得

看護基礎教育については、学生は一般教育と看護の専門領域両方の履修、新たに国際化などを社会

背景とした、教育カりキュラムの変更に伴う英語力強化などが要求されていることを学んだ。大学組

織と大学教育の概念などの特徴に対する認識をほとんど持っていなかったため、大学と病院の組織運

営の違い、雇用形態の違い、教育カリキュラム変更による教育内容の組み立て方等、病院勤務では体

験・学習できない情報を得て、視野を広げる機会となった。

2)看護基礎教育の実際と教育的役割の理解

(1)講義・演習を通して

あらゆる領域の講義・演習への参加と指導体験によって、専門用語を使いながらも具体的に解説

する必要性、看護学教育の基本的な考え方、様々な教育方法について理解を深めた。

また、教員からは看護の現状の確認や参考意見、学生からは教育内容と比較した患者とのかかわ

り方や大学で教育される基礎技術が、臨床場面ではEのように行っているのか聞かれる場面が何度も
あった。臨床経験を活かした教育的関わりによって、教員は今の医療・看護について情報を得るチャ

ンスにつながり、学生は講義内容を知識として理解できても実際の経験がない技術には結びつけられ

ないという、想像力不足や看護実践能力不足の軽減につな

がる効果を実感できた。採点評価では、教育後の公平かっ

統ーした見解で客観的評価をする重要性を再確認した。

講義体験は、講義終了後の学生へのアンケートで、「事

例を使つての説明は分かりやすかった」と 100%良い評価

だった。しかし、人類学における死という解答がない課題

についての講義だったため、学生にはこの課題を通して考

える機会を提供する内容設定をしなければならず、その点

において難しさを学んだ。今後教育指導するときに役立つ

貴重な経験となった。

(2)看護学臨地実習を通して
①病院施設での実習

学生の特性として、実習の経験を重ねても患者を全人的に

とらえた取り組みが困難で十分能力が発揮できない、患者に

対して直接的な援助行動をしなければ何も看護介入してい

ないと評価する傾向が強いことがわかった。そのため想像し

ていたより細部にわたる指導が必要であり、レポートの書き

方や表現方法など時間外に個別指導した学生は、最終レポー

トに成果が反映されているという教員の評価を得た。また、

実践においても豊富な臨床経験を加味した指導で学生が学

べていると評価を得た。

実習の援助は、知識を基礎とした体験を積み重ねる重要性を学び、臨床の場で日常的に行ってい

る看護思考過程を含めた看護実践力を振り返る機会にもなった。

②実習部署でのスタッフとのコミュヱケーション

大学教育の実際や教員の業務内容、学生の学習状況や特性など人事交流で得られた情報を実習指

導者に伝えた結果、大学の実情に対する共通認識が生まれ、学生との関わり方への一助になり、話を

聞くだけで参考になり良かったと実習指導者の相談的役割となった。また、人事交流等の目的がまだ

まだ周知されていない実態を把握できたため、今後の活動課題となった。

③実習指導要項の評価

実習指導者3名から病棟で聞き取りを行い、実習内容や意識の統一に活用しているが、学習させ

たい処置・検査や看護基本技術の到達目標に対応した学生の実習目標はあまり出てこないという意見

が聞けた。また、看護技術到達度の「できる」という評価も実習指導者の個人差や部署間差があった。

学生の実習目標設定にどのように実習指導要項を活用していくのか、看護技術到達の「できる」とい

う評価は、 『できる」とは具体的にどういう行動レベルで評価するのか、今後の検討課題であると感

じた。
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九州大学病院看護部看護キャリアセンター

TEL/FAX 092-642-5553 
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